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i＜はじめに＞

はじめに
この取扱説明書は、製品を取り扱う人を対象に書かれています。
ご使用になる前には、この取扱説明書を必ずお読みください。お読みになった後は必要
なときにすぐに取り出せるように大切に保管してください。
製品の仕様・外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
また、本書に記載されている内容も予告なく変更される場合があります。
あらかじめご了承願います。

保証と責任の範囲
当社は、納入した製品に対して 1 年間の保証をします。
万一、保証期間中に当社の責任によって故障を生じた場合は、無償で修理または部品交
換します。ただし、次の場合はこの対象から除外します。

● 誤操作による故障の場合
● 当社以外で修理や改造をした場合
● 不適切な使用環境で使用した場合
● 当社の責任以外の事故による場合
● 災害による場合
● 本体落下による故障の場合
● 腐食・錆による故障、または、外観の劣化
● 当社製品以外の修理
● 消耗品・交換部品
本書に記載した内容は、慎重に検討したものです。ただし、万一その内容に不備があっ
た場合にはご容赦願います。当社は、ここに記載した内容について、信頼性を改善する
ため、または製品の設計変更のために変更を加える権限を保有しています。
本製品の故障による損害、データの抹消による損害、その他本製品の使用により生じた
損害について、当社は一切その責任を負いかねます。
当社は、本書の記載外の内容に起因する損害について責任を負いません。
本取扱説明書以外の据付、取扱いにて故障などが発生した場合は、当社の責任外とさせ
て頂きます。

無断転載・複写複製について
本書の内容を無断で複写・転載することは禁止されています。

Media No. IM 12Y07E01-01 7th Edition : Mar. 2015 (YK)
All Rights Reserved. Copyright © 2002   Yokogawa Electric Corporation

7th Edition : 2015.03.02-00
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ii＜はじめに＞

 警告の種類と意味
● 警告の種類と意味
安全に使用していただくために、装置には警告ラベルによる注意喚起と、取扱説明書には、
以下の方法で注意メッセージが記載されています。メッセージの内容を、ご理解の上、
安全にお使いください。警告ラベルについては、「警告ラベルの種類」をご覧ください。

警　告

誤った操作は、けがや生命の危険につながることがあります。
ここに書かれているような操作は、絶対にしないでください。

注　意

操作上で注意していただきたいこと、または、制限などを説明します。誤った操作をし
ないために、必ずお読みください。

● 警告ラベルの説明

 

 
 
 

   

● シグナルワードの意味は次のとおりです。
危険 (DANGER)  切迫した危険な状況で回避しない場合には、死亡もしくは、重傷を 
   負うことになりうることを意味します。

警告 (WARNING)  潜在的に危険な状況で回避しない場合には、死亡もしくは、重傷を 
   負うことになりうることを意味します。

注意 (CAUTION)  潜在的に危険な状況で回避しない場合には、軽いもしくは、中傷程 
   度の損傷を負うことになりうるおそれがあることを意味します。

    また、安全でない行動に対する警告にも使用します。
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 製品全般にわたる注意事項
● 指定以外のカバーをはずしたり、分解すると感電などの危険があります。
● 取扱説明書で指定した部分を除き、お客さまによる製品の分解・改造は絶対にしな
いでください。

● 使用する試薬には、危険性のあるものがあります。使用する試薬の物性を十分に理
解したうえで、取り扱ってください。

● 保守・点検する前には、本書の保守・点検の箇所をよくごらんください。
● 電源スイッチを入れる前には、電源電圧が適合していることを確認してください。
● 製品を設置する前には、必ず本書の設置 ( 設置場所・条件 ) の箇所をごらんください。

● 指示あるいは指示したことにしたがわなかった場合
● 本書の要所で記載している事項に対する警告にしたがわない場合、当社はいかなる
責務についても責任を負いません。

警告ラベル貼付位置
[装置前面]

① 高温注意

② 強アルカリ注意 （B液）
③ 強酸注意 （C液）
④ 薬品注意 （E液）
⑤ 強酸注意 （F液）

⑥ 高電圧注意

⑦ 薬品注意

⑧ 薬品注意
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[装置後面]

⑥ 高電圧注意

⑨ 感電注意
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警告ラベルの種類

① 高温注意

② 強アルカリ注意

③ 強酸注意

④ 薬品注意

⑤ 強酸注意
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⑥ 高電圧注意

⑦ 薬品注意
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1. 設　置

1.1 設置場所について
本装置は屋内設置形です。温度変化の少ない屋内に設置願います。設置に当たっては、
安定した測定結果を得る上で、下記の項目が満足できる場所をお選びください。
なお、設置、保守スペースに関しては付録 2-3-1 と付録 2-3-2 をご参照ください。

・屋内設置で換気の良いところ
・風雨から保護されているところ
・直射日光の当たらない温度変化の少ないところ
・年間を通して周囲温度が 2～ 40℃であるところ
・相対湿度が 85％以下であるところ
・試料採取点にできるだけ近いところ
・周囲に腐食性ガスがないところ
・保守スペースが十分にとれるところ
・振動や衝撃の加わらないところ

1.2 据付工事
装置の据付けには電源配線、信号用配線、試料導入用配管、洗浄水用配管、排水用配管、
廃液用配管の工事が必要です。
詳しくは巻末の「付録 2  設置条件」「付録 4  外形寸法図」をご参照ください。

1.2.1 架台固定基礎工事
架台は基礎ボルト取付位置図に従ってM12基礎ボルトで確実に固定願います。

1.2.2 電源・信号用配線および接地工事

警　告

感電注意：感電防止のため、装置の接地をしてください。
ただし、接地はガス管などのような危険な箇所には絶対に接続しないでください。

電源はAC 100 V ± 10 V　50／ 60 Hz、最大消費電力は標準仕様で約 400 VA です。
供給電源がAC 100 V 以外の場合は 、ステップダウントランスなどを外部に設けてくださ
い。
電源用配線と信号用配線とは同一配線にまとめないでください。
接地工事に関してはD種接地を施してください。
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1.2.3  試料導入用配管
試料導入用配管は付属の∅ 3 / ∅ 2 mm PTFE チューブです（装置本体背面に接続されて
います）。試料導入用配管は付属のオーバーフロー槽の試料水採取口に接続してください。

図１は標準的な試料採水フローです。
オーバーフロー槽の取付位置は、左右側面および裏面のいずれかに選定ください。
S S（浮遊物）が特に多い場合は、オーバーフロー槽の前にフィルタ付き主調整槽を設け
てください。また、オーバーフロー槽からの排水ラインに傾きを作り、溜りなどができ
ないように工事してください。
 

Ø Ø

図１ 標準的な試料採水フロー（オーバーフロー槽を使う場合の例）
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1.2.4 純水（希釈水）配管 （オプション：純水供給ユニット）
純水は装置の洗浄、ゼロ校正およびサンプルの希釈に使用します。そのため純水中に測
定成分（窒素化合物）が含まれていると正確な測定結果が得られません。イオン交換樹
脂筒（オプション）および、活性炭筒を通して不純物を取り除いてください。
・純水入口取合  Rc1/2
・純水圧力   50 ～ 340 MPa
・純水使用量  約 65 L/ 月～約 90 L/ 月（測定レンジにより異なる）
・純水温度   2 ～ 35℃

F7.7.EPS

装置

水道水
減圧弁

2次側圧力 196 kPa

バルブ

活
性
炭
筒

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
筒

フィルタ
（ ）

フィルタ
（ ）

指定ホース(注)

F F

    図2 純水（イオン交換水）配管

( 注 ): イオン交換樹脂筒から装置の純水入口間を接続するホースは、当社指定の軟質樹脂ホースをご使用くだ
さい。指定外のホースを使用すると、ホースからの微量溶出物などにより、正しい測定値が得られない
場合があります。

  指定ホース：  株式会社 カクダイ製カクダイホース＃ 5975
    （内径 15ｍｍ、外径 20ｍｍ、軟質 PVCホース、橙色）

注　意

・ イオン交換樹脂筒に供給される原水には水道水程度の水質のものをご使用ください
（表 1）。
 水道水の中に配管から多量のサビが析出していたり残留塩素を含む場合は、前処理
が必要です。これらを除去せずに使用すると、イオン交換樹脂筒の性能劣化を早め
る原因となります。

 イオン交換樹脂筒の取扱い、および保守・点検に関しては、イオン交換樹脂筒の取
扱説明書を参照ください。

・ 据付工事後に初めて純水を流す場合またはイオン交換樹脂筒を交換した場合には、イ
オン交換樹脂筒内部と装置内蔵の純水タンク内の純水を十分置換してください。

・ イオン交換樹脂筒内部の純水は、約 500 mL/min の流量で 30～ 60分流して捨ててく
ださい。純水タンク内の純水はいったん流して捨て、イオン交換樹脂筒内部の純水
が十分置換された後に、再度補給してください。
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表１ 水道水の基準
項目 基準

硝酸性窒素 10 mg/L 以下であること
亜硝酸性窒素 10 mg/L 以下
有機物など（KMnO4消費量） 10 mg/L 以下
鉄（Fe） 0.3 mg/L 以下
マンガン（Mn） 0.05 mg/L 以下
水素イオン濃度（pH） 5.8 ~ 8.6
臭気 異常でないこと
味 異常でないこと
色度 5度以下
濁度 2度以下
*：水道法に基づく水質基準の基準項目より抜粋

1.2.5 排水用配管
排水用の配管は次の点を守って接続ください。
・配管は下降配管にする
・できるだけ太い配管を使用し、背圧がかからないようにする
・排水溝まではできるだけ短い距離にする
・出口は大気開放にする

全窒素・全りん
自動測定装置

F7.6.3-1.EPS

試料水

排水

廃液タンク
20 l

純水タンク
20 l

排水ピット
ポンプ(試料用)
(お客様ご用意)

排水

手分析用試料採取コック
Ø16ホースエンド

バイパス用バルブ
(お様客ご用意)

試料オーバーフロー槽

試料入口
Rc1/2 (0.5～5.0 L/min) ドレン出口 Rc1/2

排水口 Rp3/4

注記： 排水ピットへの配管は、最短で立ち上がりの無いものとし、水封せず大気解放を確保してください。

大気解放にする
（水封しないこと）

図3　排水用配管
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1.2.6 廃液用配管

警　告

廃液には、酸およびアルカリが含まれています。
廃液が皮膚に触れたり目に入った場合には、すぐに大量の水で洗い医師の診察を受けて
ください。また、誤って飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。

廃液は付属の軟質チューブでポリタンクに導入してください。
この場合も、配管に背圧がかからないようにしてください。また、チューブの先端は廃
液に漬からないように接続ください。廃液タンクが満水になり、チューブ先端が漬かる
前に廃液を処理してください。守られない時、故障発生の原因になります。

1.2.7  廃液処理

警　告

廃液を処理する時には、廃液が直接触れないように保護手袋・保護眼鏡を着用して作業
を行ってください
廃液が皮膚に触れたり目に入った場合には、すぐに大量の水で洗い医師の診察を受けて
ください。また、誤って飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。

本装置の廃液量は約 15 L/ 月です。廃液タンクの液量を調べ、3/4 以上になれば廃棄して
ください。また、満水状態になると” 廃液満水” の警報で知らせます。
本廃液には、酸およびアルカリ、重金属（モリブデン、アンチモン）が含まれます。そ
のため廃棄物の各法規制の対象となります。
廃液処理は、関連法規に従い、各事業所の基準に基づいて行ってください。
廃液の処理は､ 7.5 廃液および廃棄物の取扱を参照ください。
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2. 装置の構成

2.1 各部の名称

＊ : 本図は標準仕様を示します。
 仕様により、純水タンクの仕様や内蔵の有無の差異があります。

操作部：  2.2 操作部の名称と機能 参照
電源スイッチ： 操作部の電源をON/OFF します。
   装置全体の電源をON/OFF するときは、裏面の主電源スイッチを  
   使用してください。 
保守中スイッチ： 装置外部へ保守中を示す信号を出力します。
   このスイッチは装置の動作および測定値アナログ出力には関係しま 
   せん。
   保守終了後には必ずOFFにしてください。
サンプルユニット： サンプルの計量をします。
分析部：  サンプル中の全窒素、全りんを測定します。
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廃液回収タンク：  廃液量は、約 15 L/ 月です。廃液が満水になると” 廃液満  
    水” の警報で知らせます。また、接点出力を外部に出します。
プリンタ：   自動巻取り機構が内蔵されています。
主電源スイッチ：  装置全体の電源をON/OFF するとき使用します。
試薬計量送液ユニット： 各種試薬の計量をします。
試薬ボトル   試薬 A～Ｆとスパン液のボトルを収納しています。試薬は  
    小型タンクで、約１ヵ月分の貯蔵能力があります。
    スパン液は、約 2週間の貯蔵能力があります。
純水補給タンク（20 L、オプションの純水ユニットを接続しない場合）： 
    装置の純水消費量は約 65 L/ 月～ 90 L/ 月です。タンク補給  
    により、 約 10日間の連続測定が可能です。また、純水の残  
    量が少なくなると”ブランク水断”の警報（BLANK）で知らせ、
    プリント出力とともに接点出力を外部に出します。
     （＊純水消費量はレンジにより異なります。）

■ スパン液消費量（１回当たり）
TP測定レンジ(mg/L) 　TN測定レンジ（mg/L）

2 5 10 20 50 100 200 500 1000
消費量（mL） 12 8 6 2 2 6 2 2 2

0.5 12 24 mL 20 mL 18 mL 14 mL 14 mL ‒ ‒ ‒ ‒
1 6 18 mL 14 mL 12 mL 8 mL 8 mL 12 mL ‒ ‒ ‒
2 4 16 mL 12 mL 10 mL 6 mL 6 mL 10 mL 6 mL ‒ ‒
5 2 14 mL 10 mL 8 mL 4 mL 4 mL 8 mL 4 ml 4 mL ‒
10 2 14 mL 10 mL 8 ml 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
20 4 ‒ 12 mL 10 mL 6 mL 6 mL 10 mL 6 mL 6 mL 6 mL
50 2 ‒ ‒ 8 mL 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
100 2 ‒ ‒ ‒ 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
250 2 ‒ ‒ ‒ ‒ 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL

■ スパン校正可能回数（250 mL として）
TP測定レンジ(mg/L) TN測定レンジ（mg/L）

2 5 10 20 50 100 200 500 1000
消費量（mL） 12 8 6 2 2 6 2 2 2

0.5 12 10 回 12回 13回 17回 17回 ‒ ‒ ‒ ‒
1 6 13 回 17回 20回 31回 31回 20回 ‒ ‒ ‒
2 4 15 回 20回 25回 41回 41回 25回 41回 ‒ ‒
5 2 17 回 25回 31回 62回 62回 31回 62回 62回 ‒
10 2 17 回 25回 31回 62回 62回 31回 62回 62回 62回
20 4 ‒ 20 回 25回 41回 41回 25回 41回 41回 41回
50 2 ‒ ‒ 31 回 62回 62回 31回 62回 62回 62回
100 2 ‒ ‒ ‒ 62 回 62回 31回 62回 62回 62回
250 2 ‒ ‒ ‒ ‒ 62 回 31回 62回 62回 62回
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■ 純水消費量（１測定当たり、サンプルライン洗浄あり）
共通洗浄用 40 mL 　TN測定レンジ（mg/L）
TP測定レンジ(mg/L) 2 5 10 20 50 100 200 500 1000

消費量（mL） 0 12 24 18 36 51 45 63 63
0.5 0 40 mL 52 mL 64 mL 58 mL 76mL ‒ ‒ ‒ ‒
1 6 46 mL 58 mL 70 mL 64 mL 82 mL 97 mL ‒ ‒ ‒
2 12 52 mL 64 mL 76 mL 70 mL 88 mL 103 mL 97 mL ‒ ‒
5 18 58 mL 70 mL 82 mL 76 mL 94 mL 109 mL 103 ml 121 mL ‒
10 36 76 mL 88 mL 100 ml 94 mL 112 mL 127 mL 121 mL 139 mL 139 mL
20 39 ‒ 91 mL 103 mL 97 mL 115 mL 130 mL 124 mL 142 mL 142 mL
50 45 ‒ ‒ 109 mL 103 mL 121 mL 136 mL 130 mL 148 mL 148 mL
100 63 ‒ ‒ ‒ 121 mL 139 mL 154 mL 148 mL 166 mL 166 mL
250 63 ‒ ‒ ‒ ‒ 139 mL 154 mL 148 mL 166 mL 166 mL

■ 純水消費量（1ヵ月 (30 日 ) 消費量、サンプルライン洗浄あり）
共通洗浄用 40 mL 　TN測定レンジ（mg/L）
TP測定レンジ(mg/L) 2 5 10 20 50 100 200 500 1000

消費量（mL） 0 12 24 18 36 51 45 63 63
0.5 0 29 L 37 L 46 L 42 L 55 L ‒ ‒ ‒ ‒
1 6 33 L 42 L 50 L 46 L 59 L 70 L ‒ ‒ ‒
2 12 37 L 46 L 55 L 50 L 63 L 74 L 70 L ‒ ‒
5 18 42 L 50 L 59 L 55 L 68 L 78 L 74 l 87 L ‒
10 36 55 L 63 L 72 l 68 L 81 L 91 L 87 L 100 L 100 L
20 39 ‒ 66 L 74 L 70 L 83 L 94 L 89 L 102 L 102 L
50 45 ‒ ‒ 78L 74 L 87 L 98 L 94 L 107 L 107 L
100 63 ‒ ‒ ‒ 87 L 100 L 111 L 107 L 120 L 120 L
250 63 ‒ ‒ ‒ ‒ 100 L 111 L 107 L 120 L 120 L

■ サンプル使用量（1測定当たり）
TP測定レンジ(mg/L) 　TN測定レンジ（mg/L）

2 5 10 20 50 100 200 500 1000
消費量（mL） 12 8 6 2 2 6 2 2 2

0.5 12 24 mL 20 mL 18 mL 14 mL 14 mL ‒ ‒ ‒ ‒
1 6 18 mL 14 mL 12 mL 8 mL 8 mL 12 mL ‒ ‒ ‒
2 4 16 mL 12 mL 10 mL 6 mL 6 mL 10 mL 6 mL ‒ ‒
5 2 14 mL 10 mL 8 mL 4 mL 4 mL 8 mL 4 ml 4 mL ‒
10 2 14 mL 10 mL 8 ml 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
20 4 ‒ 12 mL 10 mL 6 mL 6 mL 10 mL 6 mL 6 mL 6 mL
50 2 ‒ ‒ 8 mL 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
100 2 ‒ ‒ ‒ 4 mL 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
250 2 ‒ ‒ ‒ ‒ 4 mL 8 mL 4 mL 4 mL 4 mL
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2.2 操作部の名称と機能

測定値表示 最新の測定値を表示します。

   

   

   

 
 

 

 
 

 

メッセージ表示  装置の動作状態を表示します
    （メモリデータ、設定値、アラーム内容）。
運転状態表示   装置の運転状態を LEDの点灯により表示します。
 ○ MEAS.（測定）
 ○ CAL.（校正）
 ○ MAINT.（保守中）
 ○ REMOTE（外部制御）
警報表示   下記の警報が発生したとき、LEDで警報状態を表示します。
 ○ SAMPLE（試料水断）
 ○ BLANK（ブランク水断）
 ○ HIGH ALARM（濃度異常）
 ○ SYSTEM（計器異常）
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操作キー 以下の 12個の操作キーがあります。
  DATA CHECK  警報、自己診断情報の記録を呼び出せます。警報が
  （メモリ呼び出し） 発生したとき、その内容をメッセージ表示部に表示  
     します。
  TN/TP SWITCH  測定成分（TP、TN）を選定します。通常は TP/TNの
  （成分切替）  2 成分計て使用しますが、TPもしくは TNいずれか  
     単成分計としての設定もできます（4.14 参照）。
  CAL.( 校正 )  ［CAL.］キーを押すと、校正を開始します
  MEAS.（測定）  測定の開始キーです。
  STOP（停止）  装置の運転を停止します。
  PROGRAM（設定） 各種設定モードに入ります。各種設定操作はメッ  
     セージ表示対話式で操作できます。
  ▼   設定値、設定項目の変更およびメッセージ表示部の  
     切り替えをします。
  ▲   設定値、設定項目の変更およびメッセージ表示部の  
     切り替えをします。
  ENT　（入力）  設定値、設定項目を決定します。
  PRINT　（印刷）  設定キーを押した後に印刷キーを押すと、設定値  
     データを印字します。
  PAPER FEED（用紙送り） プリンタの紙送りをします。
  CANCEL（取消） ［CANCEL］キーを押すと、各種設定モードなどを途  
     中で取り消せます。
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2.3 導電率変換器
海水補正機能ありの場合には、 導電率変換器が本体内部に取り付けられています。

 

 

液の温度やエラ
ーコードが表示
されます。 

測定値表示部 
測定値が表示
されます。  

設定値表示部 

操作キー 
6個の操作キー 
があります。 
通常、操作は不要
です。 

端子カバー 

 

状態表示ランプ 
モードの表示 
設定値表示 
出力状態などを表示します。 

端子台のカバー
です。

 

端子台のカバ
ーです。 

端子カバーの脱落を
防止します。 

センサリード線､電源ケー
ブルなどを接続します。 

上下２箇所に取付金具を
取付けます。 

端子カバー 

サスペンダー 

端子台 

取付金具取付け穴 

注　意

操作キーを爪の先で押したり、先端のとがったもので操作しないでください。
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3. 運転準備
測定までの流れを以下に示します。
「試薬の調製、充填」→「試薬量の設定入力」→「純水の充填」（標準時）→
「設定値入力、確認」→「校正」→「測定」

3.1 試薬の調製

注　意

・調製に用いる水は必ず導電率 0.05 mS/m以下の純水（イオン交換水）を用いてください。
・試薬の計量に用いる天秤は必ず校正された感量 10 mg以下の天秤を用いてください。
・事前に「付録 3 試薬に関する取扱注意事項」を参照し、試薬の性質を理解したうえで作 
 業を行なってください。
・以下の調製方法は、ペルオキソニ硫酸カリウム水溶液を 1 L、その他の試薬を 250 mL  
 （試薬 C：240 mL）で調製するための手順を記しています。秤量に用いる天秤などの精度、
 および装置の使用頻度などより、比例して増減してください。

次の 7種類の試薬を調製します。
・ペルオキソ二硫酸カリウム水溶液 [ 試薬 A ]
・水酸化ナトリウム水溶液 [ 試薬 B ]
・希硫酸溶液 [ 試薬 C ]
・L- アスコルビン酸水溶液 [ 試薬 D ]
・混合試薬 [ 試薬Ｅ ]
・塩酸溶液 [ 試薬 F ]
・スパン液 

表 ２   試薬の消費量（測定１回につき）

用途 試薬 濃度 消費量 消費試薬量
試薬A ペルオキソ二硫酸カリウム 15 g/L 0.8 mg 0.012 g
試薬 B 水酸化ナトリウム 40 g/L 0.2 mL 0.008 g
試薬 C 硫酸溶液 約 4.5 mol/L 0.1 mL 0.025 mL （注 1）
試薬D Ｌ－アスコルビン酸 24 g/L 0.1 mL 0.0024 g
試薬 E モリブデン酸アンモニウム 12 g/L 0.19 mL 0.00228 g
試薬 E 酒石酸アンチモニルカリウム 0.3 g/L 0.19 mL 0.000057 g
試薬 F 塩酸溶液 約 1.7 mol/L 0.2 mL 0.029 mL （注 2）
スパン液 りん酸二水素カリウム 0.044 g/L 1 mL 0.000044 g （注 3）
スパン液 硝酸カリウム 0.361 g/L 1 mL 0.000361 g

（注 1） 試薬 C（硫酸）を容積比で表すと約 25％となります。
（注 2） 試薬 F（塩酸）を容積比で表すと約 5％となります。
（注 3） スパンの試薬はフルスケールにより濃度および消費量が変動します。
  りん酸二水素カリウムの消費量： フルスケール 10 mg/L の場合
  硝酸カリウム消費量：  フルスケール 50 mg/L の場合
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3.1.1 ペルオキソ二硫酸カリウム水溶液の調製 [ 試薬A ]

注　意

・ここで使用するペルオキソ二硫酸カリウムは必ず「窒素・りん測定用」を使用すること。
 特級の使用は不可です。
・溶かす際に絶対に加熱しないでください （試薬が自己分解します）。
・A液は室温で 1ヵ月以上保管できないため使用時ごとに調製してください。

1. ペルオキソ二硫酸カリウム（窒素・りん分析用）を 15 g はかり取る。
2. 容器に純水を 800 mL 程度入れておく。
3. この容器にはかり取った試薬を十分に溶かす。
4. 全量を 1 L にする。

3.1.2  水酸化ナトリウム水溶液の調製 [ 試薬B ]

警　告

作業には保護眼鏡と保護手袋を着用の上で行なってください。
試薬を溶かす際には発熱を生じ、二酸化炭素が発生します。
・試薬を溶かす作業はドラフトチャンバーなど換気の良い場所で行なってください。
・試薬を溶かす際には、必要に応じて水・氷などで容器を冷やしてください。
・皮膚に付いた場合には流水で十分に流してください。
・目に入った場合には流水で十分に流した後に、必ず医師の手当てを受けてください。

注　意

・ここで使用する水酸化ナトリウムは必ず「窒素測定用」を使用してください。
 特級の使用は不可です。

1. 水酸化ナトリウム（窒素分析用）を 10 g はかり取る。
2. 容器に純水を 200 mL 程度入れておく。
3. 純水を入れた容器にはかり取った試薬を少しずつ溶かす。
4. 全量を 250 mL にする。
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3.1.3 希硫酸溶液の調製 [ 試薬C ]

警　告

作業には保護眼鏡と保護手袋を着用の上で行なってください。
試薬を溶かす際には発熱を生じます。
・試薬を溶かす作業はドラフトチャンバーなど換気の良い場所で行行ってください。
・必ず純水に硫酸を注ぐこと。決して硫酸に純水を注がないでください。
・試薬を溶かす際には、必要に応じて水・氷などで容器を冷やしてください。
・皮膚に付いた場合には流水で十分に流してください。
・目に入った場合には流水で十分に流した後に、必ず医師の手当てを受けてください。

1. 硫酸（特級）60 mLをメスシリンダーではかり取る。
2. 純水を 180 mL メスシリンダーではかり取り、耐熱性の容器に入れておく。
3. 容器の純水を攪拌しながら硫酸をゆっくり注ぐ。
4. 室温まで冷ましておく。

3.1.4  L-アスコルビン酸水溶液の調製 [ 試薬D ]

注　意

・D液は経時的に劣化します。使用時ごとに調製をしてください。

1. L（+）-アスコルビン酸（特級）を 6 g はかり取る。
2. 容器に純水を 200 mL 程度入れておく。
3. この容器にはかり取った試薬を十分に溶かす。
4. 全量を 250 mL にする。
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3.1.5 混合試薬の調製 [ 試薬E ]
（モリブデン酸アンモニウム＋酒石酸アンチモニルカリウム）溶液

注　意

・試薬を溶かす際には加熱しなでください（結晶化します）。
・秤量に用いる天秤の感量および精度が十分でない場合には、はかり取る量を増やして、  
　それに応じた量の試薬を使用してください （たとえば、モリブデン酸アンモニウム 12 g、
　酒石酸アンチモニルカリウム 0.3 g をはかり取って純水で希釈し、全量を 1Lにする）。

1. モリブデン酸アンモニウム（特級）を 3 g、酒石酸アンチモニルカリウムを 0.075 g  
 はかり取る。
2. 容器に純水を 200 mL 程度入れておく。
3. この容器にはかり取った試薬を十分に溶かす。
4. 全量を 250 mL にする。

3.1.6 塩酸溶液の調製 [ 試薬F ]

警　告

・作業には保護眼鏡と保護手袋を着用のうえで行なってください。
・試薬を溶かす際には塩化水素の蒸気および発熱を生じます。
・試薬を溶かす作業はドラフトチャンバーなど換気の良い場所で行なってください。
・必ず純水に塩酸を注いでください。決して塩酸に純水を注がないでください。
・試薬を溶かす際には、必要に応じて水 ･氷などで容器を冷やしてください。
・皮膚に付いた場合には、流水で十分に流してください。
・目に入った場合には、流水で十分に流した後、必ず医師の手当てを受けてください。

1. 塩酸（特級：35～ 37％塩酸）35 mLをメスシリンダーではかり取る。
2. 純水 210 mL をメスシリンダーではかり取り、耐熱性の容器に入れる。
3. 容器の純水を攪拌しながら塩酸をゆっくり注ぐ。
4. 室温まで冷ましておく。
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3.1.7 スパン液の調製

注　意

･ スパン液の調製に使用する水（以下「純水」とします）は、導電率が 0.05 mS/m以下  
 のイオン交換水または蒸留水を使用してください。

 （１）原液の調製（全窒素） 
本操作説明は 250 mg/L 全窒素スパン液原液を 1 L 調製する方法を記したものです。異な
る濃度のスパン原液を調製される場合には、この方法を参照のうえ、表 3に従い硝酸カ
リウムの計量値を変えてください。なお、装置フルスケールが 200 mg/L 以上の場合には、
この操作は不要です。

1. 硝酸カリウム（特級）を 105～ 110℃で 3時間乾燥させる。乾燥後はデシケータで室  
 温まで冷ます。
2. 1 L メスフラスコはあらかじめ純水で内部をよくすすいでおく。
3. 「2」でよくすすいだ 1 L メスフラスコに純水を 800 mL 程度入れておく。
4. 放冷した硝酸カリウムを 1.805 g はかり取る。
5. 「4」ではかりとった硝酸カリウムを 3で準備した 1 L メスフラスコに入れ十分に溶かす。
6. 「5」の 1 L メスフラスコに純水を追加し全量を 1 L にする。

 （２）原液の調製（全りん）
本操作説明は 50 mg/L 全りんスパン原液を 1 L 調製する方法を記したものです。異なる濃
度のスパン原液を調製される場合にはこの方法を参照のうえ、表 4に従いりん酸二水素
カリウムの計量値を変えてください。なお、装置フルスケールが 200 mg/L 以上の場合に
はこの操作は不要です。

1. りん酸二水素カリウム（特級）を 110℃で 5時間乾燥させる。乾燥後はデシケータで  
 室温まで冷ます。
2. 1 L メスフラスコは予め純水で内部をよくすすいでおく。
3. 「2」でよくすすいだ 1 L メスフラスコに純水を 800 mL 程度入れる。
4. 放冷したりん酸二水素カリウムを 0.220 g はかり取る。。
5. 「4」ではかり取ったりん酸二水素カリウムを「3」で準備した 1 L メスフラスコに入れ、
 純水で十分溶かす。
6. 「5」の 1 L メスフラスコに純水を追加し、全量を 1 L にする。

注　意

・天秤での秤量では計量瓶に試薬を入れることをおすすめします。また、秤量時の差は記 
 載されている値の± 0.001 g 以内にしてください。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM  12Y07E01-01

3-6  ＜ 3.  運転準備＞

 （３）スパン液の調製
表３および表４中で原液全量および原液採取量に数値が記してあるレンジでのスパン液
の場合

1. 表 3に示した原液採取量だけ（1）項で調製した全窒素スパン液原液をホールピペット  
 ではかり取り、250 mL メスフラスコに入れる。
2. 表４に示した原液採取量だけ（2）項で調製した全りんスパン液原液をホールピペット  
 ではかり取り、前項と同じ 250 mL メスフラスコに入れる。
3. 純水で全量を 250 mL にする。

表３および表４中で原液全量および原液採取量に数値が記されていないレンジでのスパ
ン液の場合

1.（1）項および（2）項で、はじめに乾燥させておいた硝酸カリウムおよびりん酸二水素 
 カリウムを、表 3および表 4に示した量をはかり取り、250 mL のフラスコに純水で十  
 分に溶かし、全量を 250 mL にする。

表3 全窒素スパン液計量値一覧

装置フルスケール 硝酸カリウム 原液全量 原液濃度 原液採取量 全量 調製濃度
2 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 2 mL 250 mg/L 2 mg/L
5 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 5 mL 250 mg/L 5 mg/L
10 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 10 mL 250 mg/L 10 mg/L
20 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 20 mL 250 mg/L 20 mg/L
50 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 50 mL 250 mg/L 50 mg/L 
100 mg/L 1.805 g 1 L 250 mg/L 100 mL 250 mg/L 100 mg/L
200 mg/L 0.362 g 250 mg/L 200 mg/L 
500 mg/L 0.902 g 250 mg/L 500 mg/L
1000 mg/L 1.805 g 250 mg/L 1000 mg/L

表4 全りんスパン液計量値一覧

装置フルスケール りん酸ニ
水素カリウム

原液全量 原液濃度 原液採取量 全量 調製濃度

0.5 mg/L 0.220 g 1 L 50 mg/L 2 .5 mL 250 mg/L 0.5 mg/L
1 mg/L 0.220 g 1 L 50 mg/L 5 mL 250 mg/L 1 mg/L
2 mg/L 0.220 g 1 L 50 mg/L 10 mL 250 mg/L 2 mg/L
5 mg/L 0.220 g 1 L 50 mg/L 25 mL 250 mg/L 5 mg/L
10 mg/L 0.220 g 1 L 50 mg/L 50 mL 250 mg/L 10 mg/L 
20 mg/L 2.197 g 1 L 500 mg/L 10 mL 250 mg/L 20 mg/L
50 mg/L 2.197 g 1 L 500 mg/L 25 mL 250 mg/L 50 mg/L 
100 mg/L 2.197 g 1 L 500 mg/L 50 mL 250 mg/L 100 mg/L
250 mg/L 0.275 g 250 mg/L 250 mg/L

注　意

・使用するホールピペットはこの表で「原液採取量」に書かれている量のホールピペット 
 を用いること
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3.2 試薬の充填
本装置で使用する反応試薬をタンクに充填します。
本装置の試薬ボトルは、容量的には連続 1ヵ月以上の測定が可能です（24時間×31日）。
測定回数などを考慮し、無駄のない量の試薬を調製してください。
本装置で使用する試薬は、1ヵ月に 1度、全量交換補充します。
試薬交換の際、試薬ボトルに残っている試薬は全て廃棄、一度タンクを空にしてください。
また、スパン液は約 2週間のスパン校正が可能な容量ですが、校正回数や校正周期を考
慮し、無駄のない量のスパン液を調製してください。校正回数は、通常 3回程度ですが、
測定が安定してくれば、回数を減らすことも可能です

 

   注）試薬ボトルの並びは、図とは異なることがあります。

＊ : 試薬およびスパン液を交換した際には、必ず「10.3 試薬交換設定」を参照し、各容量を入力してください。

注　意

・本装置で使用する反応試薬は 1ヵ月に 1度、交換してください。
・試薬交換の際、試薬ボトルに残っている試薬は全て廃棄し、一度ボトルを空にしてくだ 
 さい。
 試薬を追加すると故障の原因や、正しい測定結果を得ることができなくなります。

・ラベルと配管の色は下記のとおりです。
種類 色

試薬　A 乳白色
試薬　B 青
試薬　C 茶
試薬　D 黄
試薬　E オレンジ
試薬　F 赤
スパン液 緑
＊ : 充填量は上の図のタンク容量（）内の数値を参照ください。
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3.2.1 試薬およびスパン液排出
試薬・スパン液交換の際には、予め配管中にある古い試薬を排出した後に行ってください。
配管中の試薬の排出は以下の操作により、行ってください。

1.［CANCEL］または［STOP］キーを押し、メッセージ表示部に「メンテナンス　ハイエ  
 キ」と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押し、「ケイリョウキチョウセイ」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押し、｢サンプルケイリョウ（1）」を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押し、「シヤクハイシュツ」と表示させる。
5.［ENT.］キーを押す。
  「ケイリョウキ　チョウセイ」が点滅し、配管中の試薬を試薬タンクに排出します。排 
  出動作が完了すると点滅が停止します。点滅が停止するまで待ちます（約 35秒）。
6.［▲］キーと［▼］キーを押し、「スパンエキ ハイシュツ」と表示させる。
7.［ENT.］キーを押す。
 「ケイリョウキ　チョウセイ」が点滅し、配管中のスパン液をスパン液タンクに排出し 
 ます。排出動作が完了すると点滅が停止します。点滅が停止するまで待ちます（約5秒）。

3.2.2 試薬A～Fの充填

警　告

試薬の充填は、手などに液が付着しないよう保護眼鏡と保護手袋を着用して行なってく
ださい。
試薬を勢い良くタンクに注ぐと試薬が飛び散り危険です。また 、目に入った場合失明の
恐れもありますので、十分注意して試薬の注入を行ってください。
皮膚などにかかった場合は、速やかに良く洗い流してください。
誤って目に入った場合は水道水で洗い流し、ただちに医師の診察を受けてください。

注　意

・試薬チューブを取りはずした後、チューブはきれいに洗浄された容器などに受け、汚れ 
 ないように十分注意してください。チューブが汚れた場合は必ず洗浄した後、使用して 
 ください。
・試薬を注ぐときにあふれないように注意してください。
・チューブ先端をカットする場合は、下図ように斜めにカットしてください。

  

  

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

3-9  ＜ 3.  運転準備＞

1. 試薬ボトルの蓋を開け、試薬チューブを取りはずす。
2. 新しく調製した試薬を試薬ボトルにゆっくりと注ぐ。
3. 試薬ボトルに試薬チューブを差し込む（チューブ先端が出ていることを、目視で確認  
 してください）。

  

3.2.3 スパン液の充填
1. 試薬ボトルの蓋を開け、試薬チューブを取りはずす。
2. スパン液をスパン液タンクに注ぐ。
3. スパン液タンクに試薬チューブを取付け、蓋をしめる。
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3.2.4 試薬注入の確認
試薬交換後に注入動作を行い、配管内の試薬を置換します。

1.［CANCEL］または［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス　ハイエキ」
 と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して、「ケイリョウキチョウセイ」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押して、「サンプルケイリョウ（1）」を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、「NシヤクAチュウニュウ」と表示させる。
5.［ENT.］キーを押すと、「ケイリョウキチョウセイ」が点滅し、試薬Aが試薬タンクか
 ら計量され全窒素分析部に排出されます。計量動作が完了すると点滅が停止します。  
 点滅が停止するまで待ちます（約 10秒）。
6.［▲］キーと［▼］キーを押して、「Nシヤク Bチュウニュウ」と表示させる。
7. 5. と同様に、[ENT.] キーを押して計量動作を行います。
8. 以下、「Pシヤク Eチュウニュウ」まで順次、4.・5. を参照して計量動作を行います。

注　意

・この動作で注入された試薬は各セルに注入されます。そのため回数が多くなるとセルか 
 ら試薬があふれることになり、故障の原因となります。セル注入量の合計が 1.5 mL を  
 めやすに「3.2.5. 試薬廃液」の操作により廃液してください。

3.2.5 試薬廃液
すべての試薬注入動作を確認すると、各分析部に試薬が注入されています。そこで分析
部からの廃液動作を行います。

1.［CANCEL］または［STOP］キーを押し、メッセージ表示部に「メンテナンス　ハイエ  
 キ」と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押し、「ケイリョウキチョウセイ」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押し、「サンプルケイリョウ（1）」を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押し、「Pセル　ハイエキ」と表示させる。
5.［ENT.］キーを押す。
 「ケイリョウキチョウセイ」が点滅し、全りん分析部から廃液されます。廃液動作が完  
 了すると点滅が停止します。点滅が停止するまで待ちます（約 10秒）。
6.［▲］キーと［▼］キーを押して、「Nセル　ハイエキ」と表示させる。
7.［ENT.］キーを押す。
 「ケイリョウキチョウセイ」が点滅し、全窒素分析部から廃液されます。廃液動作が完  
 了すると点滅が停止します。点滅が停止するまで待ちます（約 10秒）。
8. 全ての操作が終わった時点で [CANCEL] キーを押して完了させる。
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3.2.6 試薬交換設定
本装置では試薬量の検知機構として試薬計量送液ユニットが動作した回数をカウントす
る方式を採用しています。この方式ではあらかじめ設定された量から動作回数により減
じていき、一定量以下になれば警報を出します。
そのため、試薬およびスパン液交換をした際には必ず各容量を入力してください。

操　作
1.［CANCEL］キーまたは［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス　  
 ハイエキ」と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して、「メンテナンス　シヤクリョウカクニン」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押す。「Ａ」が点滅します。

 

 

　　

  図　試薬交換設定画面　（1）  図　試薬交換設定画面　（2）

 

 

 

  図　試薬交換設定画面　（３）

（一部のみ交換または充填量が250 mL－A液は1 L－以下の場合）
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、変更した試薬を点滅させる。
 ［▲］キーを押すことでA→ B→ C→D→ E→ F→ S（スパン）→ALL が点滅します。
5.［ENT.］キーを押す。
 数量の部分が点滅します。
6.［▲］キーと［▼］キーを押して、充填量を入力する。
7.［ENT.］キーを押して確定する。
8. その他の試薬についても設定する場合は 4. ～ 7. の操作を繰り返す。
 終了する場合は [CANCEL] キーを押します。

（全て規定された量に交換した場合）
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、ALL を点滅させる。
5.［ENT.］キーを押す。
 全ての試薬が規定量になります。
6.［CANCEL］キーを押して完了する。
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3.3 純水の補給（標準仕様）

注　意

本装置において使用する純水は、JIS K0557（1998）「用水・排水の試験に用いる水」の
A2以上を使用してください。また、純水中に測定成分である窒素化合物およびりん化合
物を含まないようにしてください。

－参考－ JIS K0557（1998）「用水・排水の試験に用いる水」で規定されている種類
項目 A1 A2 A3 A4

電気伝導率mS/m (25℃ ) 0.5 以下 0.1 以下 0.1 以下 0.1 以下
有機体炭素（TOC）mgC/L 1 以下 0.5 以下 0.2 以下 0.05 以下
亜鉛 µgZn/L 0.5 以下 0.5 以下 0.1 以下 0.1 以下
シリカ µgSiO2/L － 50以下 5.0 以下 2.5 以下
塩化物イオン µgCl/L 10 以下 2以下 1以下 1以下
硫酸イオン µgSO4/L 10 以下 2以下 1以下 1以下

1. 純水補給タンクの蓋を開けて、付属するチューブを取りはずす。
2. 純水補給タンクに残っている純水を排出する。
3. 純水補給タンクに純水を補給する。
4. 純水補給タンクにチューブを取り付ける。

注　意

本書において「純水」のことを、「希釈水」または「ブランク水」と表記する場合があります。
・ オプション指定で純水を連続供給の場合は、 純水ユニットへの配管を確認し 1～ 2時
間ならし運転をしてください。この時純水タンクへの配管をオーバーフロー槽など
に戻し排水してください。

 純水を急ぎで使用する場合には、 事前に純水を入手し、 ビーカなどに入れご使用する
ことをおすすめします。
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3.4 設定状態の確認
電源をONにすると、“メインメニュー”（MAINT. モード）になります。操作キーによる
状態遷移を以下に示します。

 

＊： 設定操作・メンテナンスモードの操作項目一覧については、付録 8を参照してください。
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必要により、測定前に設定状態を確認します。

確認方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2.［PRINT］キーを押す。
3. プリンタ用紙に印字された設定条件の内容を確認します。

 
 

 

← y=0.00+1.00x の形式で印字された場合は
　ゼロ点補正なしに設定されていることを示す
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3.5 運転前の確認項目

注　意

・FAIL ランプが点灯しているとき、「第 9章 故障対策」を参照ください。

運転前に、以下の事項を確認してください。
･試薬 6種類とスパン液は、各ボトルに入っていますか。
･純水タンクに純水は入っていますか。
･ FAIL ランプは点灯していませんか。
･オーバーフロー槽に試料水が循環していますか。
･オーバーフロー槽に試料水が適正な流量で流入していますか。（ 0.5 ～ 5 L/min）
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4. 各種設定
ユーザにて可能な設定項目について説明します。

設定時に使用する主なキー

 

 

4.1 設定項目と表示順序
各種設定は、“メインメニュー” 画面上で [PROGRAM] キーを押した後、 ［▲］キーを押す
ごとに設定画面が切り替わります。
設定画面を前の画面に切り替えるには、［▼］キーを押します。前の画面にもどります。

設定項目 　　表示順
[ ▲ ] 4.2 カレンダ表示の設定
↓ 4.3 測定有効ラインの設定

4.4 濃度上限設定（TN、 TP、 COD）
4.5 負荷量上限値設定（TN、 TP、 COD）
4.6 補正式の設定（TN、TP、 COD)
4.7 測定スケジュール設定
4.8 スケジュールライン設定
4.9 運転周期設定
4.10 測定開始時刻設定
4.11 校正回数の設定 (ゼロ、スパン）
4.12 校正周期の設定（周期、時刻、初回校正日）
4.13 スパン液濃度設定（TN、TP)
4.14 成分選択設定
4.15 自動表示切替設定
4.16 マイナスデータ設定
4.17 印字方向・自動印字の設定
4.18 時計修正の設定
4.19 同期信号の設定
4.20 制御方法の設定
4.21 流量フルスケール設定

↑ 4.22 負荷量フルスケール設定
[▼ ] 4.23 負荷量演算機能有無設定

4.24 サンプルライン洗浄の有無設定
4.25 濃度フルスケール設定（COD)
4.26 負荷量単位設定
4.27 出力フルスケール設定
4.28 設定終了後の確認
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表５ ユーザ設定画面の成分別有効／無効

測定状態 成分 設定変更の有効/無効
TP TN COD 停止中 待機中/測定中/校正中

カレンダ ○ ○ ×
測定有効ライン ○ × ○ ○
濃度上限警報 ○ ○ ○ ○ ○
負荷量上限警報 ○ ○ ○ ○ ○
補正式 ○ ○ ○ ○ ○
測定スケジュール ○ × ○ ×
スケジュールライン ○ × ○ ×
運転周期 ○ × ○ ×
測定開始時刻 ○ ○ ×
校正回数 ○ × ○ ○
校正周期 ○ × ○ ○
スパン液濃度 ○ ○ × ○ ×
成分選択 ○ ○ × ○ ○
自動表示切替 ○ × ○ ○
マイナスデータ ○ × ○ ○
印字方向・自動印字 ○ ○ ○
時計修正時刻 ○ ○ ○
同期信号 ○ ○ ○
制御方法 ○ × ○ ×
流量フルスケール ○ ○ ×
負荷量フルスケール ○ ○ ○ ○ ×
負荷量演算機能有無 ○ ○ ×
サンプルライン洗浄有無 ○ × ○ ○
濃度フルスケール設定 × × ○ ○ ×
負荷量単位 ○ ○ ×
出力フルスケール ○ ○ ○ ○ ×

 ○：有効 ×：無効

 ＊設定変更時

  1. 補正式を変更した場合
   XX：XX セッテイヘンコウ
   ERROR XX：XX パラメータヘンコウ
   ERROR XX：XX データエイキョウ
  2. 運転周期を変更した場合
   XX：XX セッテイヘンコウ
   ERROR XX：XX データクリア
  3. １、２以外の設定を変更した場合
   XX：XX セッテイヘンコウ

  と印字します。
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表６ 設定終了後即時有効な項目

項目 単位 入力範囲 初期値
濃度上限値 (TN) mg/L 0.000 - 最大測定濃度 0.000
濃度上限値 (TP) mg/L 0.000 - 最大測定濃度 0.000
濃度上限値 (COD) mg/L 0.000 - 最大測定濃度 0.000
マイナスデータ表示 なし、あり なし
プリント方向 正立、倒立 正立
自動プリント あり、なし あり
補正式パラメータ (TN) -500 ≦ a ≦ 500 0.000
(y = a + bx) 0.00 ≦ b ≦ 9.99 1.00
補正式パラメータ (TP) -150 ≦ a ≦ 150 0.000
(y = a + bx) 0.00 ≦ b ≦ 9.99 1.00
補正式パラメータ (COD) -999 ≦ a ≦ 999 0.000
(y = a + bx) 0.00 ≦ b ≦ 9999 1.00
自動表示切替 あり、なし なし
負荷量上限値（TN） kg 0.00 ～ 9999999 0.00
負荷量上限値（TP） kg 0.00 ～ 9999999 0.00
負荷量上限値（COD） kg 0.00 ～ 9999999 0.00
時計修正有無 あり、なし なし
時計修正時刻 0：00～ 23：59 0.00

濃度上限設定値が０のときは警報判定をしません。また、警報設定値はライン別に設定可能です。
印字方向は即時有効となりますが、印字中はその限りではありません。

表７ 次回のシーケンスから有効な項目

項目 単位 入力範囲 初期値
測定有効ライン 運転、休止 運転
成分選択 TP、 TN、 TP/TN TP/TN
同期信号 秒 0 ‐ 3600 0 - 3600

表８ メインメニューに戻った時から有効な項目

項目 単位 入力範囲 初期値
制御方法選択 Local、Remote Local
外部スタート信号 パルス、連続 パルス
スパン液濃度 (TN) mg/L L1 の最大測定濃度 x 50% - 110% L1 の最大測定濃度
スパン液濃度 (TP) mg/L L1 の最大測定濃度 x 50% - 110% L1 の最大測定濃度
スケジュールライン L1、L2、NO_SELECT L1
運転周期 時間 0、 1、 2、 3、 4、 6、 8、 12、 24 0
スケジュール OFF、ON OFF
ゼロ校正回数 回 1-10 3
スパン校正回数 回 1-10 3
校正周期
　　周期 日 0 - 31 1
　　時刻 時 0 - 23 23
　　初回校正日 日後 0 - 周期 0
測定開始時刻 分 00 - 59 00
流量フルスケール設定 m3/h 0.00 １～ 999999 100
負荷量フルスケール設定 kg １～ 999999 1000
サンプルライン洗浄 あり、なし あり
濃度フルスケール (COD) mg/L 0.00 ～ 9999 1.0
負荷量単位 kg、 g kg 、 g kg
出力フルスケール（TP、 TN、 
COD） mg/L 0.1 ～ 9999 最大測定

フルスケール
測定スケジュールラインがOFFに設定の場合は、運転周期で測定、ONに設定されている場合は
測定スケジュールラインで測定となります。
運転周期に０が設定されているときは連続運転（測定スタートで即時スタート）
校正周期 /周期に０が設定されている時は自動校正なし。
測定開始時刻は運転周期が０以外の時有効となり、０の時は連続運転となります（測定スタートで
即時スタート）。
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表９ 設定モード（動作中以外）でのみ変更可能

項目 単位 入力範囲 初期値
システムクロック 2000/ 1/ 1 ‒ 2099/12/31

0:00 - 23:59
2000/1/1
0:00

4.2 カレンダ表示の設定
設定の目的：  運用開始時、時刻ずれ発生時に、装置内蔵のカレンダタイマの値を 
   設定します。
設定のタイミング： 設定モードでのみ変更可能です（動作中は設定できません）。
入力範囲：   2000/ 1/ 1 - 2099/12/31
   0:00 - 23:59
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、設定したい表示部分を点滅させる。
 ［ENT.］キーを押すごとに、点滅は次の順番に変わります。
 西暦 → 月 → 日 → 時 → 分
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
5. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 カレンダタイマの値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。

6.［CANCEL］キーを押す。

以上でカレンダ表示の設定が完了しました。
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4.3 測定有効ラインの設定
設定の目的：  測定可能なライン中、使用条件に合わせてユーザが運転と休止を、  
   任意に設定できます。
設定のタイミング：  運用中随時設定できます。
入力範囲：   運転 もしくは 休止（初期値： 運転）
動作：    次回シーケンスから有効となります。
   アラームが発生していない場合、選択されているラインを若い順に 
   検索し測定を繰り返します。
設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを１回押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

 
  

L1       
L2           

3.［ENT.］キーを押し、設定したいラインを点滅させる。
 ［ENT.］キーを押すごとに、点滅は次の順番に変わります（2 点計仕様のみ）。
   Ｌ１ → Ｌ２
4. 点滅部分の表示を［▲］キーを押して設定する。
   ウンテン ←→ キュウシ
5.［ENT.］キーを押し、次のラインも同様に設定する。
6. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 測定有効ライン設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
8.［CANCEL］キーを押す。

以上で測定有効ラインの設定が完了しました。
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4.4 濃度上限設定（TN、 TP、 COD）
設定の目的：   濃度アラームの上限値を設定します。
設定のタイミング：  初期運転開始時、管理値変更時のいずれかの時に設定できます。
入力範囲：   0.000 - 最大測定濃度（初期値： 0.000 ）
単位：    mg/L
動作：    設定終了後、即時有効となります。

注　意

・0.000 に設定した場合、濃度上限警報は出力しません。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▼］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、設定したいラインを点滅させる。
 ［ENT.］キーを押すごとに、点滅は次の順番に変わります（２点計仕様のみ）。
   Ｌ１ → Ｌ２
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
5.［ENT.］キーを押し、次のラインも同様に設定する。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TP → TN に表示を切り替えます。

 

7. TP と同様に、濃度上限値を設定する。
8. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 濃度上限設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
9.［CANCEL］キーを押す。

以上で濃度上限設定は完了しました。
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4.5 負荷量上限値設定（TN、 TP、 COD）
設定の目的：   負荷量演算機能を使用した時の上限値を設定します。
設定のタイミング：  ※負荷量演算機能を使用時に限る。
入力範囲：  0.00 ～ 99999999（初期値： 0.00 ）
単位：   kg、 g
動作：    設定終了後、即時有効となります。

注　意

0.00 に設定した場合、負荷量上限警報は出力されません。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで [▲ ] キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は [▼ ] キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、設定したいラインを点滅させる。
 ［ENT.］キーを押すごとに、点滅は次の順番に変わります（２点計仕様のみ）。
   L1 → L2
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
5.［ENT.］キーを押し、次のラインも同様に設定する。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TP → TN に表示を切り替える。

 

7. TP と同様に、負荷量上限値を設定する。
8. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 負荷量上限設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
9.［CANCEL］キーを押す。

以上で負荷量上限設定は完了しました。
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4.6 補正式の設定（TN、 TP、 COD）
設定の目的： 手分析値とズレが大きい場合、事前に測定して計算で求めた値を入力しま
  す（通常は使用しません）。
設定のタイミング： 随時設定ができます。
入力範囲：  (TN)
   -500 ≦ a ≦ 500 （初期値： 0.000 ）
   0.00 ≦ b ≦ 9.99 （初期値： 1.00 ）
   (TP)
   -150 ≦ a ≦ 150 （初期値： 0.000 ）
   0.00 ≦ b ≦ 9.99 （初期値： 1.00 ）
   (COD)
   -999 ≦ a ≦ 999 （初期値： 0.000 ）
   0.00 ≦ b ≦ 9999 （初期値： 1.00 ）
動作：    設定終了後、即時有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して補正式の値を設定する。
5.［ENT.］キーを押し、点滅している次の値以降も、同様に設定する。
 （２点計仕様の場合）

 

6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TP → TN → COD に表示を切り替える。
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7. TP と同様に、L1 と L2 の補正式の値を設定する（2 点計仕様のみ）。
8. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 補正式の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
9.［CANCEL］キーを押す。

以上で補正式設定は完了しました。

4.7 測定スケジュール設定
設定の目的：   １日の時間（0 時～ 23 時）ごとに、定時運転が必要な場合、使用  
   条件に合わせて設定します。この機能は、測定スケジュールの設定 
   が “ON” の時に有効となります。測定スケジュールの設定が “OFF”
   の場合は、運転周期の設定により、周期運転または連続運転をします。
設定のタイミング：  毎正時運転選択時の初期設定時、スケジュール変更時
入力範囲：   OFF もしくは ON（初期値： OFF ）
動作：    メインメニューに戻った時から有効となります。
   スケジュールラインが “1” に設定されている場合はライン 1 の測  
   定を、“2” に設定されている場合はライン２の測定を、（NO_
   SELECT）に設定されている場合は測定は行いません。
   測定は、時間ごとに測定開始時刻に従って動作します。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで [▲ ] キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は [▼ ] キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して表示を設定する。
  ON：  4.8 スケジュールライン設定へ
  OFF： 4.9 運転周期設定へ（1 時間ごと正時）
5. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 測定スケジュールの設定が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で測定スケジュールの設定は完了しました。
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4.8 スケジュールライン設定
設定の目的：   1 日の時間（0 時～ 23 時）ごとに、定時運転を行なう場合、時間ご 
   との測定ラインを設定します。
設定のタイミング：  運用開始時
入力範囲：   L1 、L2 、“＿”（NO_SELECT）（初期値： L1 ）
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。
設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押し、時間ごとの設定する。
  0 － 7 ジ：  午前 0 時から 7 時
  8 － 15 ジ：  午前 8 時から午後 3 時（15 時）
  16 － 23 ジ：  午後 4 時（16 時）から午後 11 時（23 時）
   1：  1 ライン
   2：  2 ライン
   －：  測定しない
＊設定例（1 時間ごとに、1 ライン／ 2 ライン／測定しない  を繰り返す場合）

 

5. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 スケジュールラインの設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は [▲ ] キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上でスケジュールライン設定は完了しました。
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4.9 運転周期設定
設定の目的：   連続測定が必要ない場合、使用条件に合わせてユーザが運転周期を 
   設定します。
設定のタイミング： 運用開始時、運転周期変更時随時
入力範囲：   0、1、2、3、4、6、8、12、24（初期値： 0 ）
単位：    時
動作：    メインメニューに戻った時から有効となります。
   運転周期が３時間と設定されている場合、３時間ごとに測定がス  
   タートされます。
   運転周期には、機器内廃液の時間は含まれません。運転周期が、設 
   定（0以外）されている場合は、4.10 測定開始時刻設定に従って動 
   作します。
   0 設定の場合、「MEAS.」を押したときに即時測定をスタートし、1  
   の場合（1 以上の場合）は測定開始時刻設定に従い、待機しています。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで [▲ ] キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は [▼ ] キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して表示を設定する。
 なお、0h は 1h ごとの連続測定となります。
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 運転周期の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で運転周期設定は完了しました。

注　意

・運転周期を変更した場合、日報は設定以降の時報データの集計になります。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

4-12  ＜ 4.  各種設定＞

4.10 測定開始時刻設定
設定の目的：   毎正時運転選択時に、測定を開始する時刻（分）を設定します。
設定のタイミング：  毎正時運転選択時の初期設定時、スケジュール変更時
入力範囲：   00 ～ 59（初期値： 00 ）
単位：    分
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して表示を設定する。
 設定範囲は 0 ～ 59 です。
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 測定開始時刻の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は [▲ ] キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で測定開始時刻設定は完了しました。
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4.11 校正回数の設定（ゼロ、スパン）
設定の目的：   校正にはゼロ校正とスパン校正があります。校正にも測定と等しい 
   時間を要するため、校正の回数をユーザが個別に設定することがで 
   きます。
設定のタイミング：  運用開始時、運用中随時
入力範囲：   1 ～ 10 （初期値： 3 ）
単位：    回
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。
   ゼロ校正、スパン校正共に３回ずつ設定されている場合、ゼロ校正 
   を３回連続して行い、その後スパン校正を３回連続して行います  
   （初期設定値の場合）。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで [▲ ] キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は [▼ ] キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、ZERO の数値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を [▲ ] キーと [▼ ] キーを押して設定する。
 初期設定は 3 回ですが、安定であれば 1 回でも校正可能です。
5.［ENT.］キーを押し、SPAN に切り替え、同様に設定する。
6. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 校正回数の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は [▲ ] キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
7.［CANCEL］キーを押す。

以上で校正回数の設定（ゼロ、スパン）は完了しました。
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4.12 校正周期の設定（周期、時刻、初回校正日）
設定の目的：   自動校正の割込み周期を、使用条件に合わせてユーザが設定します。
設定のタイミング：  運用開始時、運用中随時
入力範囲：   周期：   0 ～ 31 （初期値： 1 ）
   時刻：   0 ～ 23 （初期値： 23 ）
   初回校正日：  0 ～周期（初期値： 0 ）
単位：    周期：   日
   時刻：   時
   初回校正日：  日後
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。
*初回校正日は、今日から 31日後、自動校正周期 6日ごとに、23時から校正する設定例

 

3.［ENT.］キーを押し、周期の数値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
   ｼｭｳｷ  0：  校正を入れない
    6： 自動校正をする周期（6 日ごとの例）
5.［ENT.］キーを押し、時刻に切り替え、同様に設定する。
   ｼﾞｺｸ  23：  自動校正が入る時刻（午後 11 時の例）
6.［ENT.］キーを押し、初回校正日に切り替え、同様に設定する。
  ｼｮｶｲｺｳｾｲﾋﾞ  31：  この設定後、最初に自動校正が入る日（設定した日  
     から 31 日後の例）
7. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 校正周期の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
8.［CANCEL］キーを押す。

以上で校正周期の設定（周期、時刻、初回校正日）は完了しました。

注　意

一度測定を止めたり電源を切ったりすると、初回校正日は次の測定を開始したときから
になります。
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4.13 スパン液濃度設定（TN、TP）
設定の目的：   スパン液の調製濃度を設定します。
設定のタイミング：  スパン液の調製濃度が最大測定濃度と異なる場合
入力範囲：   L1 最大測定濃度 x 50% ～ 110%
単位：    (TN) ：  mg/L
   (TP) ： mg/L
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、数値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
5.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TP → TN に表示を切り替えます。

 

6. TP と同様に、スパン液濃度を設定する。
7. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 スパン液濃度の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
8.［CANCEL］キーを押す。

以上でスパン液濃度設定（TN、TP ) は完了しました。
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4.14 成分選択設定
設定の目的：   窒素もしくはりんの単成分計として設定できます。
設定のタイミング：  単成分計として運用する場合
入力範囲：   TP、TN、TN／ TP （初期値： TP ／ TN ）
動作：    次回シーケンスから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して成分を設定する。
  TP ／ TN → TP → TN
5. 設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 成分選択の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で成分選択設定は完了しました。

注　意

単成分に設定した場合の測定シーケンスは、サンプル計量、純水計量は動作します。
試薬の供給のみ、動作しません。
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4.15 自動表示切替設定
設定の目的：   測定値表示の窒素とりんの測定値の表示方法を設定します。
設定のタイミング：  表示方法を変更する時
入力範囲：   あり、なし（初期値： なし）
動作：    設定終了後、即時有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を [▲ ] キーと [▼ ] キーを押して成分を設定する。
  OFF：  固定表示（[TN/TP SWITCH] キーで切替え）
  ON：  自動表示切替
   表示が［tn］( 全窒素 )と［tp］（全りん）が交互に切り替わります
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 自動表示切替の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で自動表示切替設定は完了しました。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

4-18  ＜ 4.  各種設定＞

4.16 マイナスデータ設定
設定の目的：   濃度測定値が負の値となった場合、そのデータを全て 0 とするか、  
   そのまま印字するかを設定します（通常は使用しません）。
設定のタイミング：  ゼロ点付近の指示値の詳細を知りたい時
入力範囲：   なし、 あり（初期値： なし）
動作：    設定終了後、即時有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して成分を設定する。
  OFF：  マイナス表示をしない
  ON：  マイナス表示をする
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 マイナスデータの設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上でマイナスデータ設定は完了しました。
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4.17 印字方向・自動印字の設定
設定の目的：   プリンタ印字の有無およびプリンタ印字をした時の文字の方向を設 
   定します。
設定のタイミング：  初期運転開始時、印字方向を変更する時
入力範囲：   自動印字 有 、 無 （初期値：有）
   印字方向 正立、 倒立（初期値： 正立）
動作：    設定終了後、即時有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、ジドウインジの表示を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
  アリ：  自動印字します（初期設定）
  ナシ：  自動印字しません（印字する時には［PRINT］キーを押します）
5.［ENT.］キーを押し、印字方向も同様に設定する。
  セイ：  文字が逆向け（用紙を切断した時に、時間の経過に一致）
  ギャク：前面パネルからプリンタ用紙が出てきた時に文字が上下正常
6. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 印字方向・自動印字の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
7.［CANCEL］キーを押す。

以上で印字方向・自動印字の設定は完了しました。
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4.18 時計修正の設定
設定の目的  内部時計の時刻を修正する方法を設定します。
設定のタイミング：  初期運転開始時、時計の指示がずれている時
動作 ：   設定終了後、即時有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、アリまたはナシの表示を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
  ナシ：  前面パネルから時計修正をする場合（初期設定）
  アリ：  外部信号を受けた時に時計をリセットします
5. アリ を設定した場合は、［ENT.］キーを押し、修正時間も設定する。

 

6. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
 外部信号を受けた時にリセットする時刻をここでは設定します。
7. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 時計修正の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
8.［CANCEL］キーを押す。

以上で時計修正の設定は完了しました。

注　意

設定値± 20分以内に外部信号が入らないと、時計修正ができません。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

4-21  ＜ 4.  各種設定＞

4.19 同期信号の設定
設定の目的：   測定中のあるタイミングに同期信号接点を出す際に使用します。
設定のタイミング：  外部制御等で同期信号必要時のみ
入力範囲：   0 - 3600 （初期値： 0-3600 ）
単位：    秒
動作：    次回シーケンスから有効

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、数値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を [▲ ] キーと [▼ ] キーを押して設定する。
 秒単位で設定でき 1000-3600 の場合 1000 秒で接点がON になり 3600 秒でOFF になり  
 ます。
5. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 同期信号の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で同期信号の設定は完了しました。
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4.20 制御方法の設定
設定の目的：   装置の制御方法を設定します。
設定のタイミング：  外部制御運転時の初期設定時
入力範囲：   LOCAL 、REMOTE（初期値： LOCAL ）
動作：    メインメニューに戻ったときから有効となります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、LOCAL または REMOTE の表示を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
  LOCAL： メンテナンスモードで測定スタートを押した場合、内部ス  
    ケジューラ制御で動作します。
    校正スタートで校正処理終了後、スケジューラに従い測定  
    します。
  REMOTE：  外部入力モードを使う場合
    メンテナンスモードで測定スタートまたは校正スタートを  
    押した場合、外部信号受付可能状態になります。
5.［ENT.］キーを押し、REMOTE の場合、次の項目も同様に設定する。
  PULSE：  測定スタート信号が High で即時スタートし、測定終了後、  
    信号待ち状態になります。
  LEVEL：  測定スタート信号により即時スタートし、信号が High の  
    間、内部スケジューラ制御で動作します。ただし、測定中  
    に信号が Lowに変化した場合は、実行中の測定終了後に、
    待機状態になります。
6. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 制御方法の設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
7.［CANCEL］キーを押す。

以上で制御方法の設定は完了しました。
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4.21 流量フルスケール設定
設定の目的：   負荷量演算機能を使用する場合に、流量計のフルスケールを設定し 
   ます。
オプション：   ２点計仕様の場合は、測定ライン別に設定します。

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる
4. L1 の点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して任意の流量フルスケール値にする。
5.［ENT.］キーを押して L1 の値を設定する。
 L2 の流量フルスケール値が点滅します。
6. 同様に L2 も［▲］キーと［▼］キーで任意の流量フルスケール値にする。
7.［ENT.］キーを押して L2 の値を設定する。
8.［CANCEL］キーを押す。

以上で流量フルスケールの設定は完了しました。
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4.22 負荷量フルスケール設定
設定の目的：   負荷量演算機能を使用する場合に、負荷量のフルスケールを設定し 
   ます。
オプション：   ２点計仕様の場合は、測定ライン別に設定します。

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、L1 の数値を点滅させる。
 ［ENT.］キーを押すごとに、点滅は次の順番に変わります。
  Ｌ１ → Ｌ２
4.［▲］キーと［▼］キーを押して点滅部分の値を設定する。
5.［ENT.］キーを押し、L2 も同様に設定する。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TP → TN に表示を切り替える。

 

7. TP と同様に、負荷量フルスケール値を設定する。
8. すべての値の設定が完了したら、[ENT.] キーを押す。
 負荷量フルスケールの設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
9.［CANCEL］キーを押す。

以上で負荷量フルスケールの設定は完了しました。
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4.23 負荷量演算機能有無設定
設定の目的：   負荷量演算機能を有効にする場合に設定します。
設定のタイミング：  負荷量演算機能を有効にする時

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
  OFF：  負荷量演算機能なし
  ON：  負荷量演算機能あり
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
6.［CANCEL］キーを押す。
7. 装置電源をOFF/ON 操作をします。
 いったん、OFF にしないと設定が有効になりません。

以上で負荷量演算機能有無の設定は完了しました。

注　意

負荷量演算機能なしのUV 接続 COD 値は、60 分の平均値となります。
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4.24 サンプルライン洗浄の有無設定
設定の目的：   サンプル吸引配管の純水洗浄機能の有無を設定します。
設定のタイミング：  オフラインサンプル測定時などの場合にサンプルライン洗浄を無
   効にする場合。

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

 
 

                    

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して設定する。
 アリ： サンプルライン純水洗浄動作機能あり
 ナシ： サンプルライン純水洗浄動作機能なし
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上でサンプルライン洗浄の有無の設定は完了しました。

注　意

サンプルライン洗浄ありの設定では、毎回測定動作時にサンプル計量配管の純水洗浄が 2
回動作します。採取サンプルをポリ容器などのサンプル瓶でオフラインサンプル測定す
る場合は、サンプル瓶に純水が逆流しますので、サンプルの濃度低下を生じます。オフ
ラインサンプル測定の場合は、必ずこの機能を「なし」へ設定して運用ください。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

4-27  ＜ 4.  各種設定＞

4.25 濃度フルスケール設定（COD）
設定の目的：   COD 濃度のフルスケールを設定します。
設定のタイミング：  初期運用開始時
入力範囲：   0.00 ～ 9999 （初期値： COD； 1.0）
動作：    メインメニューに戻ったときから有効になります。

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［TP/TN SWITCH］キーを押して、(COD) の濃度フルスケールの確認をする。
4.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
5. L1 の点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して任意の濃度フルスケール値にする。
6.［ENT.］キーを押して L1の値を設定する。
7.［CANCEL］キーを押す。

以上で濃度フルスケールの設定は完了しました。

注　意

・単位は次のとおり設定ください。
 COD計の場合：  mg/L
 UV 計の場合：   abs または mg/L
・ TP、TNの濃度フルスケール設定はできません。
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4.26 負荷量単位設定
設定の目的：   負荷量の単位を kg または g に設定します。
設定のタイミング：  負荷量の単位を変更したい時
入力範囲：   kg、g（初期値： kg ）
動作：    メインメニューに戻ったときから有効になります。

設定方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、値を点滅させる。
4. 点滅部分の値を［▲］キーと［▼］キーを押して単位を設定する。
  kg :  負荷量単位が kg となる
  g :  負荷量単位が g となる
5. 設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
6.［CANCEL］キーを押す。

以上で負荷量単位設定は完了しました。
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4.27 出力フルスケール設定
設定の目的：   アナログ濃度出力のフルスケールを設定します。
設定のタイミング：  初期運用開始時
入力範囲：   0.1 ～ 9999 （初期値： 最大測定フルスケール値）
単位：    mg/L
動作：    メインメニューに戻ったときから有効になります。
   （２点計仕様の場合は、測定ライン別に設定します。）

設定方法
1.［PROGRAM］キーを押す。
2. 下記のメッセージが表示されるまで［▲］キーを何回か押す。
 押しすぎた場合は［▼］キーを押して表示を戻してください。

 

3.［ENT.］キーを押し、L1の数値を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押して点滅部分の値を設定する。
5.［ENT.］キーを押し、設定する。
6.［TP/TN SWITCH］キーを押し、TP→ TN→ COD に表示を切り替える。

 

7. TP と同様に、出力フルスケール値を設定する。
8. すべての値の設定が完了したら、［ENT.］キーを押す。
 出力フルスケールの設定値が点灯になります。
 他の設定をする場合は［▲］キーを押すと次の設定画面に切り替わります。
9.［CANCEL］キーを押す。

以上で出力フルスケールの設定は完了しました。
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4.28 設定終了後の確認
すべての設定が完了したら、設定状態の確認をします。

確認方法：
1.［PROGRAM］キーを押す。
2.［PRINT］キーを押す。
3. プリンタ用紙に印字された設定条件の内容を確認します。
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5. 運転方法
本装置は無人自動運転を想定し、装置の自動校正機能あるいは外部からの校正割込み機
能で稼動します。校正にはゼロ校正とスパン校正があり、あらかじめそれぞれの校正回
数を設定します。校正終了後は自動的に測定状態となります。
測定は、自動運転あるいは外部からのスタート信号で動作し、自動エラー処理により連
続測定が可能となっています。

警　告

装置内部を取り扱う場合には、あらかじめ電源を切ってから行うこと。
装置内部には高電圧部があり、感電することがあります。

[運転の流れ]

 
 

 

ON/OFF  
 

 
 

 

 
 

 

 

 

[PROGRAM
 

 

STOP

1. [STOP] キー、[CANCEL] キーを数回押して、メッセージ表示部に「メンテナンスハイエキ」を表示
2. [ENT.] キーを押し、メンテナンスモード廃液
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5.1 暖機運転
初めて運転するときや長期間運転を停止していたときなど、測定に先立ち装置の暖機を
行ってください。（装置の電源ON）連続運転の場合は不要です。（暖機運転中は「カネツ
テイオンイジョウ」と表示されますが、暖機が終わると自動的にアラームが解除されま
す。）

5.2 校正から開始する測定
校正が適切な値でなければ、得られる測定値も正しくありません。まず校正を実行して、
あわせて装置の動作をチェックしてください。また、初めて運転するときや試薬を交換
したとき、純水の水質に大きな変化があったときは、必ず校正をしてください。

操作方法
1. フロントパネルの [CAL.] キーを押す。
ゼロ校正、スパン校正の順に設定回数分の校正をした後、自動的に試料測定に移ります。

’ ’ ’

注　意

測定中に［CAL.］キーを押すと、測定終了後に「4.11 校正回数の設定」で設定してある
回数分の校正を実施した後、測定に入ります。
上記のCAL操作を予約実行すると、この校正動作は解除できません。解除するためには
運転を停止して再度測定動作に入る必要があります。
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5.3 廃液動作
運転即時停止時および任意に運転中、手動中断させた場合などにフロー内に残った液の
排出および洗浄をします。
本操作は MAINT. モードで行います。操作キーによる状態遷移を以下に示します。

操作方法
1.［STOP］キーまたは［CANCEL］キーを数回押す。
2. メッセージ表示部に「メンテナンス ハイエキ」（メインメニュー）と表示させる。

 

 
 

（注）測定中は [CANCEL] キーはききません。[STOP] キーを押してください。

3.［ENT.］キーを押す。
 表示が点滅し、廃液動作を行います。全ての廃液動作が終了すると、表示が常時点灯  
 となり、自動的に装置は停止します。

注　意

この廃液動作は、計器異常がある場合にも動作します。異常後では、希釈管やセルなど
があふれるおそれがあります。したがって廃液動作中は、廃液が正常に行われているか
を目視によって確認してください。異常があれば [STOP] キーを押し、廃液動作を停止し
てください。
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5.4 動作停止
この装置は無人自動運転を想定しているため、装置に重大なアラームが発生しない限り
測定動作を中断しません。強制的に運転を停止させたいときは、[STOP] キーを押します。

操作方法
1.［STOP］キーを押す。

注　意

・測定がシーケンスの途中で中断された場合（電源断による場合も含む）、機器内にはサ
 ンプルが残っています。そのため自動的にメンテナンスモードで廃液処理を行ない、そ 
 の後、測定モードまたは校正モードにうつります。
・ 停止した時に負荷量オプションがONの場合、自動的に流量を取り込み負荷量演算をし  
 ます。この時の TP、TN濃度は、前回の濃度値を用います。

5.5 緊急停止
装置に重大な異常が発生した場合は、本体裏面の主電源スイッチを OFF にして、装置を
停止してください。
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6. データ呼び出し、プリンタ印字
メモリデータとしては、測定履歴（負荷量も含む）・アラーム履歴・校正履歴があります。
各メモリデータの呼び出しには、メッセージ画面による表示とプリンタによる印字の 2 
種類があります。

注　意

メンテナンスモード実行中は、メモリデータの呼び出しおよびプリンタ印字ができませ
ん。メンテナンスモードが実行されていないとき、および測定中・校正中・待機中に実
行してください。

・ メモリ件数は次のとおりです。
時報（日報）： 約 2ヵ月分
アラーム：   144 件分
校正履歴 ：   10 件

6.1 測定履歴表示
測定データの表示には次の 2 種類があります。
時報データ：  毎測定時のデータ表示
日報データ：  1 日の測定結果を表示

6.1.1 時報データ表示および印字
毎測定時のデータ（負荷量演算機能ON の場合には流量および負荷量も含む）を表示し、
選択された日に関して印字することができます。

時報データの表示
1.［DATA CHECK］キーを押す。
 メッセージ表示部において「メモリ ヨビダシ ソクテイリレキ」が表示されます。
2.［ENT.］キーを押す。
3.［▲］キーと［▼］キーを押し、メッセージ表示部に「データヒョウジ ジホウデータ」  
 と表示させる。
4.［ENT.］キーを押し、メモリされているデータのうち最も古いデータが表示されます。
5.［▲］キーと［▼］キーを押して、必要なデータを表示させる。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TN／ TP／ COD の表示を切り替える。
 同様に表示させます。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

6-2  ＜ 6.  データ呼び出し、プリンタ印字＞

 
 

 

 

1 :  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

1 :  
 

 

時報データの印字
1. 時報データの表示で時報データを表示させた後、[PRINT] キーを押す。
 メッセージ表示部に「データインジハンイ」と表示されます。
2. 時報印字を行いたい開始日と終了日を年→月→日の順で［▲］キーと［▼］キーで入  
 力する。
 ［ENT.］キーを押して確定すると、印字されます。
 （この場合、TN／ TP はまとめて印字されます。）

 

印字範囲設定画面 

データ インジ ハンイ 
START ２００２／０２／１２ 
END   ２００２／０２／１３ 

6.1.2 日報データ表示および印字
1 日の平均データ（負荷量演算機能ON の場合には流量および負荷量も含む）を表示し、
選択された日に関して印字することができます。

日報データの表示
1.［DATA CHECK］キーを押す。
 メッセージ表示部において「メモリ ヨビダシ ソクテイリレキ」が表示されます。
2.［ENT.］キーを押す。
3.［▲］キーと［▼］キーを押して、メッセージ表示部に「データヒョウジ ニッポウ  
 データ」を表示させる。
4.［ENT.］キーを押し、メモリされているデータのうち最も古いデータが表示させる。
5.［▲］キーと［▼］キーを押して、必要なデータを表示させます。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TN／ TP／ COD の表示を切り替える。
 同様に印字させます。
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  測定履歴例（負荷量演算機能ありの場合） 

２００２／1／２２ ＴＰ１ 
Ｆ：１００．０  ｍ３／ｈ  
Ｃ：５．９５３  ｍｇ／Ｌ 
Ｌ：０．５９５  ｋｇ／ｈ 

←測定日・測定ライン  
←流量  
←濃度 
←負荷量 

 

 測定履歴例（負荷量演算機能なしの場合） 

２００２／1／２２ ＴＰ１ 
Min： ４．２２５ ｍｇ／Ｌ  
Max： ６．５５９ ｍｇ／Ｌ 
Ave： ５．９５３ ｍｇ／Ｌ 

←測定日・測定ライン  
←最小値  
←最大値 
←平均値 

日報データの印字
1. 日報データの表示で日報データを表示させた後、［PRINT］キーを押す。
 メッセージ表示部に「データインジハンイ」と表示されます。
2. 時報印字を行いたい開始日と終了日を年→月→日の順で点滅する部分に［▲］キーと  
 ［▼］キーで入力する。
3.［ENT.］キーを押して最後まで確定し、印字する。
 （この場合、TN／ TP／ COD はまとめて印字されます。）

 

 印字範囲設定画面 

データ インジ ハンイ 
START ２００２／０２／１２ 
END   ２００２／０２／１３ 

6.2 アラーム履歴表示
装置で発生した警報を表示し、印字することができます。

アラーム履歴の表示
1.［DATA CHECK］キーを押す。
 メッセージ表示部において「メモリ ヨビダシ ソクテイリレキ」が表示されます。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して、メッセージ表示部に「アラームリレキ」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押し、メモリされているデータのうち最も古いデータが表示されます。
4.［▲］キーと［▼］キーを押し、必要なデータを表示させます。

 

アラーム履歴表示例 

アラーム リレキ  
２００２／２／１８ １５:１５ 
ＴＰ セルケイリョウイジョウ 

ＯＮ 

  
←アラーム発生日時  
←アラーム内容 
←ＯＮは発生・ＯＦＦは解除 

アラーム履歴の印字
アラーム履歴の表示でアラーム履歴を表示させた後、[PRINT] キーを押す。
メモリされているアラーム履歴を順に印字します。
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6.3 校正履歴表示
過去の校正データを表示し、印字することができます。

校正履歴データの表示
1.［DATA CHECK］キーを押す。
 メッセージ表示部において「メモリ ヨビダシ ソクテイリレキ」が表示されます。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して、メッセージ表示部に「コウセイ リレキ」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押すと、メモリされているデータのうち最も古いデータが表示されます。
4. 吸光度表示から［▲］キーを 1 回押すと校正パラメータが表示されます。
5.［▲］キーと［▼］キーを押し、必要なデータを表示させす。
6.［TN/TP SWITCH］キーを押し、TN／ TP の表示を切り替える。
 同様に表示させます。

 

校正履歴データ表示例 

コウセイ リレキ  ＴＰ 
２００２／２／１８ １５:１５ 
ＺＥＲＯ：０．００１５Ａｂｓ．
ＳＰＡＮ：０．２５６１Ａｂｓ． 

  
←校正日時  
←ゼロ校正 
←スパン校正 

(TP) ａ＝ １．５６７ 
   ｂ＝ ０．２５６ 
 
 

  
←校正パラメータ  
 
 

校正履歴データの印字
校正履歴データの表示で校正履歴を表示させた後、[PRINT] キーを押す。
メモリされている校正履歴データを順に印字します。
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6.4 瞬時データ表示
毎測定時のデータ（負荷量演算機能 ON の場合には、流量および負荷量も含む）を表示し
ます。

瞬時データの表示
1.［DATA CHECK］キーを押す。
 メッセージ表示部において「メモリ ヨビダシ ソクテイリレキ」が表示されます。
2.［▲］キーと［▼］キーを押す。
 メッセージ表示部に「データヨビダシ シュンジデータ」と表示されます。
3.［ENT.］キーを押す。
 １分ごとの瞬時データが表示されます。
4.［TP/TN SWITCH］キーを押す。
 TN／ TP／ COD の表示に切り替えます。

 

 

 

  瞬時データ例 

1／２２ ２１:５７ COD１ 

Ｆ：１００．０  ｍ３／min  

Ｃ：５．９５３  ｍｇ／Ｌ 

Ｌ：０．５９５  ｋｇ／min 

←測定日時・測定ライン  

←流量  

←濃度 

←負荷量 

注　意

・瞬時データは 1分ごとのめやすデータです。
・TP、TNは瞬時データ表示しません。

6.5 プリンタ印字

6.5.1 毎測定印字について
測定が正常に行われている時は 7 セグメント LCD の更新と同期して出力されます。すな
わち TP 演算終了時に 2 成分の出力が行われます。ただし、アラームなどの理由で測定動
作が中断される場合は、その中断されるタイミングで出力されます。

6.5.2 日報印字について
日報の集計は、0 時現在測定が行われていない場合は 0 時に集計、出力されます。0 時現
在測定が行われている場合は、そのデータも日報に含める必要があるため、その測定の
毎測定印字終了後続けて出力されます。
0 時現在に校正が行われている場合は、校正処理（ゼロ校正＋スパン校正）終了後出力さ
れます。また、集計される測定値は無効データ以外のデータで、すなわち有効データと
フルスケールオーバー値も集計に含まれます。
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6.5.3 パワーON 印字について
電源断から復帰した時、装置仕様、電源断時刻、復帰起動時刻が以下のフォーマットで
出力されます。

 
****  YOKOGAWA NP600   ****  

   Power OFF  Stop   12/20 10:08  

   Power ON   Start  12/24 13:56  

 

6.5.4  校正結果印字について
校正終了後に、以下のフォーマットで校正結果が出力されます。

  

 

 

 

 

 

 

 

 

←ゼロおよびスパン吸光度から計算されるパラメータであ
　り、指示値はサンプル測定時の吸光度をもとにこの校正
　パラメータを用いて求めています。

6.5.5  校正履歴印字について
校正履歴印字の要求があった時、以下のフォーマットで出力されます。
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6.5.6 リアルタイム印字（時報）について
自動プリントをする設定になっている時は、測定演算（TP）が終了すると２成分の測定
値が以下のフォーマットで印字されます。
負荷量演算機能の「あり」もしくは「なし」で、印字フォーマットは異なります。

注　意

・ 測定値の左横に付くマークの意味は次のとおりです。
 ＊： データ無効
 Λ： 前回値ホールド濃度
 ＃： フルスケールオーバー（濃度上限値を設定しているときのみ印字）

 負荷量演算機能有フォーマット

 

*****    ｼﾞﾎｳ  2003/02/09    *****  

               ﾘｭｳﾘｮｳ     ｽｲｼﾂ     ﾌｶﾘｮｳ 

(00)       (m3/h)    (mg/L)    (k g/h)  

00:TP- Z              0.001  

   TN- Z             0.020  

   TP- 1*    500.0^  10.00^     5.00  

   TN- 1*    500.0^  50.00^    25.00  

   COD1*   500.0   10.00       5.00    

01:TP- S              0.160  

   TN- S              0.165  

   TP- 1*    500.0^  10.00^      5.00  

   TN- 1*    500.0^  50.00^    25.00  

   COD1*   500.0   10.00       5.00  

02:TP- 1     500.0   10.00       5.00  

   TN- 1     500.0   50.00      25.00  

   COD1    500.0   10.00       5.00  

 

 ←時報印字のヘッダー 

 

←(xx)測定開始時間 

←校正値（吸光度） 

←校正値（吸光度） 

←測定値は前回のホールド値 

←測定値は前回のホールド値 

 

←校正値（吸光度） 

←校正値（吸光度） 

←測定値は前回のホールド値 

←測定値は前回のホールド値 

 

 負荷量演算機能なしフォーマット

 

*****    ｼﾞﾎｳ  2003/02/09    *****  

 TIME L    COD      TP       TN  

 

 0:00 1     10.00     10.00     50.00  

 1:00 Z     10.00     0.002     0.020  

 2:00 S     10.00     0.160     0.165  

 

 

 ←時報印字のヘッダー 

 

 

←日付が変わった場合出力される 
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6.5.7 リアルタイム印字（日報）について
自動プリントをする設定になっているときは、日報は日報集計終了時に以下のフォーマッ
トで印字します。
ただし、自動プリントの設定がされていなくてもカレンダー変更時には、それまでのデー
タを集計して日報が印字されます。
負荷量演算機能の「あり」もしくは「なし」で、印字フォーマットは異なります。

 負荷量演算機能有フォーマット

 

*****   ﾆｯﾎﾟｳ 2003/02/09   *****  

          ﾘｭｳﾘｮｳ   ｽｲｼﾂ     ﾌｶﾘｮｳ 

          (m3/d)   (mg/L)   (kg/d)  

 TP- 1   12000.00  10.00   120.00  

 TN- 1   12000.00  50.00   600.00  

 COD1  12000.00  10.00   120.00  

 TP (mg/L) 

    L     Min.     Max.     Ave.  

    1     10.00    10.00    10.00  

 TN (mg/L) 

    1     50.00    50.00    50.00  

 COD (mg/L) 

    1     10.00    10.00    10.00  

  

 

 ←日報印字のヘッダー 

 

 

←成分+測定ラインナンバー 

 

 

 

 

 負荷量演算機能なしフォーマット

 

*****   ﾆｯﾎﾟｳ 2001/02/09   *****  

 TP (mg/L) 

    L     Min.    Max.    Ave.  

    1     10.00   10.00   10.00  

 TN (mg/L) 

    1     50.00   50.00   50.00  

 COD(mg/L) 

    1     10.00   10.00   10.00  

 

 

 ←日報印字のヘッダー 

 

 

←成分+測定ラインナンバー 
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6.5.8 メモリデータ印字（時報/日報）について
メモリデータ印字の要求があった場合は、メモリしているすべての校正および測定デー
タを以下のフォーマットで印字します。
負荷量演算機能の「あり」もしくは「なし」で、印字フォーマットは異なります。

　時報 負荷量演算機能付きフォーマット

 

*** ｼﾞﾎｳ ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ  2003/02/09 ***  

            ﾘｭｳﾘｮｳ    ｽｲｼﾂ      ﾌｶﾘｮｳ 

(00)        (m3/d)    (mg/L)    (kg/d)  

2003/02/08 

00:TP- Z             0.001  

   TN- Z             0.020  

   TP- 1*    500.0^  10.00^      5.00  

   TN- 1*    500.0^  50.00^     25.00  

   COD1*   500.0   1 0.00        5.00    

01:TP- S              0.160  

   TN- S              0.165  

   TP- 1*    500.0^  10.00^      5.00  

   TN- 1*    500.0^  50.00^    25.00  

   COD1*   500.0    10.00      5.00  

02:TP- 1     500.0    10.00      5.00  

   TN-1     500.0    50.00     25.00  

   COD1    500.0    10.00      5.00  

 

 

 

←メモリデータのヘッダー（出力要求時刻） 

 

 

←メモリデータの時刻 

 

 

 

　時報 負荷量演算機能なしフォーマット

 

*** ｼﾞﾎｳ ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ  2003/02/09 ***  

 TIME L    COD     TP      TN  

2003/02/09 

 0:00 1     10.00    10.00    50.00  

 1:00 Z     10.00    0.002    0.020  

 2:00 S     10.00    0.160    0.165  

 

 

 

 

←メモリデータのヘッダー（出力要求時刻） 

 

←メモリデータの時刻 

   

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

6-10  ＜ 6.  データ呼び出し、プリンタ印字＞

　日報 負荷量演算機能付きフォーマット

 

*** ﾆｯﾎﾟｳ ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ 2003/02/09 ***  

           ﾘｭｳﾘｮｳ    ｽｲｼﾂ     ﾌｶﾘｮｳ 

           (m3/d)    (mg/L)   (kg/d)  

2003/02/09 

 TP- 1    12000.00   10.00   120.00  

 TN- 1    12000.00   50.00   600.00  

 COD1   12000.00   10.00   120.00  

 TP (mg/L) 

    L     Min.      Max.      Ave. 

    1     10.00     10.00     10.00 

 TN (mg/L) 

    1     50.00     50.00     50.00 

 COD (mg/L) 

    1     10.00     10.00     10.00 

 

 

←メモリデータのヘッダー（出力要求時刻） 

 

 

←メモリデータの時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　日報 負荷量演算機能なしフォーマット

 

*** ﾆｯﾎﾟｳ ﾒﾓﾘｰﾃﾞｰﾀ 2003/02/09 ***  

2003/02/09 

 TP (mg/L) 

    L     Min.    Max.    Ave.  

    1     10.00   10.00   10.00  

 TN (mg/L) 

    1     50.00   50.00   50.00

 COD(mg/L) 

    1     10.00   10.00   10.00

 

 

←メモリデータのヘッダー（出力要求時刻） 

←メモリデータの時刻 

  

 

 

 

 

 

6.5.9 アラーム情報の印字について
アラーム発生・解除ごとに以下のフォーマットで印字します

  

ERROR 12:23   ｾﾞﾛｺｳｾｲｴﾗｰ    ON 

 

 

←アラームデータのヘッダー 
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6.5.10  アラーム履歴の印字について
アラーム履歴を以下のフォーマットで印字します。

 

******* ***  ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ  **********  

2001/02/09 

10:00  ｾﾞﾛ ｺｳｾｲｴﾗｰ       ON 

11:00 ｽﾊﾟﾝ ｺｳｾｲｴﾗｰ       ON 

2001/02/10 

10:00  ｾﾞﾛ ｺｳｾｲｴﾗｰ      OFF 

11:00  ｽﾊﾟﾝ ｺｳｾｲｴﾗｰ      OFF 

 

 

←アラームデータのヘッダー 

←アラーム発生日付 

 

 

←日付が変わった場合出力される 

6.6 外部入出力
本装置は、本体裏面に接点入出力およびアナログ入出力用の端子台があります。負荷量
演算に必要な流量計や、リモート信号の入力や各種警報・測定値・負荷量・運転状態な
どを出力します。「付録 5  外部入出力・信号規格」を参照してください。

6.6.1 出力形態
（１）測定値および負荷量アナログ出力
本装置では、測定値および負荷量を外部に出力する際、アナログ電流出力で出力してい
ます。
測定値および負荷量アナログ出力の端子台での割り当ては、下図のようになっています。

 
１点計のアナログ出力端子番号 

 
２点計のアナログ出力端子番号 

＊ 3 は「付録 5  外部入出力・信号規格」を参照ください。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

6-12  ＜ 6.  データ呼び出し、プリンタ印字＞

負荷量演算が TN、TP、COD の 3 成分の場合、測定値および負荷量アナログ出力の端子台
での割り当ては下図のようになっています。

 
TN、TP、COD３成分の場合のアナログ端子番号 

アナログ電流出力の規格は以下のようになっています。

 

*電流信号出力または電圧出力 

   DC4～20mA または DC0～1V 

*絶縁型出力（（－））側共通） 

*負荷抵抗 最大 500  
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（２）ホールド出力
ホールド出力とは、外部へ出力するアナログ信号（濃度信号・負荷量信号）は、次の測
定結果が得られるまで出力し続ける方式です。

注　意

・ アナログ出力の切り替えタイミングは、測定開始から下記時間経過後となります。

成分 瞬時COD濃度 時間濃度信号 負荷量信号 時間流量 

COD １分ごと ５９分００秒  
５９分００秒 

 
５９分００秒 TP、TN － ５７分３５秒 

下図に 1 点計でのホールド出力例を示します。

 

下図に２点計でのホールド出力例を示します。
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（３）接点出力
本装置は、以下に示す内容の接点出力を内蔵しています。接点は a 接点（NO）です。
 測定中ライン（※ 1）、純水タンク不足 ,校正中、試薬不足、待機中、濃度（上限）警報、
保守中、スパン液不足、同期信号、負荷量（上限）警報、計器異常、廃液タンク満水、
試料水断（※ 1）、電源断

注　意

・ （※ 1）測定中ライン 2、および試料水断（ライン 2）はオプションです。
・ 濃度（上限）警報出力、および負荷量（上限）警報出力は、測定値および負荷量アナロ 
 グ出力と同時に出力され、次測定開始時まで保持されます。

接点は a 接点（N.O.）です。
内容 出力タイミング 備考 

測定中ライン 測定開始から５９分まで  

校正中 校正開始から５９分まで  

待機中 測定待機中 停止中は出力しない 

保守中 保守中スイッチON時  

同期信号 同期信号設定時  

計器異常 計器異常発生時  

試料水断 試料水断時 TP/TN計のみ

純水タンク不足 純水タンク不足時 TP/TN計のみ 

試薬不足 試薬不足時 TP/TN計のみ 

濃度（上限）警報 濃度上限発生時から解除時まで  

スパン液不足 スパン液不足時  

負荷量（上限）警報 負荷量上限発生時から解除時まで ０時から２３時の積算 

廃水タンク満水 廃水タンク満水時  

電源断 電源断時  

COD測定開始 測定開始から１秒間  

注　意

濃度（上限）警報出力および負荷量（上限）警報出力は、測定値および負荷量アナログ
出力と同時に出力され、次測定開始時まで保持されます。
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接点出力の端子台での割り当ては、下図のようになっています。

 

 
1点計の接点出力端子番号 

 

 

２点計の接点出力端子番号 

＊１は「付録 5  外部入出力・信号規格」を参照ください。
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負荷量演算が TN、TP、COD の 3 成分の場合、接点出力の端子台での割り当ては下図のよ
うになっています。

 

TN、TP、COD３成分の場合の接点出力端子番号 
＊１は「付録 5  外部入出力・信号規格」を参照ください。

（４）接点容量
接点出力の接点容量の最大定格は以下のとおりです。

 

注　意

・最大定格以上の負荷を絶対にかけないでください。
・負荷を開閉する場合はスパークキラーサージアブソーバ（AC・DC）ダイオード（DC）  
 などを負荷に対して並列に接続してノイズの発生を防止してください。
・a接点出力… 通常OFF状態、警報時ON状態
 ただし、仕様によってはb接点の場合があります。
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6.6.2 入力形態
本装置には、装置本体で自動運転の周期制御を行う Local モードと、外部からの信号を入
力することで自動測定を行う Remote モードがあります。Remote モードでは、測定や校
正の開始などを外部から行うことができます。
測定開始信号は、パルス信号入力・レベル信号入力を選択できます。それ以外の信号は
パルス信号のみ受け付けます。

（１）外部スタート信号の種類
測定開始
外部より測定を開始する接点入力です。パルス信号入力の場合には 1 回測定すると終了
します。なお、警報発生時には機能しません。

校正開始
外部より校正を開始する接点入力です。校正は設定された回数を繰返し終了します（例 
ゼロ校正 3 回・スパン校正 3 回）。なお、一連の校正中に入る接点入力は無視します。

測定ライン
測定ラインを選択する接点入力です。

（２）外部スタート信号の入力方法
測定・校正の開始はスタート信号で行います。測定開始信号はパルス入力と連続入力の 2 
つの信号形態のうちどちらかを選択できます。
・ライン選択信号は１点計であっても入力が必要です。
・ライン１の運転／休止設定は無効になります。
・レベル・パルスとも ON（接点短絡）で有効と判断します。

パルス信号入力
・ パルス信号入力の場合、測定開始は測定終了の直前 60 秒間に受け付けが可能となり
ます。

・ 接点 ON 時間は 0.1 ～ 1 秒に設定されています。
・ 上記の時間に信号が入力されなければ、測定待機状態になります。
・ 校正スケジュール設定は有効になります。ただし、校正スケジュール周期の開始時間
内に測定開始パルスを入れる必要があります。

・ 測定スケジュール、測定周期設定は無効になります。

レベル信号入力
・測定中に校正開始信号を入力して、割り込み校正をすることができます。
・測定待機状態であれば校正スケジュールが有効になり、校正が自動で動作します。
・レベルは開始時にON（接点短絡）で有効と判断します。
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■外部制御使用時の動作

レベル
( 測定開始）

測定開始 校正開始 ライン選択１ ライン選択 2
（2点計のみ）

測定
停止

測定大気
（スタンバイ、タイキ）

測定中 校正中

外部信号入力 装置状態

－

ON
－
－
－
ON
ON
ON
－
－
－
ON
－
ON
ON
ON

－

－
ON
－
－
ON
－
－
ON
ON
－
－
ON
ON
ON
ON

－

－
－
ON
－
－
ON
－
ON
－
ON
ON
ON
ON
－
ON

－

－
－
－
ON
－
－
ON
－
ON
ON
ON
ON
－
ON
ON

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
校正
－
－
校正
測定 L1
測定 L2
校正
校正
－

測定 L1<>測定 L2
校正

校正または測定 L1
校正または測定 L2

校正または測定 L1＜＞測定 L2

－

－
校正予約
－
－

校正予約
－
－

校正予約
校正予約
－
－

校正予約
校正予約
校正予約
校正予約

－

－
校正予約
－
－

校正予約
－
－

校正予約
校正予約
－
－

校正予約
校正予約
校正予約
校正予約

パルス
( 測定開始）

－

ON
－
－
－
ON
ON
ON
－
－
－
ON
－
ON
ON
ON

レベル・パルス

－

－
ON
－
－
ON
－
－
ON
ON
－
－
ON
ON
ON
ON

パルスのみ

－

－
－
ON
－
－
ON
－
ON
－
ON
ON
ON
ON
－
ON

レベルのみ

－

－
－
－
ON
－
－
ON
－
ON
ON
ON
ON
－
ON
ON

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
校正
－
－
校正
測定 L1
測定 L2
校正
校正
－

測定 L1<>測定 L2
校正

校正または測定 L1
校正または測定 L2

校正、または測定 L1 または測定 L2

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

( 注 : “<>” は交互運転を表す）

接点入力の端子台での割り当ては下図のようになっています。

 

 

1  

2 5  

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

6-19  ＜ 6.  データ呼び出し、プリンタ印字＞

 
２点計の接点入力端子番号 

＊ 2 は「付属 5 外部入出力・信号規格」を参照ください。

負荷量演算が TN、TP、COD 3 成分の場合、接点入力の端子台での割り当ては下図のよう
になっています。

 
TN、TP、COD３成分の場合の接点入力端子番号 

＊ 2 は「付属 5 外部入出力・信号規格」を参照ください。
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（３）接点入力仕様
接点は無電圧の接点信号を入力してください（オープンコレクタ可）。

注　意

・ パルス入力の場合の接点ON時間は 0.1 ～ 1秒としてください。

（４）スタート信号の設定
1. 「4.20 制御方法の設定」を参照して Remote または Local を選択する。
2. Remote の場合には、Pulse または Level を選択する。

（５）スタート信号の受付
1. 「4.20 制御方法の設定」を参照して Remote に設定する。
2.［MEAS.］キーを押す。
 測定待機状態になります。
3. 外部スタート信号を入力する。
 入力された外部信号の動作が開始されます。

注　意

1 点計でもライン選択１を入力しないと、測定を開始しません。
2点計（オプション）の場合にはライン選択 1、あるいは 2を入力することで測定ライン
を選択することができます。

（６）フロートスイッチ入力
外部に設けられたオーバーフロー槽のフロートスイッチが、連続 10 秒間以上ON になっ
た場合、” 試料水断” の警報を出力します。また、純水補給タンク（純水連続供給仕様の
場合には純水タンク）の場合も同様にフロートスイッチが連続 10 秒間以上ON になった
場合、” 純水タンク不足” の警報を出力します。
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（７）廃液タンクフロートスイッチ入力
外部に設けられた廃液タンクのフロートスイッチが、連続 10 秒間以上ON になった場合、
” 廃液タンク満水” の警報を出力します。

（８）UV 計、流量計の接続
本装置では UV 計の負荷量演算が搭載されています。この負荷量演算を行うには、UV 計、
流量計からのアナログ電流（4-20 mA）およびUV 計、流量計からの状態信号（保守中・故障・
電源断・排水なし）を入力する必要があります。

注　意

本装置での流量計のアナログ電流入力はDC 4-20 mAです。流量計のアナログ電流出力が
DC 4-20 mAであることを確認してください。

1. 装置裏面の入出力端子台の所定位置に、アナログ電流および状態信号を接続します。
2.「4.21 流量フルスケール設定」を参照して、流量計のフルスケールを入力する。
3.「4.22 負荷量フルスケール設定」を参照して、負荷量のフルスケールを入力する。
4.「4.23 負荷量演算機能有無設定」を参照して、負荷量演算機能ありにする。
5.「4.25 濃度フルスケール設定（COD）」を参照して、COD 濃度フルスケールを入力する。
6.「4.26 負荷量単位設定」を参照して、負荷量単位を設定する。
7.「4.27 出力フルスケール設定」を参照して、アナログ出力のフルスケールを入力する。
8.「4.6 補正式の設定」を参照して、COD 換算式を入力する。
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（９）アナログ入力仕様

     

*DC４～２０mA電流信号 

*絶縁型入力回路  

アナログ入力の端子台での割り当ては、下図のようになっています。

 

 

 
 

1点 計 のアナログ入力 端子番号

2点 計のアナログ入力 端子番号

 
 

TN、TP、COD３成分の場合のアナログ入力端子番号 

＊ 4 は「付属 5  外部入出力・信号規格」を参照ください。
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7. 保守・点検
装置を精度良くご使用いただくためには、定期的な保守・点検が必要です。

7.1 定期保守表
以下に示す表は一般的な定期点検項目です。環境条件・装置状態・試料水の種類などに
より、点検周期・対応が異なる場合もあります。実情に合わせて改善願います。

点検項目 １週間 ２週間 １ヵ月 １年 点検内容 

オーバフロー槽点検・清掃 ○    ブラシ、水道水等で清掃 [参照 ] 7.7項 

導電率センサ洗浄 

（海水補正機能ありの場合） 

○    中性洗剤等で洗浄 

[参照] 7.9導電率センサの保守方法 

サンプルラインフィルタ点検・清掃 

 

○    ブラシ、水道水などで清掃、必要時交換 

[参照] 7.8項 

水漏れ等の点検 ○    配管・継手から液漏れがないか確認 

記録用紙残量の点検・交換 ○    用紙残量の確認（不足時は交換） 

 ○    計量時以外は常時点灯していること 

測定値記録確認  ○   測定値の確認および印字状態の確認 

アラーム記録の確認  ○   アラームが発生していないか確認 

供給純水の水質（導電率）点検  ○   （連続供給仕様の場合） 

純水タンク補充 ○    （タンク補給仕様の場合） 

[参照] 3.3.純水の補給 

希釈計量管の点検・清掃   ○  ブラシ、水道水などで清掃、必要時交換 

試薬・スパン校正液交換  ○*1 ○  [参照] 3.2試薬の充填 

残液の回収  ○*1 ○  試薬交換時に回収 

試薬量の設定  ○*1 ○  [参照] 10.3 試薬交換設定 

液漏れ・テフロン配管の汚れ・気泡確認  ○   配管内の汚れ・亀裂等確認 

ゼロ校正・スパン校正  ○ ○  ゼロ・スパン共に１回以上校正すること 

廃液回収   ○  [参照] 7.5.1.廃液処理 

UVランプの交換    ○*2

反応セルの交換    ○*2 

エアポンプダイヤフラムの交換    ○*2  

オゾン分解用触媒の交換    ○*2  

チューブ交換    ○*2  

ミストキャッチャ    ○*2  

      
*1 試薬の寿命については周囲温度により変動します。周囲温度が常時35℃を超える場合には２週間に1回交換、 

   それ以下の場合には１ヵ月に1回 交換してください。  
*2 当社営業担当、またはサービス担当へご相談ください。  

計量器フォトセンサの LEDランプ点灯確認

7.2 その他の点検
1 年目の部品交換などにつきましては、「8 章」および「付録 1」を参考にしてください。
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7.3  長期間ご使用にならない場合
本装置を長期間（1 週間以上）ご使用にならない場合には、以下の操作を行ってください。

操作方法
1. 管配に残っている試薬を「メンテナンスモード 10.2 個別計量・排出動作」の試薬排出  
 により試薬タンクに排出する。
2. 試薬タンクに純水を入れ、「メンテナンスモード 10.2 個別計量・排出動作」により各試 
 薬注入動作を行い、純水に置換する。

注　意

この動作で注入された試薬は、各セルに注入されます。そのため回数が多くなるとセル
から試薬があふれることになり、故障の原因となります。セル注入量の合計の最大が、1.5 
mL をめやすに、「メンテナンスモード セルハイエキ」の操作により廃液してください。

F 

3. 純水に置換後、「メンテナンスモード 10.1 機器内廃液・洗浄」の操作を行う。

本装置を長期停止した後、再起動する場合には以下の操作を行ってください。

操作方法
1. 配管に残っている純水を、「メンテナンスモード 10.2 個別計量・排出動作」により試薬 
 タンクに排出する。
2. 試薬タンクに残っている純水を捨てて、新たに調製した試薬を入れる。
3. 純水ラインや純水タンクをパージする。

注　意

・ 純水ラインのパージ方法は下記のとおりです。
1.［CANCEL］キーまたは［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス 
ハイエキ」と表示させる。

2.［▲］キーと［▼］キーを押して、「ケイリョウキチョウセイ」と表示させる。
3.［入力］キーを押して、「サンプルケイリョウ（1）」を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、「ブランクスイ ハイシュツ (1)」を点滅させる。
5.［ENT.］キーを押すと、「ケイリョウキチョウセイ」が点滅し、配管中の試薬を試薬タ
ンクに排出します。排出動作が完了すると点滅が停止します。点滅が停止するまで
待ちます（約５秒）。

6. 全ての操作が終わった時点で [CANCEL] キーを押して完了します。
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4.「メンテナンスモード 10.2 個別計量・排出動作」により、各試薬注入動作を行い試薬  
 に置換する。

注　意

この動作で注入された試薬は、各セルに注入されます。そのため、回数が多くなるとセ
ルから試薬があふれることになり、故障の原因となります。セル注入量の合計の最大が1.5 
mL をめやすに、「メンテナンスモード セルハイエキ」の操作により廃液してください。

5. 試薬に置換後、「メンテナンスモード 10.1 機器内廃液・洗浄」の操作を行う。
6. 暖機運転から開始する。
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7.4 復帰

7.4.1 電源断後の復帰
本装置は、電源の供給が停止し、装置が停止した場合でも電源供給停止前の条件を全て
記憶しています。したがって、電源復帰後も同じ条件で測定することができます。
また、電源復帰後、自動的に装置内の廃液洗浄を行なってから自動測定を開始します。
自動測定に復帰した場合、ライン 1 から測定を再開します。電源供給が停止した時点が
待機中の場合は待機時間を省略し、次の測定に復帰します。
測定の再開は測定動作の最初から始まります。

電源供給が停止し、その後供給が復帰した場合には以下の順序で測定を再開します。
 1. 電源の復帰 → 2. 廃液洗浄 → 3. 自動測定

注　意

・電源停止後の復帰では、各種データは記憶されたままですが、警報は解除されます。

本装置は、操作部内蔵のリチウム電池にてメモリバックアップをしています。
バックアップ時間は、通常で装置納入後および電池交換後約 1 年です。バックアップ切
れ時には、RAM 異常のアラームが発生し、内部メモリが消去されます。

注　意

・ ＲＡＭ異常で消去されるメモリは、データメモリ内容と時計（時刻）です。

7.4.2 試料水断後の復帰
オーバーフロー槽に供給される試料水の供給量が規定値以下の場合や、完全に供給が停
止した場合などには、“試料水断” の警報が出力され、試料水断となったラインは運転休
止となります。
警報による測定停止後、試料水の供給が再開した時点で、自動測定を再開します。
自動測定を再開する際、測定ラインは自動測定が停止した時点で測定をしていたライン
に戻り、測定動作の最初から再開します。また、停止時の測定が校正の場合にも、同様
に停止以前の動作を最初からやり直します。

7.4.3 自動復帰後の設定
自動測定を再開する場合の各種設定等は、すべて測定停止以前のものと同じです。あら
ためて設定し直す必要はありません。
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7.5 廃液および廃棄物の取扱

7.5.1 廃液処理

警　告

試薬を処理する時には、廃液が直接触れないように保護衣・保護手袋・保護眼鏡を着用
して作業を行なってください。
試薬が皮膚に触れたり目に入った場合には、すぐに大量の水で洗い医師の診察を受けて
ください。また、誤って飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受けてください。

本装置で使用する試薬は 1 ヵ月に一 度、全量交換補充します。
試薬交換の際、試薬ボトルに残っている試薬は全て廃棄、一度タンクを空にしてください。
本装置に用いる試薬には酸およびアルカリ、重金属が含まれるものがあります。そのため、
これらの試薬について廃棄の際には廃棄物の各法規制の対象となります。
廃液処理は関連法規に従い、各事業所の基準に基づいて行ってください

本装置において 1 回の測定で廃液が約 20 mL 排出されます。廃液タンクの液量を調べ、
3/4 以上になれば廃棄してください。

注　意

・廃液には酸・アルカリおよび重金属であるモリブデン（約 70 mg/L）・アンチモン（約  
 1 mg/L）が含まれます。そのため廃棄物の各法規制の対象となります。
 廃液処理は、関連法規に従い、各事業所の基準に基づいて行ってください。
・廃液タンクの取りはずしは、装置が停止していることを確認してから行ってください。

1. 廃液タンクに入っているチューブをはずす。
2. 適切な処置を施し廃液を廃棄する。
（注）お客様で廃棄不可の場合、当社営業、またはサービスへご相談ください。

廃液処理の一例
廃液処理は、関連法規に従い、各事業所の基準に基づいて行ってください。
廃液には、酸（硫酸）・アルカリ（水酸化ナトリウム）および重金属（アンチモン・モリブデン）
が含まれています。

以下に処理方法の一例を示します。
水酸化物共沈法
1. 廃液に塩化鉄 (III) または硫酸鉄 (III) を加え、よく混ぜる。
2. 水酸化カルシウムを石灰乳にして加え、pH を 9～ 11 にする。
3. 放置後、沈澱物をろ別する。
 ろ液は重金属類を含まないことを確認後、中和して排出します。
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注　意

・ 共沈剤としては硫酸アルミニウム (III)・塩化亜鉛 (II) なども使用可能です。
・ 中和剤としてはソーダ灰スラリーを用いることもできます。

硫化物共沈法
1. 廃液に水酸化ナトリウム水溶液を加え、pH を 9.0 ～ 9.5 に調節する。
2. 硫化ナトリウムまたは硫化水素ナトリウムを加え、よくかき混ぜる。
3. 塩化鉄 (III) 水溶液を加え、pH が 8 以上であることを確かめて一晩放置する。
4. 沈澱物をろ別し、ろ液に重金属類を含まないことを確認し、硫黄イオンの有無を確認  
 し、存在すれば過酸化水素水で酸化する。
5. 中和後、排出する。
いずれの方法においても、中和後の液が着色の場合は大量の水と共に排出してください。

7.5.2 試薬の廃棄処理
警　告

劇物を含む試薬（B・C・E・F 液）を処理するときには、試薬が直接触れないように保護手袋・
保護眼鏡を着用して作業を行なってください。
劇物を含む試薬が皮膚に触れたり目に入った場合には、すぐ大量の水で洗い、医師の診
察を受けてください。また、誤って飲み込んだ場合には、ただちに医師の診断を受けて
ください。

注　意

・本装置に用いる試薬には、酸・アルカリおよび重金属であるモリブデン・アンチモンが 
 含まれるものがあります。
・試薬交換により廃液となる試薬は関連法規に従い、「付録  試薬」に関する取扱注意事項  
 を参照のうえ、各事業所の基準に基づいて廃棄処理を行ってください。

試薬ごとの処理方法の一例
A 液（ペルオキソ二硫酸カリウム）
  チオ硫酸ナトリウムで還元後、大量の水と共に排出してください。
B 液（水酸化ナトリウム）
  中和後、排出してください。
C 液（硫酸）
  中和後、排出してください。
D 液（L(+)- アスコルビン酸）
  そのまま排出可能です。
E 液（混合試薬）
  「7.5.1 廃液処理」の廃液処理の一例に示した方法により処理してください。
F 液（塩酸）
  中和後、排出してください。
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7.5.3 部品の廃棄
交換された部品をお客様にて廃棄される場合は、関連法規に従い、各事業所の基準に基
づいて廃棄処理をしてください。

交換部品の廃棄方法の一例
エアポンプダイヤフラム
 金属部分とゴム部分に分け、分別して廃棄してください。
反応管セル
 一般のガラス類として廃棄してください。
リチウム電池
 電池類として廃棄ください。
UV ランプ
 微量の水銀が含まれますので、分別して産業廃棄物として廃棄処理してください。

　その他、交換により発生した部品につきましても、産業廃棄物として廃棄処理してく
　ださい。
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7.6 プリンタ用紙の交換方法
プリンタ部の取り出し
1. フロントパネルのロックつまみを「open」側にまわし、プリンタ部のパネルを開ける。
2. プリンタ部を手前に引き出す。
＊プリンタ用紙のセットが完了したら、逆の手順で閉じます。

①

②

③

④

記録紙

図 4 プリンタ用紙のセット

セット方法：
1. 記録紙を、プリンタの紙挿入口へ当たるまで差し込む。
2. 操作部の［PAPER FEED］キーを、記録紙が②から出てくるまでくり返し押す。
3. 記録紙を、巻取シャフトに巻取オサエで挟んで固定する。
4. 巻取りシャフトを、ロールダイにバネで上から押さえてセットする。
5. レバーを手前に倒す。
（注） 紙詰まりのときは、プリンタレバーを上げて抜き取ってください。
 プリンタレバーを上げたままの状態では、印刷エラーになりますので上げたあとは下げるように
 してください。
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7.7 オーバーフロー槽の点検と清掃
オーバーフロー槽は汚れの状態に応じて定期的に点検と清掃を行なってください。

日常点検
・水槽内のオーバーフロー水位が常に一定レベルを保っていること（オーバーフロー管に 
 水が流れ込んでいること）。
・試料水の S S 分が多い場合、槽内部へ堆積する前に定期的に掃除を行なってください。

掃除手順
1. ナイラッチ（２個）を引き上げて蓋をはずす。
 接続配管の折れ曲がりに注意する。
2. 採水口の先端フクロナットをはずして内部のフィルタを洗浄する。
3. 液面センサ部に付着した汚れを洗い、フロートの上下を確認する。
4. 試料入口を閉じて、ドレン出口バルブを開けて、水を抜きながら槽内の汚れを取り除く。
 別途水道水で洗い流す事をおすすめします。
5. 清掃後は蓋を取り付けて、試料水レベルを一定に保つように調整する。

 

 

　
 

ナイラッチ

採水口

液面センサ

排水口

ドレン出口
バルブ

試料入口バルブ

手分析用試料
採取コック

試料入口バルブ
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7.8 サンプル計量ラインの洗浄
サンプル計量ラインは、汚れの状態により定期的な洗浄が必要となる場合があります。

例）希塩酸による洗浄方法
・必要なもの
 希塩酸（5％程度）約 20 mL
・洗浄手順
1）自動測定を［STOP］キーにて停止します。
2）NP600 本体外付けのオーバーフロー槽より試料水入口チューブを引き抜き、用意した  
 希塩酸（5％程度）が入ったビーカーにつけます。
3）本体排水口からオーバーフロー槽に排水しているチューブを引き抜き、ビーカーで受  
 けるようにします。
4）メッセージ表示部は以下の表示になっていることを確認します。

 

メンテナンス 

ハイエキ 

5）［▲］キーと［▼］キーを押して「ケイリョウキ チョウセイ」を表示させます。

 

メンテナンス 

ケイリョウキ チョウセイ 

サンプルケイリョウ （１） 

6）［ENT.］キーを押して、「サンプルケイリョウ（1）」を点滅させます。
7）［▲］キーと［▼］キーを押して「サンプルケイリョウチョウセイ（1）」を表示させます。
8）[ENT.] キーを押すと、ビーカーより希塩酸を吸上げ、サンプル計量を行った後、希釈  
 計量管に注入されます。
9）再度 [ENT.] キーを押して繰り返します。
10）２回実施で希釈計量管が満水となります。
11）［▲］キーと［▼］キーを押して「キシャクカン ハイスイ」を表示させます。
12）[ENT.] キーを押すと、排水用ビーカーに排水されます。
13）再度 7）より 11）までを繰り返し、合計５～６回程度洗浄します。
14）完了後、［CANCEL］キーを押して元に戻ります。
15）排水が貯まったビーカーは廃液タンクに廃棄します。
 あまった希塩酸も同様に廃液タンクに廃棄してください。
16）2）、3）にて 外したチューブを元に戻します。
 チューブはなるべく奥まで差し込んでください。
 ・試料水チューブ：フィルタの近くまで差し込みます。
 ・廃水チューブ：ポリ塩化ビニルチューブの先端まで差し込みます。
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7.9 導電率センサの保守方法（海水補正機能あり
の場合）

海水補正が正しく行われるには、 導電率を長期に安定して測定する必要があります。この
導電率を安定に測定にするためには、 センサの表面がきれいな状態になっていることが条
件です。
センサ表面に多量のスケールや付着物ができると測定誤差が大きくなる場合があります。
1 週間に一度をめたすに定期的にセンサの洗浄を行うことをおすすめします。
測定液にゴミなどが混入している場合は、 保守頻度を多くしてください。

センサの洗浄
1. 測定を停止し、 測定液の流通を停止します。
 この時、 測定液があふれ出ないか確認ください。
2. センサが取り付いている蓋を取り外します。
3. センサの内極の汚れを確認してください。
 汚れの程度に応じて、表 10センサの洗浄方法を選択してください。保護ガードはねじ  
 で本体側にねじ込まれています。保護ガードを反時計方向に回すことで取り外し可能
 です。
4. 洗浄後は、元どおりに取り付けてください。

注　意

1. センサが取り付いている蓋には、配管およびフロートスイッチのリード部分が付いてい  
 ます。外す時には、 配管を折らないように慎重に外してください。
2. 保護ガードの内側、 内極の汚れも確認ください。
3. 保護ガードを変形させますとセル定数が変化しますので、変形しないように取扱いに  
 注意ください。
4. 洗浄後、 保護ガードを忘れずに本体側に、きっちりとねじ込んでください。ねじ部がゆ 
 るんでいると、 測定不良になる可能性があります。

■保護ガードを外したところ

 
 
 
 

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

7-12  ＜ 7.  保守・点検＞

表 10 センサの洗浄方法

センサの状態 洗浄剤 洗浄方法 

汚れが少ない場合 

アルコール 

ガーゼなどにアルコールをしみこませセンサの

内側の汚れを拭き取ってください。 

（シンナーやベンジンの有機溶剤は絶対に使用

しないでください。） 

中性洗剤 
中性洗剤を含ませたスポンジにて洗い、水道水

で十分すすいでください。 

汚れがひどい場合 

クレンザ 

クレンザを柔らかいスポンジに付けて、軽くセ

ンサ表面を磨き、その後、水道水で十分すすい

でください。 

しゅう酸 
5～10分間浸した後、水道水で十分洗浄してくだ

さい。 
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8. 消耗品の交換

8.1 補用品
品　名 部品番号 数　量 仕　様

プリンタ記録紙 K9430HC 1箱 幅 58 mm、25 m、5巻入り
試薬タンク、A液 K9626SA 1 1 L
試薬タンク、B液 K9626SB 1 250 mL
試薬タンク、C液 K9626SC 1 250 mL
試薬タンク、D液 K9626SD 1 250 mL
試薬タンク、E液 K9626SE 1 250 mL
試薬タンク、F液 K9626SJ 1 250 mL
校正液タンク K9626SF 1 250 mL
廃液タンク K9626SG 1 20 L
純水タンタク K9626SH 1 20 L

（注） 上記タンク類はスペアの空タンクです。蓋はすべて穴なしの平蓋です。

「オーバーホール部品」、「1 年間試薬リスト」については付録 1 を参照してください。
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9. 故障対策
本装置には、自己診断による各種警報が搭載されています。装置に異常が発生した場合
には、操作部の FAIL 表示 LED、メッセージ表示部および外部接点出力に警報を出力します。

9.1 警報内容
以下の表に示す各種警報が一つでも発生すると、 FAIL 表示 LED が点灯します。
また、[DATA CHECK] キーを押すとメッセージ表示部に警報内容が表示されます。
FAIL 表示 LEDの詳細は、「6.2 アラーム履歴表示」を参照ください。

注　意

保守モードでは、警報呼び出しはできません。測定モードおよび校正中・待機中にて実
行してください。

   表11 警報の種類とその内容
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接点出力 

M 

A 

I 

N 

T 

S 

A 

M 

P 

L 

E 

B 

L 

A 

N 

K 

H   

I   A 

G  L 

H  A 

   R 

   M 

S 

Y 

S 

T 

E 

M 

電源投入時の警報  EEPROM異常     ○ ○ 計器異常 

 RAM異常      ○ ○ 計器異常 

測定を停止する警報 前回の濃度値ホ

ールド 

加熱高温異常     ○ ○ 計器異常 

測定は停止するがエ

ラーが解除されると自

動復帰する警報  

警報時： ０ｍA 

復帰時：前回の濃

度値ホールド 

電源断      ○ 

 

電源断 

警報が発生しても測

定が継続する警報 

正常時同様、測

定値を更新 

サンプル計量異常     ○ ○ 計器異常 

試薬計量異常     ○ ○ 計器異常 

ブランク水計量異常     ○ ○ 計器異常 

セル計量異常     ○ ○ 計器異常 

フロー異常     ○ ○ 計器異常 

光源異常     ○ ○ 計器異常 

スパン液不足      ○ スパン液不足 

試薬不足      ○ 試薬不足 

加熱低温異常      ○ ＊２ 

校正エラー      ○ ＊３ 

濃度上限    ○  ○ 濃度警報 

負荷量上限      ○ 負荷量警報 

保守中 ○     ○ 保守中 

測定、校正開始時に

警報が発生している

場合、測定、校正は

停止。警報解除後、

自動復帰 

前回の濃度値ホ

ールド 

 

 

試料水断  ○    ○ 試料水断 

ブランク水断   ○   ○ 純水タンク不足 

廃液満水      ○ 廃液タンク満水 

＊１：復帰時に停止時刻、開始時刻を印字します。 
＊２：加熱低温異常は、電源投入時に装置内の紫外線酸化分解器の温度が低いためにプリント印字をします。 
      計器の異常ではないため、非警報となります（濃度指示は低く出力）。  
＊３：校正エラーは、校正液の濃度不良のため、プリント印字をします。 

      計器の異常ではないため、非警報となります（校正値は前回値を保持）。 

＊1  
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9.2 アラーム処理
アラームには、次の 3 つのパターンに分類されます。
・即時停止アラーム
・通知のみ
・電源断復帰処理
対応方法に記述した内容を施しても、機能が復帰しない場合は当社へ連絡ください。

9.2.1 即時停止アラーム
測定中に発生した場合、測定を即時中断し、メンテナンスモードに戻ります。
要因：  自動復帰する可能性のない加熱高温異常、EEROM異常、RAM異常の重大なアラー
 ムが発生した場合
復帰：  リモートモードでは強制測定スタートによる動作開始
 ローカルモードでは [MEANS.] または [CAL.] キーによる動作開始
 この状態からの復帰はアラームを解除してから行うことを前提としています。
 要因が解除されない状態で再スタートしてもすぐにアラームを検知し同じ状態に  
 なります。

9.2.2 通知のみアラーム（警告）
測定中に発生した場合測定は続行します。しかし、アラームの種類によって測定値は無
効な場合があります。

9.2.3 電源断復帰処理について
ローカルモードで測定中（待機中を含む）に電源断になった場合は、復帰後に洗浄を行い、
運転周期が 0（連続）の時は測定開始に、0 でない時は測定待機状態に復帰します。
リモートモードでシーケンス動作中に電源断になった場合は、機器内廃液後待機状態に、
待機中に電源断になった場合は、即時待機状態に復帰します。
設定モードで電源断になった場合は、動作中（測定・校正中）は動作中モードに、停止
中はメンテナンスモードに復帰します。
プリンタには電源断時刻と復帰時刻（Power ON 印字）を印字します。

ローカルモード、リモートモード連続信号
測定中（待機中を含む）に電源断になった場合、装置内に液が残っている時（シーケン
ス動作中の電源断）は洗浄を行った後、運転周期 0（連続）の場合は即時測定スタート、
0 でない場合は待機状態に復帰します。
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9.3 トラブルシューティング

9.3.1 アラーム発生時の故障対策
以下にアラーム発生時の対策方法について説明します。
対応方法に記述した内容を施しても、機能が復帰しない場合は当社へ連絡ください

 メッセージ表示部 原因 対策 

EEPROM異常  EEPROMが壊れている 電源をOFF／ONして再起

動する 

バックアップ＆

RAM異常 

RAM ｲｼﾞｮｳ ON ＲＡＭが壊れている 電源をOFF／ONして再起

動する 

  バックアップ用電池が切れて

いる 

リチウム電池の交換 

加熱高温異常 ﾋｰﾀｰ  ｲｼﾞｮｳ 温度計がはずれている 当社サービスへ連絡 

 

ＲＡＭが壊れている 電源をOFF／ONして再起

動する 

Line1 ｻﾝﾌﾟﾙ  ﾀﾞﾝ 試料水が不足している オーバーフロー槽に試料水

を導入する 

Line2 ｻﾝﾌﾟﾙ  ﾀﾞﾝ 試料水が不足している オーバーフロー槽に試料水

を導入する 

ブランク水 

（希釈水）断 

ﾌﾞﾗﾝｸｽｲ  ﾀﾞﾝ 純水が不足している 純水タンクに純水を入れる 

ｻﾝﾌﾟﾙ  ｹｲﾘｮｳ  ｲｼﾞｮｳ 試料水が不足している オーバーフロー槽に試料水

を導入する 

  試料吸引ラインの詰まり 詰まり箇所を無くす 

試料が吸引されない 当社サービスへ連絡 

P ｼﾔｸ A ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

P ｼﾔｸ C ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

P ｼﾔｸ D ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

P ｼﾔｸ E ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

N ｼﾔｸ A ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

N ｼﾔｸ B ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

N ｼﾔｸ F ｹｲﾘｮｳ  ｴﾗｰ  

試薬が不足している メッセージに表示された試

薬を交換補充  

 

試薬が吸引されない 当社サービスへ連絡 

ﾌﾞﾗﾝｸｹｲﾘｮｳ  ｲｼﾞｮｳ 純水が不足している 純水タンクに純水を入れる 

 
純水が吸引されない 当社サービスへ連絡 

セル計量異常 ｾﾙ  ｹｲﾘｮｳ  ｲｼﾞｮｳ 希釈管に試料が不足している 試料水および純水の注入

量を確認する 

 

Line1サンプル断

Line2サンプル断

サンプル計量異常

試料計量異常
( 各試薬名別に
メッセージを表示）

ブランク水計量異常

アラーム

試料が吸引されない 当社サービスへ連絡
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 メッセージ表示部 原因 対策 

フロー異常 

 

ﾌﾛｰ  ｲｼﾞｮｳ 継手・接続部からの液漏れ 増し締めなどで液漏れを

くす 

 

 

ラインの詰まり 

 

詰まり箇所をなくす 

 

 

 

試料などが吸引されない・圧送

されない 

当社サービスへ連絡 

 

TＰ L1 ﾉｳﾄ  ゙ ｲｼﾞｮｳ 測定値が濃度上限値を超える 故障ではありません 

 TN L1 ﾉｳﾄ  ゙ ｲｼﾞｮｳ 測定値が濃度上限値を超える 故障ではありません 

COD Line1  

濃度上限 

COD L1 ﾉｳﾄ  ゙ ｲｼﾞｮｳ 測定値が濃度上限値を超える 故障ではありません 

TP L2 ﾉｳﾄ  ゙ ｲｼﾞｮｳ 測定値が濃度上限値を超える 故障ではありません 

TN L2 ﾉｳﾄ  ゙ ｲｼﾞｮｳ 測定値が濃度上限値を超える 故障ではありません 

TP L1 ﾌｶﾘｮｳ  HIGH 故障ではありません 

TN L1 ﾌｶﾘｮｳ  HIGH 故障ではありません 

COD Line1  

負荷量上限 

COD L1 ﾌｶﾘｮｳ HIGH 故障ではありません 

TP L2 ﾌｶﾘｮｳ  HIGH 故障ではありません 

TN L2 ﾌｶﾘｮｳ  HIGH 故障ではありません 

TP 光源異常 TP ｺｳｹﾞﾝ ｲｼﾞｮｳ 

 

光量低下 

検出部の故障 

当社サービスへ連絡 

TN光源異常 TN ｺｳｹﾞﾝ  ｲｼﾞｮｳ 光量低下 

検出部の故障 

当社サービスへ連絡 

加熱低温異常 ｶﾈﾂ  ﾃｲｵﾝ  ｲｼﾞｮｳ ヒータのコネクタがはずれている 

ヒータが断線している 

温度計がはずれている  

当社サービスへ連絡 

RAMのメモリに異常がある 電源をOFF/ONする 

スパン液不足 ｽﾊﾟﾝｴｷ  ﾌｿｸ  スパン液が不足している スパン液交換 

TP Line 1 濃度上限

TN Line 1 濃度上限

TP Line 2 濃度上限

TN Line 2 濃度上限

TN Line 1 負荷上限

TP Line 1 負荷上限

TP Line 2 負荷上限

TN Line 2 負荷上限

アラーム

負荷量が負荷量上限値を超える

負荷量が負荷量上限値を超える

負荷量が負荷量上限値を超える

負荷量が負荷量上限値を超える

負荷量が負荷量上限値を超える

スパン液量の設定がされて

いない

メンテナンスモードで

スパン液量を再設定する

試薬不足（共通） ｷｮｳﾂｳ  ｼﾔｸ  ﾌｿｸ 試薬が不足している 試薬交換

試薬量の設定がされていない メンテナンスモードで

試薬量を再設定する

TN  校正エラー

TP  校正エラー

TN ｺｳｾｲ  ｴﾗｰ

TP  ｺｳｾｲ  ｴﾗｰ

スパン液濃度が異なっている スパン液の再調製・交換

純水が汚れている 純水の交換およびイオン

交換樹脂筒の確認または

再生

赤外線分解器の紫外線ランプの

光量低下

試薬の調製濃度が異なる

当社サービスへ連絡

試薬の再調製・交換
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9.3.2 その他の故障対策
現象 原因 対策 

 

電源が入らない 装置裏面の主電源スイッチが

切れている 

主電源スイッチを入れる 

動作が停止する 特に不具合は見当たらない 電源OFF／ONして再起動 

指示値がおかしい 試薬を間違えて充填した 配管中の試薬を抜いてから新しい試薬

を充填する 

試薬の調製にミスがあった 配管中の試薬を抜いてから新しい試薬

を充填する 

試薬が不足している 試薬を充填する 

試薬ラインに気泡が入っている 接続継手の増し締め後、気泡抜きを行う 

配管接続継手からの液漏れ 接続継手の増し締め 

チューブの亀裂 チューブの交換 

純水が汚れている イオン交換樹脂筒などチェックまたは

再生

 

9.3.3  導電率変換器のエラー内容説明
導電率変換器には、エラーコードを表示する機能が備わっています。
エラーコードは、設定値表示部に表示されます。

エラーコードの表示がでた場合、 以下の対応表に従って作業を行ってください。

エラーコード エラー内容 内容説明

oF

E - 21

E - 22

E -91　*

uF

フルスケールオーバー

フルスケールアンダー

温度センサ断線

温度センサ短絡

システムエラーE - 92   *

システムエラー

A/D コンバータの動作不良

設定値、校正値などのメモリ内容が消失

温度センサのリードが短絡

温度センサのリードが断線

測定値が測定レンジの‒10％を下回った場合

測定値が測定レンジの 110％を越した場合

・エラーコードが表示された場合、 伝送出力は固定されます（直前ホールド）。
 *電源を入れ直し、再度表示する場合は本体の故障ですので、当社サービスへ連絡ください。
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導電率変換器のその他の現象と対策

現 象 原 因 対 策 

・センサに気泡が付着 
 
・流速が速すぎて気泡が発生？ 

 
・測定液のレベルが変動し、センサ
の接液面積が変動している 
・急激な液温変化が発生している 

 
・端子台のビスにゆるみが発生 

 
・端子台の絶縁が低下している 

・測定液に気泡が発生しないよう
にする。 

・流量を確認する。 
 

・測定液のレベルが変動しないよ
うに設置する。 

・急激な液温変化がない場所に設
置する。 

・確実にしめる。 
 

・端子台の湿気を取り除く。 
端子台の汚れを清掃する。 

指示値がおかしい ・センサの汚れ 
 
・センサが測定液より浮き上がって
いる 
・センサケーブルの断線、ショート 
端子台での接触不良 

・センサの洗浄 
・測定液のレベルの変動がないよ
うに設置する。 

・センサケーブルの確認。 
端子台の確認。 

応答が遅い ・流速が少ない ・流速をあげる。 

塩分表示がふらつく
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10. メンテナンスモードについて
メンテナンスモードについて説明します。このモードには「機器内廃液・洗浄」・「個別計量・
排出動作」・「試薬交換設定」・「ステップ実行」があります。ただし、「ステップ実行」に
ついてはサービス時に使用しますので、通常の操作では使用しません。

10.1 機器内廃液・洗浄
装置を手動で停止した場合やメンテナンスの後などで、手動で廃液する場合に用います。
全ての計量管およびセルにあるサンプルを順次廃液し、純水にて洗浄します。

操作方法
1. 設定動作中は［CANCEL］キー、測定動作または校正動作中は［STOP］キーを押して、メッ
 セージ表示部に「メンテナンス ハイエキ」と表示させる。

 

廃液設定画面 

メンテナンス 
ハイエキ 

2.［ENT.］キーを押す。「ハイエキ」が点滅し、系内を廃液・洗浄します。
 （約 5 分かかります）
3. 完了した時点で点滅が止まります。

10.2 個別計量・排出動作
サンプル、試薬、ブランク水の計量動作および希釈管・セル・試薬ポンプの排水動作を
行います。

操作方法
1.［CANCEL］キーまたは［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス ハ
イエキ」
 と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して「ケイリョウキチョウセイ」を表示させる。

 
図 試薬交換設定画面 （1） 

 計量調整画面 

メンテナンス 
ケイリョウキ チョウセイ 
サンプルケイリョウ （1） 

3.［ENT.］キーを押して、「サンプルケイリョウ（1）」を点滅させる。
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、目的とする項目を表示させる。
5.［ENT.］キーを押すと、選択された動作の部分が点滅し、動作します。
6. 動作が完了したら［CANCEL］キーを押す。
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選択できる項目と動作は以下のとおりです（表示順）。

サンプル計量調整（1）･（2）
   オーバーフロー槽からサンプルを計量して希釈管に注入します。
ブランク計量調整（1）･（2）
   純水タンクから純水（ブランク水）を計量して希釈管に注入します。
N セル計量調整（1）･（2）
   希釈管からサンプルを計量して TN 反応セルに注入します。
P セル計量調整（1）･（2）
   希釈管からサンプルを計量して TP 反応セルに注入します。
N 試薬 A 注入  試薬 A を計量して TN 反応セルに注入します。
N 試薬 B 注入  試薬 B を計量して TN 反応セルに注入します。
N 試薬 F 注入  試薬 F を計量して TN 反応セルに注入します。
P 試薬 A 注入  試薬 A を計量して TP 反応セルに注入します。
P 試薬 C 注入  試薬 C を計量して TP 反応セルに注入します。
P 試薬D 注入  試薬 D を計量して TP 反応セルに注入します。
P 試薬 E 注入  試薬 E を計量して TP 反応セルに注入します。
希釈計量   希釈管に純水を計量して入れた後に一定量、 計量します。
   （オプション 希釈 2 段のみ）
希釈管計量   希釈管内のサンプルを一定量、 計量します。
   （オプション 希釈 2 段のみ）
希釈管排水  希釈管のサンプルを排水します。
P セル廃液   TP 反応セル内のサンプルを廃液します。
N セル廃液   TN 反応セル内のサンプルを廃液します。
P セル計量排液 希釈管から P セル計量部までの配管内のサンプルを排水します。
N セル計量排液 希釈管から N セル計量部までの配管内のサンプルを排水します。
試薬排出  試薬 A～ F のタンクから試薬ポンプまでの配管の試薬を順番に試  
   薬タンクに排出します。
スパン液排出   スパン液タンクから試料計量ユニットまでの配管の内液をスパン液 
   タンクへ排出します。
ブランク排出   ブランク水タンクから、 ブランク水計量ユニットまでの配管内の純  
 (1)(2)   水をブランク水タンクへ排出します。

注　意

計量動作において目的とするサンプル・純水・試薬が不足している場合には計量異常と
なりますが、アラームは表示しません。

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

10-3  ＜ 10.  メンテナンスモードについて＞

10.3  試薬交換設定
本装置では、試薬量の検知機構として試薬ポンプが動作した回数をカウントする方式を
採用しています。この方式では、あらかじめ設定された量から動作回数により減じていき、
一定量以下になれば警報をだします。
そのため、試薬およびスパン液交換をした際には、必ず各容量を入力してください。

操作方法
1.［CANCEL］キーまたは［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス ハ 
 イエキ」と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して、「メンテナンス シヤクリョウカクニン」と表示させる。
3.［ENT.］キーを押す。「Ａ」が点滅します。

 

 試薬交換設定画面 （1） 

 試薬交換設定画面 （2） 

試薬交換設定画面 （3） 

シヤクリョウ カクニン（ALL） 
Ａ： ９２５／１０００ｍＬ  
Ｂ： ２００／２５０ｍＬ 
Ｃ： １５０／２５０ｍＬ 

シヤクリョウ カクニン（ALL） 
Ｄ： １５０／２５０ｍＬ  
Ｅ： ２００／２５０ｍＬ 
Ｆ： ２００／２５０ｍＬ 
Ｓ： １５０／２５０ｍＬ 

シヤクリョウ カクニン( ALL)  

Ｓ： １５０／２５０ｍＬ 

 

（一部のみ交換または充填量が250 mL－A 液は1L－以下の場合）
4.［▲］キーと［▼］キーを押して、変更した試薬を点滅させる。
 ［▲］キーを押すことでA→ B→ C→D→ E→ S（スパン）→ALL が点滅します。
5. [ENT.] キーを押す。数量の部分が点滅します。
6.［▲］キーと［▼］キーを押して、充填量を入力します。
7.［ENT.］キーを押して確定します。
8. その他の試薬についても設定する場合は、4.~7. の操作を繰り返します。終了する場合  
 は［CANCEL］キーを押します。
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10.4 ステップ実行
付録 タイムチャートに記された工程のうち、一部分のみを任意に設定し、動作させるこ
とができます。
この機能は通常の使用では、使用することはありません。

注　意

・この実行では、セルや希釈管にサンプルなどが残っていても、廃液動作は行いません。 
 そのため、誤ってサンプルなどを注入するとあふれることがあります。事前に廃液動  
 作などで、セルや希釈管に残っているサンプルなどを廃液してください。

操作方法
1.［CANCEL］キーまたは［STOP］キーを押して、メッセージ表示部に「メンテナンス ハ 
 イエキ」と表示させる。
2.［▲］キーと［▼］キーを押して「ステップジッコウ」を表示させる。
3.［ENT.］キーを押すと、「ソクテイ」が表示される。

 

ステップ実行設定画面  

メンテナンス 

ステップ ジッコウ 

ソクテイ 

 

4.［▲］キーと［▼］キーを押して、実行させる動作を選択し [ENT.] キーを押す。測定の 
 場合 はラインの選択を行い、[ENT.] キーを押す。
 選択できる動作は測定ライン 1・ゼロ校正・スパン校正となります。
5.［▲］キーと［▼］キーを押して実行させる始めの工程を選択して [ENT.] キーを押す。
6.［▲］キーと［▼］キーを押して実行させる終わりの工程を選択して [ENT.] キーを押す 
 と、その動作を実行します。

 

 

   

7. 実行後は [CANCEL] キーを押す。
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◆ 付録１　標準仕様

1-1 全窒素・全りん自動測定装置
形名：NP600
測定対象： 水中の全窒素、全りん濃度
測定方式： アルカリ性ペルオキソ二硫酸カリウム・紫外線酸化分解－紫外線吸光光法
  およびペルオキソ二硫酸カリウム・紫外線酸化分解－モリブデン青吸光光
  度法の組み合わせによる

測定範囲： 標準  全窒素；0－ 2 mg/L
     全りん；0－ 0.5 mg/L
   希釈 1段 全窒素：0－ 5、0－ 10、 0 － 20、0－ 50 mg/L
     全りん：0－ 1、0－ 2、0－ 5、0－ 10 mg/L
   希釈 2段 全窒素：0－ 100、0－ 200、0－ 500、0－ 1000 mg/L
     全りん：0－ 20、0－ 50、0－ 100、0－ 250 mg/L
   のいずれかより選択。選定レンジにて出荷後、標準、希釈 1段の範囲内で  
  上記レンジに変更可能。希釈 2段についても内部設定変更で上記レンジに  
  変更可能。

測定レンジ数： 1 レンジ
   ただし、0.2全窒素フルスケール／全りんフルスケール 100
繰返し性： スパンの± 3％以内（全窒素 0－ 50 mg/L、全りん 0－ 10 mg/L）
  スパンの± 5％以内（全窒素 0－ 1000 mg/L、全りん 0－ 250 mg/L）
   スパンの± 5％以内（海水補正機能付）
測定時間： 1 時間
測定周期： 1 ～ 24時間（1時間単位で任意設定可能）
測定点数： 1 点、2点（ご相談ください。）
アナログ入力： 流量計（流量値）入力、UV濃度（UV値）入力、4～ 20 mA DC
接点入力：  測定開始、校正開始、時刻修正、流量計保守中、流量計故障、流量計  
  電源断、流量計排水なし、UV計保守中、UV計故障、UV計電源断

アナログ出力：TN、TP、COD測定値および負荷量、出力数は測定ポイントと同数
   0 ～ 1 V DC、絶縁型（受信計入力抵抗 100 kΩ以上）または 4～ 20 mA   
  DC、絶縁型（負荷抵抗 500Ω以下）

接点出力： TP/TNライン 1、TP/TN校正中、TP/TN待機中、TP/TN保守中、TP/TN  
 電源断、TP・TN同期信号、TN濃度（上限）警報、TP濃度（上限）警報、
 TN負荷量（上限）警報、TP負荷量（上限）警報、TP/TN装置異常、  
 TP/TN試料水断、TP/TN試薬不足、TP/TN純水断、TP/TN廃液タンク

  満水、COD濃度（上限）警報、COD負荷量（上限）警報、COD測定開始（COD
 計接続時に使用）

接点出力仕様：無電圧接点出力、a接点
  接点定格；AC 115 V 1A、DC 100 V 0.5A（ただし、抵抗負荷にて）各出力  
 COM独立型

表示器： 測定値表示；7セグメント 3・1/2 桁 LCD( バックライト付 )
   メッセージ表示；16文字× 4桁 LCD( バックライト付 )
表示内容： 日時、測定値、校正値、負荷量、エラー内容、履歴データ、工程内容、各 
 種警報

周囲温度・湿度： 2 ～ 40℃、85％（RH）以下
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試料水条件：温度 2 ～ 40℃
  圧力 大気圧
  流量 0.5 ～ 5 L/min（オーバーフロー槽の流量）
試料採取点：本体から 1m以内
純水（イオン交換水）： 圧力 0.05 ～ 0.5 MPa
    温度 2 ～ 35℃
    純水使用量 約 65 L/ 月～約 90 L/ 月
試薬消費量：（1h / 1 測定 / １カ月）
  ペルオキソ二硫酸カリウム   約 15 g
  水酸化ナトリウム（特級）   約 10 g
  モリブデン酸アンモニウム（特級）  約 3 g
  酒石酸アンチモニルカリウム（特級） 約 0.075 g
  硫酸（特級）     約 60 mL
  L(+) アスコルビン酸    約 6 g
  塩酸（特級）     約 35 mL
接液部材質：硬質 PVC、PTFE（四ふっ化エチレン樹脂）、シリコン

キャビネット仕様
構造： 自立形（床アンカ固定）、屋内設置形
外形寸法：  460（W）× 380（D）× 1500（H） mm
材質： SPCC
塗装： エポキシ樹脂焼き付け塗装
塗色： マンセル 5Y7/1
設置場所： 振動、衝撃が少なく保守スペースが確保できること。
   動力などのノイズ源が近くにないこと。
   直射日光を避けてください。また、腐食性雰囲気の場合は、換気には十分  
  にご留意ください。

配管接続： 試料水入口 Rc1/2（PT1/2）
   ドレン出口 Rc1/2（常時閉）
   排水口  Rp3/4
   純水入口 Rc1/2（PT1/2）
   予備排水出口 Rp1/2（PT1/2）
   大気開放口 Rp1/2
電源： AC 100 V ± 10V 、50/60 Hz
消費電力： 400 VA 以下
質量： 約 80 kg
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1-2 純水ユニット（形名: NP10A）
カートリッジ純水器
標準流量：  30 ～ 100 L/h
純水採取料：  約 950 L/ カートリッジ
最高使用圧力： 340 kPa
質量：  約 10 kg
フィルタ
最高使用圧力： 340 kPa
温度：  Max 40℃
前処理フィルタ： 繊維カーボン 5μm
後処理フィルタ： ろ過精度 1μm
質量：  約 1 kg/ フィルタ

1-3 小型内蔵純水ユニット（形名: NP20A）
標準流量：  30 ～ 42 L/h
純水採取量：  約 500 L/ カートリッジ
    （原水水質 250μ S/cmの場合）
供給水圧力：  100 ～ 400 kPa
水温：  4 ～ 35℃（35℃以上になると樹脂の寿命が著しく短くなることが  
   あります）

質量：  約 5.6 kg（運転時質量）

1-4 活性炭筒（部品番号: K9626PB）
お客様で純水を連続供給する場合、純水中の有機物を除去する目的で使用することをお
すすめします。
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1-5 製品形名・ＭＳコード

● 全窒素・全りん自動測定装置

付加コード

NP600

電源電圧　 、
測定時間 2　 60分
測定点（*注 ） 点

基本仕様コード形　名

測定レンジ

2

3

全窒素：0 （標準）
全りん：0 （標準）
全窒素：0 5～ （希釈 段）
全りん：0 ～ （希釈 段）
全窒素：0 ～ （希釈2段）
全りん：0 ～ （希釈2段）

出力
2

4
0

海水補正機能
（*注4）

純水供給取り合い

設置（*注3）
負荷量演算

N なし
あり
屋内設置
TN、TPの2成分
TN、TP、 の3成分

2
3

純水タンク用
純水供給ユニット用（活性炭筒付き）
純水供給ユニット用（活性炭筒なし）
小型内蔵純水供給ユニット用（活性炭付き）4

（*注2）

全窒素・全りん自動測定装置
（オーバーフロー槽付）

仕 様

［スタイル： ］

（注）
 ・ 純水供給取り合いで純水タンク用「1」を選択した場合、純水ユニットは不要です。
  純水供給ユニット用「2」または「3」を選択した場合、純水ユニット（形名：NP10A）を必ず手配  

 してください。
  小型内蔵純水供給ユニット用「4」を選択した場合、小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）を必ず 

 手配してください。
  お客様で純水（イオン交換水）を連続供給する場合、純水（イオン交換水）の純度によって純水供  

 給取り合い「2」または「3」を選択ください。純水中に測定成分（窒素化合物、りん化合物）が
  含まれていると、正確な測定が得られませんので、その際は活性炭筒の使用をおすすめします。
 ・ 見積りの際は、必ずスタートアップ費を入れてください。
 ・ スタートアップ時に必要な試薬類はお客様でご用意ください。 調製方法は 3.1 項をご参照ください。

（*注 1）測定点 2点についてはご相談ください。ただし、TP、TNの 2成分負荷量演算となります。測定点 2  
 点は（ライン 1のレンジ／ライン 2のレンジ）＜ 100が条件となります。

（*注 2）手配時、全窒素と全りんの測定レンジは次ページの表にある測定レンジより選択して、指定事項で  
 指定してください。指定できるレンジは表に記載のあるレンジのみです。また、全窒素レンジと全  
 りんレンジの組み合わせは次ページの表で組み合わせ可（〇で表示）の組み合わせとしてください。 
 標準外のレンジあるいは組み合わせについてはお問い合わせください。

  出荷後、測定レンジの変更を行う場合、内部設定の変更で下記のレンジに変更することができますが、
  変更後設定レンジのスパン液にて調整が必要です。ただし、当社サービスへ変更作業を依頼してく  

 ださい。
  全窒素：0－ 2（標準）、0－ 5、0－ 10、0－ 20、0－ 50 mg/L（ 希釈 1段）
  全りん：0－ 0.5（標準）、0－ 1、0－ 2、0－ 5、0－ 10 mg/L（希釈 1段）
  希釈 2段についても出荷後、内部設定の変更で下記レンジに変更できます。ただし、当社サービス  

 へ変更作業を依頼してください。
  全窒素：0－ 100、0－ 200、0－ 500、0－ 1000 mg/L（希釈 2段）
  全りん：0－ 20、0－ 50、0－ 100、0－ 250 mg/L（希釈 2段）
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T0402.EPS

全りんレンジ
(mg/L)全窒素

レンジ (mg/L)

標準    希釈1段    希釈2段
 0 20 0 100 0

○

 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○ 
 ○ ○  ○ ○    
    ○ ○  ○ ○
  ○  ○ ○
    ○ ○ 
     ○

 ○   
 ○ ○  
 ○ ○ ○ 
 ○ ○ ○   ○    
     ○  ○   ○ ○
   ○  ○   ○ ○
   ○  ○   ○ ○ 
   ○  ○   ○ ○

希釈1段

標　準

希釈2段

（*注）希釈1段と希釈2段レンジとの組み合わせの場合，希釈2段になります。
   　　　レンジの組み合せ条件は0.2≦全窒素フルスケール／全りんフルスケール≦100です。

 ○ ○  ○ ○
 ○
 ○
 ○
 ○

（*注 3）  屋外設置についてはご相談ください。
（*注 4）  試料水に海水が混入している場合には、海水補正機能を必ず手配してください。海水補正機能は以  

 下の表のレンジで使用可能です。ただし、海水以外の導電性試料水の補正には使用できません。

 

T0402B.EPS

TNのレンジ
(mg/L)試料中の

海水混入率 (%)

      
 0 0   0 0   0 00

○
○

 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○
 ○ ○  ○ ○ 
 ○ ○  ○ ○
     ○ ○  ○ ○

0  ○ ○ ○
 ○ ○ ○
 ○ ○ ○
 ○ ○ ○
 ○ ○ ○

● 全窒素・全りん自動測定装置用純水ユニット

T0402A.EPS

形　名 基本仕様コード 付加コード 仕　様

NP10A

-N

全窒素・全りん自動測定装置用純水ユニット

常に-N

● 全窒素・全りん自動測定装置用小型内蔵純水ユニット

T0402C.EPS

形　名 基本仕様コード 付加コード 仕　様

-N 常に-N

NP20A 全窒素・全りん自動測定装置用小型内蔵純水ユニット

（注） 交換用カートリッジ（6カ月周期で交換）1本付属します。
 交換用カートリッジの部品番号は K9626PS です。
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● 標準付属品

T0403.EPS

品　名 仕　様部品番号 数　量

ヒューズ サービスコンセントタイムラグヒューズ　3.15 A

1個プリンタ記録紙 幅58 mm、25 m長、5巻入り（注1）

（注）廃液タンクは、本体に内蔵されています。

1個

PT1/4 PVC1個

テフロンチューブ Ø3×Ø2

Ø13×Ø9

K9430HC

K9430HB

K9626MG
K9626MH

K9626MJ

3 m

廃液チューブ（注2）

ホースエンド（注2）

1 m

（ 注 1） プリンタ記録紙は、1巻で約 2カ月間の使用量です。
（注 2） 廃液チューブ、ホースエンドは、廃液タンクに接続されています。
  それとは別に予備としてそれぞれ 1個付属します。

● 1年間の試薬リスト

T0404.EPS

仕　様試薬名 測定時間60分
（本）

窒素・りん測定用試験試薬、100 g入り
窒素測定用試験試薬、500 g入り　
特級試薬、500 mL
特級試薬、500ml
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り
特級試薬、25 g入り

ペルオキソニ硫酸カリウム
水酸化ナトリウム
硫酸
塩酸
モリブデン酸アンモニウム
酒石酸アンチモニルカリウム
L（＋）アスコルビン酸
硝酸カリウム
りん酸二水素カリウム

2
1
2
1
2
1
3
1
1

ご注意
・試薬は一部劇薬が含まれていますのでお客様でご用意ください。試薬の調製方法は 3.1 項を参照ください。
・NP600 用調製済試薬は関東化学 (株）殿より直接ご購入ください。当社最寄りの営業所にご相談ください。
・上記の本数は全窒素・全りん測定を 1時間に各 1回測定した場合、校正は 2週間に 1回実施した場合です。
・ 純水供給方法として、純水ユニット（形名：NP10A）、または小型内蔵純水ユニット（NP20A）を用いた場合です。
・周囲温度が 0～ 35℃の範囲を超える場合、調製済み試薬が変質する可能性があります。

● 補用品

T0405.EPS

品　名 仕　様部品番号 数　量

K9430HC
K9626SA
K9626SB
K9626SC
K9626SD
K9626SE
K9626SJ
K9626SF
K9626SG
K9626SH

幅58 mm、25 m長、5巻入り
    1 L
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
250 mL
  20 L
  20 L

1箱
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　プリンタ記録紙
　試薬タンク、A液
　試薬タンク、B液
　試薬タンク、C液
　試薬タンク、D液
　試薬タンク、E液
　試薬タンク、F液
　校正液タンク
　廃液タンク
　純水タンク

（注） 上記タンク類はスペアの空のタンクです。
            蓋はすべて穴なしの平蓋です。
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● オーバーホール部品
より信頼性の高い測定を実現するために、1年ごとのオーバーホールをおすすめいたします。
下表にオーバーホールに必要な部品を示します。納入後 1年間、交換部品はありません。
オーバーホールは当社サービスへ依頼してください。

T0406.EPS

小型内蔵純水装置用
純水供給装置用
純水供給装置用
窒素分解・測定用
サンプリング用
エアポンプ(P1)用(2個組）
マニホールド用
エアポンプ用
りん分解器用
窒素分解器用

プリンタ用
パッキン類 (S3用 1年) (*3)
サンプル採水口用 (5枚入)
メモリー用
りん分解器用
プリンタ用
サンプル用 (SV-010)
窒素・りんセル廃液用 (SV-750, 850)
計量管・分解器用 (*4)

オゾン分解器用
試薬 N-A用、試薬 P-A用、PSV－003用
試薬 E用　3方SV
窒素・りんセル計量用配管一式
窒素測定用
窒素分解用
試薬ライン配管セット
窒素・りんセル計量用配管一式
りん分解・測定用
窒素測定用
光学フィルタ用
制御エアポンプ　P1(基板なし)
試薬 C、F用３方SV
窒素分解器用
りん分解器用
制御エアポンプ　P2(基板なし)
SV-050、PSV-020、720、820
希釈計量管排水用2方SV
オーバーフロー槽用
交換部品セット (S3用　1年)
交換部品セット (S3用　1年)
交換部品セット (S3用　1年)
交換部品セット (S3用　3年)
交換部品セット (S3用　5年)

交換用カートリッジ
交換フィルタセット(*1)
活性炭 500g
反応セル（TN用）
試料水サンプリング配管セット
エアポンプダイヤフラム組
ミストキャッチャ
エアフィルタ
UVランプ(2W,スタイル番号S3用)
UVランプ(4W,スタイル番号S3用およびS2海水
補正機能付用)
ゴムローラ
パッキン類
メッシュフィルタ(*2)
リチウム電池
セラミックヒータ（TP用）
プリンタヘッド
電磁弁
電磁弁
パッキン類(スタイル番号S3用およびS2海水補
正機能付用)
オゾン分解器触媒
電磁弁(*2)
電磁弁(*2)
セル計量配管セット(*2)
キセノンランプ
テープヒータ(TN用)
試薬チューブ配管セット
検知部チューブ配管セット
反応セル(TP用)
光学フィルタ
パッキン
エアポンプ
電磁弁
UVランプ電源 (4W, スタイル番号S3用) (*5)
UVランプ電源 (2W用)
エアポンプ  (*2）　　　　　　
電磁弁  (*2）　　　　
電磁弁  (*2）　　　　　　
エアシリンダ (*2）　　　　　　
部品セット（0および3～11を含む）
部品セット（1～11を含む）
部品セット（3～11および19を含む）
部品セット（13～19を含む）
部品セット（23～33含む）

K9626PS
K9626RH
K9626RJ
K9626RL
K9626RM
K9626RP
K9626RQ
K9626TA
K9626SP
K9626SQ

K9626TY
K9626ED
K9626EJ
K9626TB
K9626TZ
K9626ZR
K9626TV
K9626TU
K9626EE

K9626RU
K9626TV
K9626EH
K9626EK
K9626TK
K9626SN
K9626TS
K9626EC
K9626RL
K9626TL
K9626AG
K9626FD
K9626EH
K9626SR
K9626ZY
K9626FD
K9626TV
K9626TW
K9626VY
NP01A00-S
NP01A01-S
NP01A02-S
NP01A03-E
NP01A05-S

1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年

1年
1年

(1年)
3年
3年
3年
3年
3年
3年

3年
(3年)
(3年)
(3年)
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年

(5年)
(5年)
(5年)
(5年)
1年
1年
1年
3年
5年

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1
2
1

1
3
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1

(*1) 前処理用フィルタと後処理用フィルタの各1個を含みます。
(*2) 予防保全用のメーカー推奨部品です。

交換周期部品番号 備　考品　名 必要数量

　　　　　　 品名　　　　　　
ハイカンキャップ（P、Nセル用）
セルキャップ（P、Nセル用）
Oリング（P、Nセル用、S8）
ゴムブッシュ（P、Nセル継手用）
フィッティング（∅3用）
フェラル（∅3用）
パッキンG（2W-UVランプ用）
パッキンD（4W-UVランプ用）

(*3) パッキン類（S3 用1 年；K9626ED）　構成部品
　　　　　　　  備考　　　　　　    　　　　　
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りんセル用（下）（2個入り）
窒素・りん分解・測定セル（下継手用）
窒素・りん分解・測定セル（下継手用）
りん分解UVランプ用
りん分解UVランプ用

数量
2
2
2
1
2
2
1
2

　　　　　　 品名　　　　　　
ゴムブッシュ（TPヒータリード専用）
パッキンA（セルケース上）
パッキンH（TP、TNセル上）
パッキンF（セルケース下）
パッキン（ゴアテックス）
Oリング（P16 CR）
ゴムセン

　　　　　　　  備考　　　　　　    　　　　　
TPヒータリード線引き出し用
セルケース上パッキンシート
TP、TNセル上外用セルウケ用
TP、TNセルケース下
光学フィルタ用
O/F 槽採取点フィルタ用
希釈計量管用

数量
1
1
2
2
1
1
1

(*4) パッキン類（S3 用3 年；K9626EE）構成部品

(*5) 2W のUV ランプ1 個につき，2W 用UV ランプ電源が1 個必要です。
　    4W のUV ランプ2 個につき4W 用UV ランプ電源は1 個となります。
(*6) 旧部品（部品番号；K9626TN)から新部品（部品番号；K9626ZY)への初回交換時は、改造用
　　部品（部品番号；K9626ZZ)が必要となります。単品で交換される場合には、K9626ZZを必ず
　　手配してください。なお、No.42部品セットはK9626ZZを含みます。
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［スタイル：S2］用交換部品リスト
（注 1） スタイル番号 S2 の海水補正機能付の場合、UVランプは S3 用のものになります。S3 用パッキン類
  およびフリーガスケットが 必要ですのでご相談ください。
（注 2） 交換周期はあくまでもめやすであり、測定条件などにより異なります。

T0407.EPS

小型内蔵純水装置用
純水供給装置用
純水供給装置用
りん分解器用5
窒素分解・測定用
サンプリング用
エアポンプ(P1)用(2個組）
マニホールド用
エアポンプ用窒素分解器用
プリンタ用
パッキン類 (S2*1Y) (*3)
サンプル採水口用 (5枚入)
計量管・分解器用 (*4)
メモリー用
りん分解器用
プリンタ用
サンプル用 (SV-010)
窒素・りんセル廃液用 (SV-750, 850)
オゾン分解器用
試薬 N-A用、試薬 P-A用、PSV－003用
試薬 E用　3方SV
窒素・りんセル計量用配管一式
窒素分解器用 (*5)
りん分解器用 (*5)
窒素測定用
窒素分解用
試薬ライン配管セット
窒素・りんセル計量用配管一式
りん分解・測定用
窒素測定用
光学フィルタ用
制御エアポンプ　P1用 (基板なし)
試薬 C、F用３方SV
制御エアポンプ　P2用 (基板なし)
SV-050、PSV-020、720、820
希釈計量管排水用2方SV
オーバーフロー槽用
交換部品セット (S2用　1年)
交換部品セット (S2用　1年)
交換部品セット (S2用　1年)
交換部品セット (S2用　3年)
交換部品セット (S2用　5年)

交換用カートリッジ
交換フィルタセット(*1)
活性炭 500g
UVランプ(2W,スタイル番号S3用)
反応セル（TN用）
試料水サンプリング配管セット
エアポンプダイヤフラム組
ミストキャッチャ
エアフィルタ
ゴムローラ
パッキン類 (S2*1Y)
メッシュフィルタ(*2)
パッキン類 (S2*3Y)
リチウム電池
セラミックヒータ（TP用）
プリンタヘッド
電磁弁 (*2)
電磁弁 (*2)
オゾン分解器触媒
電磁弁(*2)
電磁弁(*2)
セル計量配管セット(*2)
窒素分解器用UVランプ電源 
りん分解器用UVランプ電源
キセノンランプ
テープヒータ(TN用)
試薬チューブ配管セット
検知部チューブ配管セット
反応セル(TP用)
光学フィルタ
Oリング
エアポンプ
電磁弁
エアポンプ  (*2）　　　　　　
電磁弁  (*2）　　　　
電磁弁  (*2）　　　　　　
エアシリンダ (*2）　　　　　　
部品セット（50および53～60を含む）
部品セット（51～60を含む）
部品セット（53～60を含む）
部品セット（62～68を含む）
部品セット（72～82含む）

K9626PS
K9626RH
K9626RJ
K9626SP
K9626RL
K9626RM
K9626RP
K9626RQ
K9626TA
K9626TY
K9626EF
K9626EJ
K9626EG
K9626TB
K9626TZ
K9626ZR
K9626TV
K9626TU
K9626RU
K9626TV
K9626EH
K9626EK
K9626ZW
K9626ZY
K9626TK
K9626SN
K9626TS
K9626EC
K9626RL
K9626TL
K9626EA
K9626FD
K9626EH
K9626FD
K9626TV
K9626TW
K9626VY
NP01A00-N
NP01A01-N
NP01A02-N
NP01A03-C
NP01A05-N

1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年
1年

(1年)
3年
3年
3年
3年
3年
3年
3年

(3年)
(3年)
(3年)
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年
5年

(5年)
(5年)
1年
1年
1年
3年
5年

50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
4
1
1
1
1
1
1
1

(*1) 前処理用フィルタと後処理用フィルタの各1個を含みます。
(*2) 予防保全用のメーカー推奨部品です。

交換周期部品番号 備　考品　名 必要数量

　　　　　　 品名　　　　　　
ハイカンキャップ（P、Nセル用）
セルキャップ（P、Nセル用）
Oリング（P、Nセル用、S8）
ゴムブッシュ（P、Nセル継手用）
フィッティング（∅3用）
フェラル（∅3用）
Oリング（UVランプ用、P9 EPDM）

(*3) パッキン類（S2 用1 年；K9626EF）　構成部品
　　　　　　　  備考　　　　　　    　　　　　
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りん分解・測定セル用（上）
窒素・りんセル用（下）（2個入り）
窒素・りん分解・測定セル（下継手用）
窒素・りん分解・測定セル（下継手用）
窒素・りん分解UVランプ用

数量
2
2
2
1
2
2
3

　　　　　　 品名　　　　　　
ゴムブッシュ（TPヒータリード線用）
Oリング（S53 FPM）
Oリング（P16 CR）
Oリング（S8 FPM）
ゴムセン

　　　　　　　  備考　　　　　　    　　　　　
TPヒータリード線引き出し用
セルケース上パッキンシート
O/F 槽採取点フィルタ用
TP、TNセルケース下用
希釈計量管用

数量
1
2
1
2
1

(*4) パッキン類（S2 用3 年；K9626EG）構成部品

(*5) 旧部品（部品番号；K9626TN）から新部番（部品番号；K9626ZW および K9626ZY)への初回
　　交換時は、改造用部品（部品番号；K9626ZX）が必要となります。単品で交換される場合は、
　　No.91 部品セットを使用して交換される場合、どちらの場合にもK9626ZXを必ず手配してく
　　さい。また改造後は、旧部品は取り付けられません。よって初回交換時は、K9626ZWとK9626
　　ZYの両方を交換する必要があります。
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◆ 付録２　設置条件

2-1 設置場所
本装置は屋内設置を前提として設計しています。設置にあたっては、安定した測定結果
を得るうえで、できるだけ下記の項目が満足できる場所をお選びください。
1）屋内設置で換気の良いところ
2）風雨から保護されているところ
3）直射日光の当たらない温度変化の少ないところ
4）年間を通して周囲温度が 2～ 35℃であるところ
5）相対湿度が 85％以下であるところ
6）試料採取点にできるだけ近いところ
7）周囲に腐食性ガスがないところ
8）保守スペースが十分にとれるところ
9）振動や衝撃の加わらないところ

2-2 全体の構成
装置は屋内設置形です。温度変化の少ない屋内に据付け願います。
また、装置の据付には電源用配線、信号用配線、試料導入用配管、純水（イオン交換水）
用配管、排水用配管、廃液用配管が必要です。
本装置は 2通りの工事方法があります。
1）装置内蔵の純水タンクで約 1週間の連続運転が可能です。
 このタンクに手作業で純水を補充される場合は、下図（1）、（2）の工事は不要です。
2） 1 週間以上の連続運転を行う場合は、外部の純水ユニットから純水を供給してくだ  
 さい。なお、この場合は、下図（1）、（2）の工事が必要です。小型内蔵純水ユニット  
 （NP20A）を使用する場合は、2-6-3 項を参照してください。

 

試
薬

廃
液
タ
ン
ク

純
水
タ
ン
ク

電源入口

信号出入口

純水ユニット

排水口（Rp 3/4）

ドレン出口 (Rc 1/2)

試料水入口（Rc 1/2）

（1） 純水入口（Rc 1/2）

（2） 予備排水出口（Rp 1/2）

手分析用試料
採取コック（Ø16）

水道水

活性炭筒

逆止弁

   図2-2-1 全体の構成図
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3 / 2 テフロンチューブ 1 mおよび廃液タンクと接続チューブは標準付属品です。付録
1-4 の製品形名・MSコードで純水供給取り合い「2」を選択すると活性炭筒は付属します
が、純水ユニット（形名：NP10A）はオプションです。別途ご用意ください。
注）廃液は廃液専門業者にて処理をお願いします。

ユーティリティ
電源： 100 V AC　50/60 Hz　400 VA 以下
試料水： 流量  0.5 ～ 5 L/min ( オーバーフロー槽の流量 )
   温度  2 ～ 40℃
純水（イオン交換水）：
   使用量  約 65 L/ 月～約 90 L/ 月（測定レンジにより異なる）
   圧力  50 ～ 350 kPa（純水ユニットへの供給口）
   温度  2 ～ 35℃
   性状  測定成分（窒素化合物、りん化合物）を含まないこと
   取合  Rc1/2
オーバーフロー槽取合：
   試料水入口 Rc1/2
   排水口  Rp3/4
 （注）お客様で純水（イオン交換水）を連続で供給する場合、純水中に測定成分（窒素化合物、りん化  

 　合物）が含まれていると正確な測定が得られませんので、活性炭筒の使用をおすすめします。

3）小型内蔵純水ユニットから純水を供給する場合は、図 2-2-2 の（1）、（2）の工事が必  
 要です。

 

試
薬

廃
液
タ
ン
ク

電源入口

信号出入口

（1） 水道水（Rc 1/2）

（2） 予備排水出口（Rp 1/2）

F2.2.2.EPS

小型内蔵純水
ユニット

排水口（Rp 3/4）

ドレン出口 (Rc 1/2)

試料水入口（Rc 1/2）

手分析用試料
採取コック（Ø16）

    図2-2-2 全体の構成図

3 / 2 テフロンチューブ 1 mおよび廃液タンクと接続チューブは標準付属品です。4章
の製品形名・MSコードで小型内蔵純水ユニット「4」を選択してください。小型内蔵純
水ユニット（形名：NP20A）はオプションです。別途ご用意ください。
注） 廃液は廃液専門業者にて処理をお願いします。
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2-3 設置スペース
設置スペースは図に示すように装置の床面以外に保守 ･点検用に十分なスペースの確保
が必要です。
本装置に付属するオーバーフロー槽は、設置場所の都合に合わせて左右または後部への
取付が可能です。オーバーフロー槽を取り付けた面から、400 mm以上のメンテナンスス
ペースを確保してください。
本書の「付録 4 外形寸法図」にしたがって、設置場所に合わせてオーバーフロー槽を取
付けてください。
・オーバーフロー槽に同梱されているねじ（2個）で本体に取り付けてください。
・オーバーフロー槽と本体間の配管を実施してください。

80
0以
上

オーバーフロー槽

400以上

80
0以
上 正面

装置本体

予備排水出口（Rp 1/2）

純水入口（Rc 1/2）

正面

55 350 55

50

256

74

380

前扉

基礎工事寸法図（チャンネルベースの固定穴位置図を示す）

単位：mm

装置背面配管取合い図

4 - Ø15穴

F2.3.1.eps

図2-3-1　設置スペース（付録4外形寸法図も参照してください）
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付録2-4  ＜◆  付録２＞

2-3-1 メンテナンススペース（純水タンク、小型内蔵純水ユ
ニット使用の場合）

本体に付属するオーバーフロー槽は設置場所の都合に
合わせて装置の左右または後部への取付が可能です。
オーバーフロー槽を取り付けた面から400 mm以上の
メンテナンススペースを確保してください。

注記

No.

1

2

　　　　名　称

全窒素・全りん自動測定装置

オーバーフロー槽

備考

単位：mm

F2.3.2.EPS

1

(4
50

)
38

0
(4

35
)

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス

80
0以
上

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス

80
0以
上

2

(196) 460 (196)
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付録2-5  ＜◆  付録２＞

2-3-2 メンテナンススペース（純水ユニット使用の場合）

注記
純水ユニットは定期的に交換(再生)が必要です。
このため、装置の周囲にはカートリッジ純水器の運搬/移動が
可能なように人が通れる通路スペースを必ず確保してください。

No.
1
2
3
4
5

　　　　名　称
カートリッジ純水器
フィルタ
活性炭筒
全窒素・全りん自動測定装置
オーバーフロー槽

備考

32

(50)

460

(1
00

)
20

0

(4
50

)
38

0
(4

35
)

200以上100以上

50
0以
上

ス
ペ
ー
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

50
0以
上

ス
ペ
ー
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

(1
40

0)

1

230

(1
50

)
(5

00
)

(196)

(913)

単位：mm

スペース
メンテナンス

スペース
メンテナンス

F2.3.3.EPS

4 5
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付録2-6  ＜◆  付録２＞

2-4 据付工事

2-4-1 架台固定基礎工事
架台は、基礎ボルト取付位置図にしたがってM12基礎ボルトで、確実に固定してください。
なお、基礎ボルトはお客様でご用意ください。

30

16
0

50

M12×160

単位：mm

F2.4.1.EPS

図2-4-1　基礎ボルト

2-4-2 電源・信号用配線および接地
・電源、信号用配線は、装置天井背面の取合端子から直接配線を行ってください。
・電源は 100 V AC ± 10 V、50/60 Hz、最大消費電力は標準仕様で 400 VA 以下です。供給  
 電源が 100 V AC 以上の場合は、ステップダウントランスなどを外部に設けてください。
・電源入力 100 V AC 供給ラインは 3.5 mm2 以上をご使用ください。
・電源用配線と信号用配線は同一配線にまとめないでください。
・接地工事に関してはD種接地を施してください。

電源端子台

信号端子台

装置背面

F2.4.2.EPS

図2-4-2　装置背面、電源・信号取合い

警　告

感電注意
感電防止のため、装置の接地をしてください。ただし、接地はガス管などのような危険
な箇所には接地しないでください。
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付録2-7  ＜◆  付録２＞

注　意

外部配線上の注意
本器からの外部配線は、本器の背面端子台で行いますが、背面端子台は器内のメンテナ
ンス時に、ヒンジ構造であけることが出来ます（付録 2-3 設置スペースのメンテナンスス
ペースを参照してください）。
したがって、外部配線を固定するときは、ヒンジの開閉に支障のないように十分余裕を
持って固定してください。
また、ケーブルはヒンジ側にまとめるようにしてください。

2-5 試料導入配管
試料導入配管は、付属の3 / 2 テフロンチューブで 1 m以内で行ってください。
試料水は本装置のオーバーフロー槽（Rc1/2）に直接供給してください。供給量は 0.5 ～
5 L/min です。
なお、S S（浮遊物）が含まれている場合は、必ず付属のフィルタをテフロンチューブの
先端に取り付けてください。
試料水の濁度は、10 ppm以下（カオリン濁度基準）にしてください。

2-5-1 試料水採取口が遠いか落差が大きい場合
・採水ポンプを前段に設けてください。
・採水ポンプとしては、給水ポンプ（P-1）または水中ポンプ（P-2）のいずれかをご使用  
 ください。
・オーバーフロー槽へは常に安定した供給が得られるような流量に設定してください。
 オーバーフロー槽の詳細は、図 2-6-1 を参照してください。

オーバーフロー槽

P - 1

バイパス弁

P - 2

装　置

Ø3 /Ø2 テフロンチューブ
1m以内

F2.5.1.EPS

試料入口
(Rc 1/2)

図2-5-1　オーバーフロー槽から採取の場合
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付録2-8  ＜◆  付録２＞

2-5-2 S S（浮遊物）が多い場合
オーバーフロー槽の詳細は、図 2-6-1 を参照してください。

主調整槽

ストップ弁

P - 1

バイパス弁

P - 2

オーバーフロー槽 装　置

Ø3 /Ø2 テフロンチューブ
1m以内

F2.5.2.EPS

図2-5-2　SS（浮遊物）が多い場合

前段にフィルタ付き主調整槽を通してオーバーフロー槽から採水してください。（特注）
試料条件： 流量；約 50 mL/min
  圧力；30～ 100 kPa
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付録2-9  ＜◆  付録２＞

2-6 外部配管図

2-6-1 純水タンクを使用する場合

廃液タンク
20 L

全窒素・全りん自動測定装置

純水タンク
20 L

F2.6.1.EPS

試料水

排水

排水ピット

ポンプ(試料用)
(お客様ご用意)

バイパス用バルブ
(お客様ご用意)

排水口 Rp3/4

ドレン出口 Rc1/2

試料オーバーフロー槽

排水

試料入口 Rc1/2 (0.5～5.0 L/min)
手分析用試料採取コック
Ø16ホースエンド

図2-6-1　純水タンクを使用する場合
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付録2-10  ＜◆  付録２＞

2-6-2 純水ユニット(NP10A)を使用する場合

排
水
ピ
ッ
ト

廃
液
タ
ン
ク

20
 l

2次
側
圧
力
調
整
範
囲

 1
10
～

23
0 

kP
a

減
圧
弁

全
窒
素
・
全
り
ん

自
動
測
定
装
置

設
定
圧
力

 2
00

 k
P

a

活
性
炭
筒

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
純
水
器

出
口
フ
ィ
ル
タ（

ｍ
）

純
水
入
口

R
c1

/2

水
道
水

エ
ル
ボ（

R
1/

2×
R

c1
/2
）

ニ
ッ
プ
ル（

R
1/

2×
G

1/
2）

ね
じ
口
金

ホ
ー
セ
ン
ド

B

軟
質
チ
ュ
ー
ブ（

2m
付
属
）

純
水
ユ
ニ
ッ
ト（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

活
性
炭
筒（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

予
備
排
水
出
口

R
p1

/2
バ
ル
ブ（
お
客
様
ご
用
意
）

軟
質
チ
ュ
ー
ブ（

5m
付
属
）

入
口
フ
ィ
ル
タ（

ｍ
）

注
記

・
  純
水
は
装
置
の
洗
浄
、ゼ
ロ
校
正
お
よ
 び
サ
ン
プ
ル
の
希
釈
に
使
用
し
ま
す
。

　
純
水
中
に
測
定
成
分（
窒
素
化
合
物
、り
ん
化
合
物
）が
含
ま
れ
て
い
る
と
、正
確
な
測
定
結
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
  純
水
ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
活
性
炭
筒
を
通
し
て
不
純
物
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
お
客
さ
ま
で
純
水
を
連
続
供
給
す
る
場
合
、活
性
炭
筒
の
使
用
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

F7
.6

.2
.E

P
S

試
料
水

排
水

排
水
ピ
ッ
ト

ポ
ン
プ

 （
お
客
様
ご
用
意
）

試
料
入
口

 R
c1

/2

排
水

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
出
口

 R
p1

/2

バ
イ
パ
ス
用
バ
ル
ブ

 （
お
客
様
ご
用
意
）

0.
5～

5.
0L

/m
in

水
道
水
，純
水

排
水
口

 R
p1

ド
レ
ン
出
口

 R
c1

/2

出
口
側

ガ
ル
デ
ナ
ホ
ー
ス
使
用

図2-6-2　純水ユニットを使用する場合
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付録2-11  ＜◆  付録２＞

2-6-3 小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）を使用する場合

2次側圧力調整範囲
 110～230 kPa
設定圧力 200 kPa

排水ピット

全窒素・全りん
自動測定装置

水道水入口
Rc1/2

予備排水出口
Rp1/2

注記
・  純水は装置の洗浄、ゼロ校正およびサンプルの希釈に使用します。
　純水中に測定成分（窒素化合物、りん化合物）が含まれていると
    正確な測定結果が得られません。 F7.6.3.EPS

試料水

排水

水道水，純水

廃液タンク

純水ユニット

20 l

バルブ,減圧弁
（お客様ご用意）

逆止減圧弁
（水道協会認定品、お客様ご用意）

排水ピット
ポンプ(試料用)
(お客様ご用意)

排水

手分析用試料採取コック
Ø16ホースエンド

バイパス用バルブ
(お様客ご用意)

試料オーバーフロー槽

試料入口
Rc1/2 (0.5～5.0 L/min) ドレン出口 Rc1/2

排水口 Rp3/4

図2-6-3　小型内臓純水ユニットを使用する場合
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付録2-12  ＜◆  付録２＞

2-7 純水（イオン交換水）配管
純水は装置の洗浄、ゼロ校正およびサンプルの希釈に使用します。そのため純水に測定
成分（窒素化合物およびりん化合物）が含まれていると正確な測定結果が得られません。
純水ユニット（イオン交換器）および活性炭筒（特に全窒素測定の場合）を通して不純
物を取り除いてください。
当社ではオプションとして純水ユニットなどを準備していますのでご利用ください。
 純水入口取合  Rc1/2 めねじ
 純水圧力  50 ～ 340 kPa
 純水使用量  約 60 L/ 月～約 90 L/ 月（測定レンジにより異なります）
 純水温度  2 ～ 35℃

NP600

（本　体）

F2.7.EPS

水道水
減圧弁

2次側圧力 196 kPa

バルブ

活
性
炭
筒

フィルタ
（ ）

フィルタ
（ ）

指定ホース(注)

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
筒

純水ユニット

図2-7　純水（イオン交換水）配管図

（注）イオン交換樹脂筒から装置の純水入口間を接続するホースは、当社指定の軟質樹脂ホースをご使用くだ
さい。指定外のホースを使用すると、ホースからの微量溶出物などにより、正しい測定値が得られない
場合があります。

 指定ホース：株式会社カクダイ製カクダイホース#5975(内径15 mm、外径20 mm、軟質PVCホース、橙色)

注　意

純水ユニットに供給される原水には水道水程度の水質（表 2-7）のものをご使用ください。
ただし、水道水の場合でも配管から多量のサビが析出したり、残留塩素を含む場合は前
処理が必要です。これらを除去しないで、そのまま使用しますと樹脂の性能劣化を早め
る原因となります。イオン交換器の取扱いおよび保守・点検に関しては、純水ユニット
の取扱説明書を読んでいただいたうえでご使用ください。

表2-7　水道水の基準
項目 基準

硝酸性窒素 10 mg/L以下であること

亜硝酸性窒素 10 mg/L以下

有機物など（KMnO4消費量） 10 mg/L以下

鉄（Fe） 0.3 mg/L以下

マンガン（Mn） 0.05 mg/L以下

水素イオン濃度（pH） 5.8～8.6

臭気 異常でないこと

味 異常でないこと

色度 5度以下

濁度 2度以下
T0201.EPS

＊水道法に基づく水質基準の基準項目より抜粋
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付録2-13  ＜◆  付録２＞

2-8 排水用配管（純水ユニットを使用した場合）
配管は下降配管で、背圧のかからないできるだけ短い距離で行ってください。出口は大
気開放にしてください。また、排水用配管を設けて排水する場合は、50A以上の配管を
使用し、背圧がかからないようにしてください。

予備排水出口
(Rp 1/2)

出口を水封
しないこと

途中を立ち上げないこと

出口を水封
しないこと

排水用配管 [50A以上] F2.8.1.EPS

図2-8-1　排水用配管

注） 予備排水出口は装置内部機器の安全配管であり通常排水はでません。

7th Edition : 2015.03.02-00



Blank Page



IM 12Y07E01-01

付録3-1  ＜◆  付録 3＞

◆ 付録3　試薬に関する取扱注意事項
製品に使用する試薬は、劇物など取り扱に注意が必要な試薬です。
以降の内容、および注意銘板の内容をよく読んでご使用ください。
記載内容は、必ずしもすべての情報を網羅しているものではありません。
また、含有量、物理・化学的性質、危険有害性などの記載内容は、情報提供であって、
いかなる保証をなすものではありません。
なお、注意事項は通常の取扱いを想定して記述しています。特殊な取扱いをされる場合は、
その用途・用法に適した安全対策を実施してください。

・ペルオキソ二硫酸カリウム
・モリブデン酸アンモニウム
・りん酸二水素カリウム
・硫酸
・水酸化ナトリウム
・L- アスコルビン酸
・酒石酸アンチモニルカリウム
・硝酸カリウム
・塩酸
(注） NP600 用調製済試薬は試薬メーカーから入手できます。最寄りの営業所にご相談ください。
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付録4-1  ＜◆  付録 4＞

◆ 付録4　外形寸法図

4-1 外形寸法図

4-1-1 純水タンク使用の場合

注記

質量：　約80 kg
塗装色：マンセル 5Y7/1

オーバーフロー槽の取付位は、
左右両側面および裏面のいず
れかに選定可能です。

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

460

基礎ボルト取付位置図

38
0

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

50
25
6

74

55 350 (55)

装置前面

4-Ø15

（注）海水補正なしの場合、４  導伝率変換器、 8  導伝率センサは付属されません。

3

5

6

4

2

1 ±5460

±5
15

00

±5380

7

(425)

8

±597

±521210 9

(2
07

)

(2
62

)

(97)

(363)

74

2311

16

12

15

19

18

17

25

1413
(196)

14
00

(3
70

)

(4
10

)

(4
83

)

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

タンク部扉 3

オプション導電率変換器 4

20 L純水タンク 5

20 L廃液タンク 6

端子台カバー 7

オプション導電率センサ 8

Rc1/2(常時閉)ドレン出口 9

Rc1/2試料入口10

Rp1/2大気開放口11

排気口12

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック13

Rp3/4排水口14

RS-232Cコネクタ15

漏電ブレーカ16

電源端子台17

入出力端子台18

M8アースボルト19

±5

単位：mm
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付録4-2  ＜◆  付録 4＞

4-1-2 純水ユニットNP10A使用の場合

注記

質量：　約80 kg
塗装色：マンセル 5Y7/1

オーバーフロー槽の取付位置は，
左右両側面および裏面のいずれ
かに選定可能です。

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

460

基礎ボルト取付位置図

4-Ø15

38
0

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

50
25
6

74

55 350 (55)

装置前面

（注）海水補正なしの場合、 4   導伝率変換器、 8   導伝率センサは付属されません。

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

純水タンク 3

オプション導電率変換器 4

タンク部扉 5

20 L廃液タンク 6

端子台カバー 7

オプション導電率センサ 8

Rc1/2(常時閉)ドレン出口 9

Rc1/2試料入口10

Rp1/2大気開放口11

排気口12

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック13

Rp3/4排水口14

RS-232Cコネクタ15

漏電ブレーカ16

電源端子台17

入出力端子台18

M8アースボルト19

Rc1/2純水入口20

Rp1/2排水口21

6

4

3

5

±54601

2

±5
15

00

±5380

7

(425)

8

±597

±5212

(2
07

)

(2
62

)

10

9

±5
14

00

2311

16

12

15

19

18

17

120
20

80

±5
12

5

21(363)

74

(4
83

)

(4
10

)

25

(3
73

)

1413 (196)

単位：mm
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付録4-3  ＜◆  付録 4＞

4-1-3 小型内蔵純水ユニットNP20A使用の場合

460

基礎ボルト取付位置図

4-Ø15

38
0

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

  8
00
以
上

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

50
25

6
74

55 350 (55)

装置前面

基礎ボルト埋込図(FREE)

50

16
0

30

M12X160

注記
　　オーバーフロー槽の取付位置は、
　　左右両側面および裏面のいずれかに選定が可能です。

（注）海水補正なし場合、  4  導電率変換器、  9  導電率センサは付属されません。

質量:    約80 kg
塗装色:マンセル 5Y7/1

7

4

3

5

6

2

1 ±5460

±5
15

00

±5380

8

(425)

9

±597

±5212

(2
07

)

(2
62

)

10

11

±5
14

00

2312

17

13

16

20

19

18

120
21

80

±5
12

5

22(363)

74

(4
83

)

(4
10

)

25

(3
73

)

1514 (196)

NOTESPARTS NAMENO.

表示部 1

分析部扉 2

純水タンク 3

オプション導電率変換器 4

タンク部扉 5

純水器 6

20 L廃液タンク 7

端子台カバー 8

オプション導電率センサ 9

Rc1/2試料入口10

Rc1/2(常時閉)ドレン出口11

Rp1/2大気開放口12

排気口13

Ø16ホースエンド手分析用試料採取コック14

Rp3/4排水口15

RS-232Cコネクタ16

漏電ブレーカ17

電源端子台18

入出力端子台19

M8アースボルト20

Rc1/2水道水入口21

Rp1/2排水口22

単位：mm
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付録4-4  ＜◆  付録 4＞

4-2 周辺機器の外形図

4-2-1 純水ユニット（形名 NP10A）
純水ユニットは、カートリッジ純水器とフィルタ 2本から構成されています。

12
0

[230

(6
05

)
(6

23
)

(7
13

)

F4.2.1.EPS

No. 名　称 数量 材　質 備　考
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

1
1
1
3

1式
1式
1
1
6
1
2
1
1

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

FRP+ABS
ABS
ABS
ABS

軟質PVC
軟質PVC
ABS,他

ABS,SUS304
ABS
SPC
PVC

ABS-AS
ABS-AS

イオン交換樹脂筒
キャップ（G形）
万能口金（363）
ホーセンドB（915）
入口ブレードホース
出口ブレードホース
導電率計
電極
ガルデナジョイントノズル15A
フィルタ取付金具
接続ソケット 15A
入口フィルタ
出口フィルタ

テトロンブレード入 1 m
テトロンブレード入 1 m

エレメント
エレメント

仕様

注記

標準流量：　30～100 L/h
純水採取量：約950 L/カートリッジ
最高使用圧力：340 kPa 

1.純水器を使用しない場合は水栓からホース　 
    をはずしておいてください。
2.純水の採取は原水の水質によって減少する
　ことがあります。
3.(　)内の寸法は概略寸法を示します。
4.樹脂筒の中のイオン交換樹脂は毎年再生
　することをおすすめします。
　当社最寄りの営業所にご相談ください。

5

4

3

8

7

11

9

12

4 2

13

16

10

部品番号

([130.5)

出口側には，ガルデナホースを使用すること

単位：mm
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付録4-5  ＜◆  付録 4＞

4-2-2 活性炭筒（部品番号 K9626PB）(NP10A純水ユニットと
組合せ使用)

外形図

A

出口　Rc1/2

入口  Rc1/2

50
2

62
2 

±5

(1
20

)

4-長穴

14
0

10
0

10

18
178

A 矢視図

200

F4.2.2.EPS

単位：mm

（注）お客様で純水を連続供給する場合、純水中の有機物を除去する目的で活性炭筒の使用をおすすめします。
本体への接続法については付録 2-6-2 項をご参照ください。

交換部品
品　名 部品番号 数　量 備　考

　活性炭 500 g K9626RJ 1 1 年ごとのオーバーホール部品
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付録4-6  ＜◆  付録 4＞

4-2-3 小型内蔵純水ユニット（形名：NP20A）
小型内蔵純水ユニットは、NP600 キャビネットの下段に内蔵されます。

170

250

42
8 
～

 5
65

F6.2.0.EPS

注記

仕様
標準流量    ：30～42 L/h
純水採取量：約500 L/カートリッジ
原水水質    ：
使用圧力    ：100～400 kPa  

No. 名　称
1
2
3
4

-
-
-

K9626PS

確認用ランプ
バルブ
カートリッジチェックスイッチ
カートリッジ（活性炭入り）

部品番号

1. 供給水は水道水をご使用ください。
　水道配管が非常に古い場合（または全く使用していなかった古い配管）には、接続する前に十分捨て水を行って、特に大きな
　サビの粒子を排出してから接続してください。鉄サビが多い場合には、目詰まりによりカートリッジの通水不良を生じるこがあ
　ります。

2. 水道水が供給できない場合
（1） 工業用水の場合
　　塩素を投入している場合があります。特に塩素臭がするような水を供給される場合には、カートリッジの寿命が短くなることが
　　あります。
（2） 冷却水などの場合
　　温度に注意してください。水温35℃以上になるとイオン交換能力が低下し、カートリッジの寿命が短くなることがあります。
（3） 地下水の場合
　　海岸に近いところの地下水には海水が混じっていることがあります。導電率で確認ください（適正値；200～400  Ｓ 程度、
　　海水が混合する場合には Ｓ 以下）海水が混合しているような場所では、カートリッジの寿命が短くなることがあり
       ます。

1

2

3

4

単位：mm
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付録5-1  ＜◆  付録 5＞

◆ 付録5　外部入出力・信号規格

5-1 外部入出力図
・TN、TPの 2成分負荷量演算の場合（負荷量基本仕様コード：-A）

1 2 3 4

DIP-SW
RS-232C

L

電源入力
AC 100 V 50/60 HZ
400 VA MAX

7
6

5
4
3
2
1

9
8

RS-232C

CD
RD
SD
ER
SG

DR
RS
CS

N

E (M8アースボルト)

（注）
２点計につきましてはご相談ください。

F5.1.EPS

流量計1
保守中

接点入力
    *2)

接点入力
    *2)

流量計1
故障

流量計1
電源断

排水
なし1

(G)

測定
開始

(G) (G) (G)

校正
開始

時刻
修正

ライン
選択1

純水タンク
不足警報

同期
信号

TN濃度
警報1

TP濃度
警報1

TP負荷量
警報1

TN負荷量
警報1

接点出力
    *1)

接点出力
    *1)

校正中 待機中

保守中

計器
異常

接点出力
    *1)

測定中
ライン1

試料
水断1

試薬不足
警報

廃液タンク
満水警報

接点出力
    *1)

1点計

1 2 3 4 5 6 7 8 9

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E) (E)

TP
濃度1

TN
濃度1

TP
負荷量1

TN
負荷量1

アナログ
出力*3)

アナログ
入力 *4)

流量1 試料水1断
FS

(-)(+) (E) (E) (G) (G) (G) (G)(G) (G) (G)

純水不足
FS

廃液満水
FS

接点入力
入力 *2)

接点出力
    *1)

スパン液
不足

電源断

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 2726 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

TP濃度
警報2

TN濃度
警報2

TP負荷量
警報2

TN負荷量
警報2

測定中
ライン2

試料
水断2

接点出力
   *1)

接点出力
    *1)

2点計

81 82 83 84 85 86 87 88 89 91 92 93 94 95 96 97 98 99
101102103104105106107108109 111 112113114115116117118119

90 100
110 120

注記 流量2

アナログ
入力*4)

TP
濃度2

TN
濃度2

TP
負荷量2

TN
負荷量2

流量計2
保守中

接点入力
    *2)

流量計2
故障

流量計2
電源断

排水
なし2

アナログ
出力*3)

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E)(E)

(+) (-) (E)(E) (G) (G) (G) (G)

(G)

ライン
選択2

接点入力
    *2)

(G)

試料水2断
FS

121122123124125126127128129130 131132133134135136137138139140
141142143144145146147148149150 151152153154155156157158159160

5041 42 43 44 45 46 47 48 49
7061 62 63 64 65 66 67 68 69

6051 52 53 54 55 56 57 58 59
8071 72 73 74 75 76 77 78 79

1) 信号規格(*1,*2,*3,*4)は次ページの信号規格表を参照ください。
2) 空端子は内部で結線されていますので御使用にならないでください。
3) 端子No.81～160は2点計時に取付きます。
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付録5-2  ＜◆  付録 5＞

・TN、TP、CODの 3成分負荷量演算の場合（負荷量基本仕様コード：-B）

12 3 4

DIP-SW
RS-232C

L

電源入力
AC 100 V 50/60 HZ
400 VA MAX

7
6

5
4
3
2
1

9
8

RS-232C

CD
RD
SD
ER
SG

DR
RS
CS

N

E (M8アースボルト)

（注）1点計 のみとなります。

F5.3.EPS

流量計1
保守中

接点入力
    *2)

接点入力
    *2)

流量計1
故障

流量計1
電源断

排水
なし1

(G)

測定
開始

(G) (G) (G)

校正
開始

時刻
修正

ライン
選択1

純水タンク
不足警報

同期
信号

TN濃度
警報1

TP濃度
警報1

TP負荷量
警報1

TN負荷量
警報1

接点出力
    *1)

接点出力
    *1)

校正中 待機中

保守中

計器
異常

接点出力
    *1)

測定中
ライン1

試料
水断1

試薬不足
警報

廃液タンク
満水警報

接点出力
    *1)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

(+) (-) (+) (-) (+) (-) (+) (-) (E) (E)

TP
濃度1

TN
濃度1

TP
負荷量1

TN
負荷量1

アナログ
出力*3)

アナログ
入力 *4)

流量1 試料水1断
FS

(-)(+) (E) (E) (G) (G) (G) (G)(G) (G) (G)

純水不足
FS

廃液満水
FS

接点入力
入力 *2)

接点出力
    *1)

スパン液
不足

電源断

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 2726 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

5041 42 43 44 45 46 47 48 49
7061 62 63 64 65 66 67 68 69

6051 52 53 54 55 56 57 58 59
8071 72 73 74 75 76 77 78 79

1) 信号規格(*1,*2,*3,*4)は次ページの信号規格表を参照ください。
2) 空端子は内部で結線されていますので御使用にならないでください。

91 92 93 94 95 96 97 98 99 100
111 112 113 114 115 116 117 118 119 120101 102 103 104 105 106 107 108 109 110

81 82 83 84 85 86 87 88 89 90

UV計1/COD計1

アナログ
入力*4)

時間COD
濃度1

時間COD
負荷量1

UV計1/
COD計1
保守中

接点入力
    *2)

UV計1/
COD計1
故障

UV計1/
COD計1
電源断

アナログ
出力*3)

COD濃度
警報1

COD負荷量
警報1

接点出力
   *1)

121122123124125126127128129130 131132133134135136137138139140

141142143144145146147148149150 151152153154155156157158159160

(+) (-) (+) (-) (E)(E)

(+) (-) (E)(E) (G) (G) (G) (G)

(G)

(G)

(-)(+)

(COD測定開始)

瞬時COD
濃度1

時間
流量1

(-)(+)
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付録5-3  ＜◆  付録 5＞

5-2 信号規格表

注　　記規    格
*1〕

アナログ信号出力
(電流出力)

+5 V

+15 V

フォトカプラ

入 出 力 回 路信 号 分 類規格信号

*2)

*3)

接点信号出力

接点信号入力

信  号  規  格

(G)
2.2 k

*4) アナログ信号入力
(+)

(-)

(+)
(-)

9.
5

2) 端子No.(1)～(80) or (160)

結線ビス:M4×8L 

11

1) 電源入力用
端子図

結線ビス:M5×10L 

12
.5

14

全体図

D種接地工事

アースボルト
M8

F5.2.EPS

1) AC 100 V供給ラインは、3.5 mm2以上をご使用ください。
2) 空端子は、内部で結線されていますので、ご使用にならないでください。

注 記

*ソレノイドモータなどの負荷を
開閉する場合はスパークキラー
サージアブソーバ(AC, DC)
ダイオード(DCの場合のみ)
などを負荷に対して並列に
接続してノイズの発生を防止
してください.

*無電圧の接点信号入力
　　(オープンコレクタ可)
*絶縁型入力〔(-)側共通〕
*ON抵抗最大
*開放電圧 DC 5 V
*短絡電流 最大12 mA

*DC 4～20 mA又はDC 0～1 V
 電流信号出力または電圧出力
*絶縁型出力〔 側共通可〕
*負荷抵抗 最大

*接点定格 AC 115 V 1A
         DC 100 V 0.5 A
 (抵抗負荷出力)
*a接点
*各出力COM独立

*接点ON時間は0.1～1秒

接点ON
0.1～1秒

*DC 4～20 mA電流信号入力
*絶縁型入力回路
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付録6-1  ＜◆  付録 6＞

◆ 付録6　フロー図

6-1 1点測定、標準・希釈1段の場合（純水タンク
使用）

（全窒素：0-2mg/L ～ 0-50mg/L、全りん：0-0.5mg/L ～ 0-10mg/L）

試
料
水
供
給
量

:
   

 0
.5
～

5 
L/

m
in

（
注
）海
水
補
正
な
し
の
場
合
、 

33
 導
電
率
セ
ン
サ
は
付
属
さ
れ
ま
せ
ん
。
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付録6-2  ＜◆  付録 6＞

6-2 1点測定、標準・希釈1段の場合（純水ユニッ
トNP10A使用）

（全窒素：0-2mg/L ～ 0-50mg/L、全りん：0-0.5mg/L ～ 0-10mg/L）
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付録6-3  ＜◆  付録 6＞

6-3 1点測定、標準・希釈1段の場合（小型内蔵純
水ユニットNP20A使用）

（全窒素：0-2mg/L ～ 0-50mg/L、全りん：0-0.5mg/L ～ 0-10mg/L）
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付録6-4  ＜◆  付録 6＞

6-4 1点測定、希釈2段の場合（純水タンク使用）
（全窒素：0-100mg/L ～ 0-1000mg/L、全りん：0-20mg/L ～ 0-250mg/L）
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付録6-5  ＜◆  付録 6＞

6-5 1点測定、希釈2段の場合（純水ユニット
NP10A使用）

（全窒素：0-100mg/L ～ 0-1000mg/L、全りん：0-20mg/L ～ 0-250mg/lL）
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付録6-6  ＜◆  付録 6＞

6-6 1点測定、希釈2段の場合（小型内蔵純水ユ
ニットNP20A使用）

（全窒素：0-100mg/L ～ 0-1000mg/L、全りん：0-20mg/L ～ 0-250mg/L）

試
料
水
流
量

:
   

 0
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～

5L
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（
注
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付録7-1  ＜◆  付録 7＞

◆ 付録7　NP600 の測定原理

7-1 測定原理１（全窒素：紫外線吸光光度法）
試料にペルオキソ二硫酸カリウムおよび水酸化ナトリウムを加え、紫外線照射すると窒
素化合物が硝酸イオンに酸化分解されます。分解した試料に塩酸を加えて測定の妨害と
なる炭酸イオンを除去し、硝酸イオンの 220 nmの紫外吸収を測定して全窒素を求めます。

 ぺルオキソニ硫酸カリウム 水酸化ナトリウム

サンプル

UV

UV

UV酸化分解

約50℃

CO3
2- CO2

（炭酸を除去）

塩酸を添加

検出器

測定値

キセノンランプ

有機性-N

NH3-N

NO2-N

NO3
-

塩酸

分解後のサンプル
光

220nm

F7.1.EPS
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付録7-2  ＜◆  付録 7＞

7-2 測定原理2（全りん：吸光光度法）
試料にペルオキソ二硫酸カリウムおよび硫酸を加え、紫外線照射すると試料中のりん化
合物がりん酸イオンに分解されます。りん酸イオンは、酸性下でモリブデン酸とアスコ
ルビン酸と反応して、モリブデン青を生成します。このモリブデン青の 880 nmの吸収を
測定して全りん濃度を求めます。

ペルオキソニ硫酸カリウム 硫酸

サンプル

UV

UV

UV酸化分解

約95℃

モリブデン青

モリブデン酸アンモニウム
酒石酸アンチモニルカリウム

検出器

測定値

キセノンランプ

有機性-P

縮合りん酸塩

PO3-P PO2-P

分解後のサンプル
光

PO4
3-

880nm

PO4
3-

L-(+)アスコルビン酸

F7.2.EPS

7-3 測定原理3（海水補正機能）
本装置では、海水を含む試料における全窒素を測定するために、試料中の塩分を測定し
て補正を行うことで、全窒素濃度を正確に求めることができます。
海水中には、硝酸イオンの 220 nmの紫外吸収と重なる成分が多く、これらは全窒素測定
の妨害となります。特に臭化物イオン（Br-）は顕著な影響を示します。そこで、この影
響を補正するため、導電率センサで試料中の塩分濃度を測定し、その濃度に応じた補正
をすることで全窒素を求めています。
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付録8-1  ＜◆  付録 8＞

◆ 付録8　設定操作・メンテナンス操作項目
一覧

8-1 ユーザ設定モード

［ENT.］
［CANCEL］ 

 カレンダ表示   西暦設定
［ENT.］ 　　　　　　　月設定

    日設定
    時設定
    分設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 測定有効ライン表示  測定有効ライン設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

［成分切替］濃度上限値表示   濃度上限値設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

［成分切替］負荷量上限値表示  　　　　　　　負荷量上限値設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

［成分切替］補正式表示   パラメータＡ設定
［ENT.］ 　　　　　　　パラメータＢ設定

   
［ENT.］
［CANCEL］ 

 スケジュール機能表示  スケジュール機能設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 スケジュールライン表示  スケジュールライン設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 運転周期表示   運転周期設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 測定開始時刻表示   測定開始時刻設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 校正回数表示   ゼロ校正回数設定
［ENT.］ 　　　　　　　スパン校正回数設定

   
［ENT.］
［CANCEL］ 

 校正周期表示   周期設定
［ENT.］ 　　　　　　　時刻設定

    初回校正日設定
   

［ENT.］
［CANCEL］  

[PROGRAM]キーに設定操作モードに入り［ ］［ ］キーで変更する、[TN/TP SWITCH]キーにて成分を切替える

（次ページへ続く）
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付録8-2  ＜◆  付録 8＞

（前ページからの続き）

［成分切替］スパン液濃度表示                     スパン液濃度設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 成分選択表示   成分選択設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 自動表示切替表示   自動表示切替設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 マイナスデータ表示                     マイナスデータ設定
   

［ENT.］
［CANCEL］ 

 自動プリント・プリント方向表示                    自動プリント設定
［ENT.］                    プリント方向設定

   
［ENT.］
［CANCEL］ 

 時計修正有無・時刻表示  時計修正有無設定
［ENT.］                    時計修正時刻設定

   
［ENT.］
［CANCEL］ 

 同期信号表示   開始時間設定
［ENT.］                   終了時間設定

   
［ENT.］
［CANCEL］ 

 制御方法表示   制御方法設定
   
　　　　サンプルライン洗浄有無表示 　　　　  サンプルライン純水洗浄有無設定   
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付録8-3  ＜◆  付録 8＞

8-2 メンテナンスモード

［ENT.］  
［ESC.］   

 廃液・洗浄メニュー  　　　　自動廃液・洗浄中  
    

［ENT.］  　　 ［ENT.］
［ESC.］［ ］［ ］ ［ESC.］ 

 計量調整メニュー   計量ライン選択中   サンプル計量（１）
          サンプル計量（２）
      ブランク計量（１）
      ブランク計量（２）
      Nセル計量（１）
      Nセル計量（２）
      Pセル計量（１）
      Pセル計量（２）
      N試薬A注入
      N試薬B注入
      N試薬F注入
      P試薬A注入
      P試薬C注入
      P試薬D注入
      P試薬E注入
      希釈計量
      希釈管計量
      希釈管排水
      Pセル廃液
      Nセル廃液
      Pセル計量廃液
      Nセル計量廃液
      試薬排出
      スパン液排出
      ブランク排出（１）
      ブランク排出（２）
     

［ENT.］  　     ［ENT.］
［ESC.］［ ］［ ］ ［ESC.］ 

試薬量確認メニュー   試薬量確認中    補給量入力
          残業リセット
    

［ENT.］ ［ENT.］
［ESC.］［ ］［ ］ ［ESC.］ 

ステップ実行メニュー   実行モード選択中  ステップ実行中
 　　　　　［ENT.］ 実行ライン選択中  
     スタート時間（ステップ）設定
     ストップ時間（ステップ）設定
   

Power off/on または [STOP]キーでメンテナンスモードに入り、［ ］［ ］ キーで変更する
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付録8-4  ＜◆  付録 8＞

8-3 メモリ呼出モード

［ENT.］ ［ENT.］  ［TN/TP SWITCH］ 
［ESC.］  ［ ］［ ］ ［ESC.］  ［ ］［ ］ ［PRINT］

測定履歴呼出メニュー  日報／時報選択中  時報データ表示中  　印字開始・西暦設定中
       日報データ表示中  　印字開始・月設定中
          　印字開始・日設定中

［ENT.］      印字終了・西暦設定中
          　印字終了・月設定中
              印字終了・日設定中

［ENT.］   
［ESC.］  ［ ］［ ］   

アラーム履歴呼出メニュー  アラーム履歴表示中   
     
     

［ENT.］  ［TN/TP SWITCH］   
［ESC.］  ［ ］［ ］   

[DATA  CHECK]キーにてメモリ呼出モード入り、［ ］［ ］キーで変更する
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付録9-1  ＜◆  付録 9＞

◆ 付録９　タイムチャート
本装置の次のタイムチャートを示します。
（１）測定／校正 動作シーケンス（標準、１段希釈）
（２）測定／校正 動作シーケンス（２段希釈）
（３）洗浄 動作シーケンス（標準、１段希釈）
（４）洗浄 動作シーケンス（２段希釈）

[参考 ] 測定成分欄の見方は下記のとおりです。
  TN： 全窒素測定
 TP： 全りん測定
 PN： 全窒素・全りん測定

（１）測定／校正 動作シーケンス（標準、１段希釈）
シーケンス 測　定 校　正 時　間

通し
No..

測定
成分 1段希釈 希釈無し 1段希釈

（スパン）
希釈無し
（スパン） ゼロ校正

工程
時間
（秒）

積算
時間
（秒）

積算
時間

（分 :秒）
1 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 10 00:10
2 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 20 00:20
3 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 30 00:30
4 TP サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 1 25 55 00:55
5 TP サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 1 25 80 01:20
6 TP ブランク水計量 サンプル計量 2 ブランク水計量 スパン計量 2 ブランク水計量 35 115 01:55
7 TP ブランク水計量 待機 1 ブランク水計量 待機 1 ブランク水計量 35 150 02:30
8 PN 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 5 155 02:35
9 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 10 165 02:45
10 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 175 02:55
11 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 190 03:10
12 TP セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 195 03:15
13 TP サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 1 25 220 03:40
14 TP サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 1 25 245 04:05
15 TP ブランク水計量 サンプル計量 2 ブランク水計量 スパン計量 2 ブランク水計量 35 280 04:40
16 TP ブランク水計量 待機 1 ブランク水計量 待機 1 ブランク水計量 35 315 05:15
17 PN 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 5 320 05:20
18 PN 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 10 330 05:30
19 PN 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 10 340 05:40
20 TP 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 35 375 06:15
21 PN 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 5 380 06:20
22 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 385 06:25
23 TP セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 400 06:40
24 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 410 06:50
25 TP セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 425 07:05
26 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 435 07:15
27 TP セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 450 07:30
28 PN ダーク測定 ダーク測定 ダーク測定 ダーク測定 ダーク測定 20 470 07:50
29 TP 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 10 480 08:00
30 TP 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 10 490 08:10
31 TP セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 5 495 08:15
32 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 505 08:25
33 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 520 08:40
34 TP セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 525 08:45
35 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 535 08:55
36 TN サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 2 25 560 09:20
37 TN サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 2 25 585 09:45
38 TN ブランク水計量 サンプル計量 2 ブランク水計量 スパン計量 2 ブランク水計量 35 620 10:20
39 TN ブランク水計量 待機 2 ブランク水計量 待機 2 ブランク水計量 35 655 10:55
40 PN 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 5 660 11:00
41 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 10 670 11:10
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付録9-2  ＜◆  付録 9＞

シーケンス 測　定 校　正 時　間

通し
No..

測定
成分 1段希釈 希釈無し 1段希釈

（スパン）
希釈無し
（スパン） ゼロ校正

工程
時間
（秒）

積算
時間
（秒）

積算
時間

（分 :秒）
42 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 680 11:20
43 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 695 11:35
44 TN セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 700 11:40
45 TN サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 2 25 725 12:05
46 TN サンプル計量 サンプル計量 スパン計量 スパン計量 待機 2 25 750 12:30
47 TN ブランク水計量 サンプル計量 2 ブランク水計量 スパン計量 2 ブランク水計量 35 785 13:05
48 TN ブランク水計量 待機 2 ブランク水計量 待機 2 ブランク水計量 35 820 13:40
49 PN 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 5 825 13:45
50 PN 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 10 835 13:55
51 PN 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 10 845 14:05
52 TN 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 待機 2 35 880 14:40
53 PN 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 希釈管撹拌 5 885 14:45
54 TN 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 890 14:50
55 TN セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 905 15:05
56 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 915 15:15
57 TN セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 930 15:30
58 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 940 15:40
59 TN セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 955 15:55
60 TN 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 10 965 16:05
61 TN 試薬Ｂ注入 試薬Ｂ注入 試薬Ｂ注入 試薬Ｂ注入 試薬Ｂ注入 10 975 16:15
62 TN セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 セル撹拌 5 980 16:20
63 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 990 16:30
64 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 1005 16:45
65 TN セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 1010 16:50
66 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 1020 17:00
67 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1055 17:35
68 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1090 18:10
69 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 1095 18:15
70 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 1105 18:25
71 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 1120 18:40
72 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1155 19:15
73 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 25 1190 19:50
74 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 1195 19:55
75 PN サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 25 1220 20:20
76 PN サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 25 1245 20:45
77 PN 待機 1 待機 1 待機 1 待機 1 待機 1 10 1255 20:55
78 PN 分解 分解 分解 分解 分解 1510 2765 46:05
79 TP 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 10 2775 46:15
80 TP セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 2780 46:20
81 TN 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 10 2790 46:30
82 TN セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 2795 46:35
83 TP ゼロ測定 ゼロ測定 ゼロ測定 ゼロ測定 ゼロ測定 160 2955 49:15
84 TP 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 10 2965 49:25
85 TP セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 2970 49:30
86 TN セル攪拌２ セル攪拌２ セル攪拌２ セル攪拌２ セル攪拌２ 260 3230 53:50
87 TN 測定 測定 測定 測定 測定 60 3290 54:50
88 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3300 55:00
89 TN 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 3305 55:05
90 TN セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 3320 55:20
91 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3330 55:30
92 TN セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 3345 55:45
93 PN 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 15 3360 56:00
94 TP 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 待機１ 35 3395 56:35
95 TP サンプル測定 サンプル測定 サンプル測定 サンプル測定 サンプル測定 50 3445 57:25
96 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3455 57:35
97 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 3460 57:40
98 TP セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 3475 57:55
99 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 4785 58:05
100 TP セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 セル計量 15 4800 58:20
101 PN 待機 待機 待機 待機 待機 10 4810 58:30
102 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 4825 58:45
103 TN セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 4830 58:50
104 TP セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 セル計量部排水 5 4835 58:55
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付録9-3  ＜◆  付録 9＞

（２）測定／校正動作シーケンス（２段希釈）
シーケンス 測　定 校　正 時　間

通し
No..

測定
成分 2段希釈 2段希釈

（スパン） ゼロ校正
工程
時間
（秒）

積算
時間
（秒）

積算
時間

（分 :秒）
1 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 10 00:10
2 TP サンプル計量 スパン計量 待機１ 25 35 00:35
3 TP サンプル計量 スパン計量 待機１ 25 60 01:00
4 TP ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 95 01:35
5 TP ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 130 02:10
6 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 135 02:15
7 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 10 145 02:25
8 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 160 02:40
9 TP セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 165 02:45
10 TP サンプル計量 スパン計量 待機 1 25 190 03:10
11 TP サンプル計量 スパン計量 待機 1 25 215 03:35
12 TP ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 250 04:10
13 TP ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 285 04:45
14 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 待機 1 5 290 04:50
15 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 待機 1 10 300 05:00
16 PN ２段希釈計量 ２段希釈計量 待機 1 15 315 05:15
17 PN 希釈管排水 2 希釈管排水 2 待機 1 15 330 05:30
18 PN ブランク水計量 2 ブランク水計量 2 待機 1 35 365 06:05
19 PN ブランク水計量 2 ブランク水計量 2 待機 1 35 400 06:40
20 PN 希釈管攪拌 3 希釈管攪拌 3 待機 1 5 405 06:45
21 PN 希釈管排水 2 希釈管排水 2 待機 1 15 420 07:00
22 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 待機 1 5 425 07:05
23 TP ブランク水計量 ブランク水計量 待機 1 35 460 07:40
24 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 465 07:45
25 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 470 07:50
26 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 480 08:00
27 TP セル計量 セル計量 セル計量 15 495 08:15
28 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 505 08:25
29 TP セル計量 セル計量 セル計量 15 520 08:40
30 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 530 08:50
31 TP セル計量 セル計量 セル計量 15 545 09:05
32 PN ダーク測定 ダーク測定 ダーク測定 20 565 09:25
33 TP 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 10 575 09:35
34 TP 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 試薬Ｃ注入 10 585 09:45
35 TP セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 590 09:50
36 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 605 10:05
37 TP セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 610 10:10
38 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 620 10:20
39 TN サンプル計量 スパン計量 待機 2 25 645 10:45
40 TN サンプル計量 スパン計量 待機 2 25 670 11:10
41 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 705 11:45
42 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 740 12:20
43 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 745 12:25
44 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 10 755 12:35
45 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 770 12:50
46 TN セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 775 12:55
47 TN サンプル計量 スパン計量 待機 2 25 800 13:20
48 TN サンプル計量 スパン計量 待機 2 25 825 13:45
49 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 860 14:20
50 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 895 14:55
51 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 待機 2 5 900 15:00
52 PN 希釈管攪拌 PN 希釈管攪拌 PN 待機 2 10 910 15:10
53 PN ２段希釈計量 ２段希釈計量 待機 1 15 925 15:25
54 PN 希釈管排水 2 希釈管排水 2 待機 1 15 940 15:40
55 PN ブランク水計量 2 ブランク水計量 2 待機 1 35 975 16:15
56 PN ブランク水計量 2 ブランク水計量 2 待機 1 35 1010 16:50
57 PN 希釈管攪拌 3 希釈管攪拌 3 待機 1 5 1015 16:55
58 PN 希釈管排水 2 希釈管排水 2 待機 1 15 1030 17:10
59 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 待機 1 5 1035 17:15
60 TN ブランク水計量 ブランク水計量 待機 2 35 1070 17:50
61 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 1075 17:55
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付録9-4  ＜◆  付録 9＞

シーケンス 測　定 校　正 時　間

通し
No..

測定
成分 2段希釈 2段希釈

（スパン） ゼロ校正
工程
時間
（秒）

積算
時間
（秒）

積算
時間

（分 :秒）
62 TN 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 1080 18:00
63 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 1090 18:10
64 TN セル計量 セル計量 セル計量 15 1105 18:25
65 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 1115 18:35
66 TN セル計量 セル計量 セル計量 15 1130 18:50
67 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 1140 19:00
68 TN セル計量 セル計量 セル計量 15 1155 19:15
69 TN 試薬 A注入 試薬Ａ注入 試薬Ａ注入 10 1165 19:25
70 TN 試薬 B注入 試薬 B注入 試薬 B注入 10 1175 19:35
71 TN セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 1180 19:40
72 PT 希釈管排水 希釈管排水 希釈管部排水 15 1195 19:55
73 TN セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 1200 20:00
74 PN ライン排水 ライン排水 ライン排水 10 1210 20:10
75 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1245 20:45
76 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1280 21:20
77 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 1285 21:25
78 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 1300 21:40
79 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1335 22:15
80 TN ブランク水計量 ブランク水計量 ブランク水計量 35 1370 22:50
81 PN 希釈管攪拌 希釈管攪拌 希釈管攪拌 5 1375 22:55
82 PN サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 25 1400 23:20
83 PN サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 サンプル純水洗浄 25 1425 23:45
84 PN 分解 分解 分解 1700 3125 52:05
85 TP 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 試薬Ｄ注入 10 3135 52:15
86 TP セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 3140 52:20
87 TN 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 試薬Ｆ注入 10 3150 52:30
88 TN セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 3155 52:35
89 TP ゼロ測定 ゼロ測定 ゼロ測定 160 3215 55:15
90 TP 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 試薬Ｅ注入 10 3325 55:25
91 TP セル攪拌 セル攪拌 セル攪拌 5 3330 55:30
92 TN 測定 測定 測定 20 3350 55:50
93 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3360 56:00
94 TN 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 3365 56:05
95 TN セル計量 セル計量 セル計量 15 3380 56:20
96 TN セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3390 56:30
97 TN セル計量 セル計量 セル計量 15 3405 56:45
98 TP サンプル測定 サンプル測定 サンプル測定 50 3455 57:35
99 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3465 57:45
100 TP 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 希釈管攪拌 2 5 3470 57:50
101 TP セル計量 セル計量 セル計量 15 3485 58:05
102 TP セル廃液 セル廃液 セル廃液 10 3495 58:15
103 TP セル計量 セル計量 セル計量 15 3510 58:30
104 PN 希釈管排水 希釈管排水 希釈管排水 15 3525 58:45
105 TN セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 3530 58:50
106 TP セル計量排水 セル計量排水 セル計量部排水 5 3535 58:55

7th Edition : 2015.03.02-00



IM 12Y07E01-01

付録9-5  ＜◆  付録 9＞

（３）洗浄動作シーケンス（標準、１段希釈）
通し
No

測定
成分 工程名 工程時間

（秒）
積算時間
（秒）

積算時間
（分：秒）

1 PN ライン排水 10 10 00:10
2 TN セル廃液 10 20 00:20
3 TP セル廃液 10 30 00:30
4 PN 希釈管計量 10 40 00:40
5 PN 希釈管排水 15 55 00:55
6 TP セル計量排水 5 60 01:00
7 TN セル計量排水 5 65 01:05
8 TP ブランク水計量 35 100 01:40
9 PN 希釈管撹拌 5 105 01:45
10 PN 希釈管撹拌 PN 10 115 01:55
11 TP セル計量 15 130 02:10
12 TP セル廃液 10 140 02:20
13 TP セル計量 15 155 02:35
14 PN 希釈管計量 10 165 02:45
15 PN 希釈管排水 15 180 03:00
16 TP セル計量排水 5 185 03:05
17 TN ブランク水計量 35 220 03:40
18 PN 希釈管撹拌 5 225 03:45
19 PN 希釈管撹拌 PN 10 235 03:55
20 TN セル計量 15 250 04:10
21 TN セル廃液 10 260 04:20
22 TN セル計量 15 275 04:35
23 PN 希釈管計量 10 285 04:45
24 PN 希釈管排水 15 300 05:00
25 TN セル計量排水 5 305 05:05
26 TP セル計量排水 5 310 05:10

（４）洗浄動作シーケンス（２段希釈）
通し
No

測定
成分 工程名 工程時間

（秒）
積算時間
（秒）

積算時間
（分：秒）

1 PN ライン排水 10 10 00:10
2 TN セル廃液 10 20 00:20
3 TP セル廃液 10 30 00:30
4 PN 希釈管排水 15 45 00:45
5 TP セル計量排水 5 50 00:50
6 TN セル計量排水 5 55 00:55
7 TP ブランク水計量 35 90 01:30
8 PN 希釈管撹拌 5 95 01:35
9 PN 希釈管撹拌 PN 10 105 01:45
10 TP セル計量 15 120 02:00
11 TP セル廃液 10 130 02:10
12 TP セル計量 15 145 02:25
13 PN 希釈管排水 15 160 02:40
14 TP セル計量排水 5 165 02:45
15 TN ブランク水計量 35 200 03:20
16 PN 希釈管撹拌 5 205 03:25
17 PN 希釈管撹拌 PN 10 215 03:35
18 TN セル計量 15 230 03:50
19 TN セル廃液 10 240 04:00
20 TN セル計量 15 255 04:15
21 PN 希釈管排水 15 270 04:30
22 TN セル計量排水 5 275 04:35
23 TP セル計量排水 5 280 04:40
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付録9-6  ＜◆  付録 9＞

（５）レンジによる工程別処理（標準 /１段、測定）

工程No 工程名

TP  測定レンジ
標準 1段希釈
0.5 1 2 5 10

5 サンプル計量 待機 待機 待機
6 ブランク水計量 サンプル計量
7 ブランク水計量 待機 待機 待機
14 サンプル計量 待機 待機 待機
15 ブランク水計量 サンプル計量
16 ブランク水計量 待機 待機 待機

TN  測定レンジ
標準 1段希釈
2 5 10 20 50

37 サンプル計量 待機 待機
38 ブランク水計量 サンプル計量
39 ブランク水計量 待機 待機
46 サンプル計量 待機 待機
47 ブランク水計量 サンプル計量
48 ブランク水計量 待機 待機

注記）空白は工程名と同動作

（６）レンジによる工程別処理（標準 /１段、スパン校正）

工程No 工程名

TP  測定レンジ
標準 1段希釈
0.5 1 2 5 10

5 スパン計量 待機 待機 待機
6 ブランク水計量 スパン計量
7 ブランク水計量 待機 待機 待機
14 スパン計量 待機 待機 待機
15 ブランク水計量 スパン計量
16 ブランク水計量 待機 待機 待機

TN  測定レンジ
標準 1段希釈
2 5 10 20 50

37 スパン計量 待機 待機
38 ブランク水計量 スパン計量
39 ブランク水計量 待機 待機
46 スパン計量 待機 待機
47 ブランク水計量 スパン計量
48 ブランク水計量 待機 待機

注記）空白は工程名と同動作
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付録9-7  ＜◆  付録 9＞

（7）TP/TN 計 レンジによる工程別処理（２段希釈仕様、測定）

工程No 工程名

TP 測定レンジ
標準 1段希釈 2段希釈
0.5 1 2 5 10 20 50 100 250

3 サンプル計量 待機 待機 待機 待機 待機 待機 待機
4 ブランク水計量 サンプル計量
5 ブランク水計量 待機 待機 待機 待機
11 サンプル計量 待機 待機 待機 待機 待機 待機 待機
12 ブランク水計量 サンプル計量
13 ブランク水計量 待機 待機 待機 待機
14 希釈管撹拌 待機 待機
15 希釈管撹拌 PN 待機 待機
16 2段希釈計量 待機 待機
17 希釈管排水 2 待機 待機
18 ブランク水計量 2 待機 待機
19 ブランク水計量 2 待機 待機
20 希釈管撹拌 3 待機 待機
21 希釈管排水 2 待機 待機
22 希釈管撹拌 2 待機 待機
23 ブランク水計量 待機 待機

TN 測定レンジ
標準 1段希釈 2段希釈
2 5 10 20 50 100 200 500 1000

40 サンプル計量 待機 待機 待機 待機 待機
41 ブランク水計量 サンプル計量
42 ブランク水計量 待機 待機 待機
48 サンプル計量 待機 待機 待機 待機 待機
49 ブランク水計量 サンプル計量
50 ブランク水計量 待機 待機 待機
51 希釈管撹拌 待機 待機
52 希釈管撹拌 PN 待機 待機
53 2段希釈計量 待機 待機
54 希釈管排水 2 待機 待機
55 ブランク水計量 2 待機 待機
56 ブランク水計量 2 待機 待機
57 希釈管撹拌 3 待機 待機
58 希釈管排水 2 待機 待機
59 希釈管撹拌 2 待機 待機
60 ブランク水計量 待機 待機

注記）空白は工程名と同動作
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付録9-8  ＜◆  付録 9＞

（８）レンジによる工程別処理（２段希釈仕様、スパン校正）

工程No 工程名

TP 測定レンジ
標準 1段希釈 2段希釈
0.5 1 2 5 10 20 50 100 250

3 スパン計量 待機 待機 待機 待機 待機 待機 待機
4 ブランク水計量 スパン計量
5 ブランク水計量 待機 待機 待機 待機
11 スパン計量 待機 待機 待機 待機 待機 待機 待機
12 ブランク水計量 スパン計量
13 ブランク水計量 待機 待機 待機 待機
14 希釈管撹拌 待機 待機
15 希釈管撹拌 PN 待機 待機
16 2段希釈計量 待機 待機
17 希釈管排水 2 待機 待機
18 ブランク水計量 2 待機 待機
19 ブランク水計量 2 待機 待機
20 希釈管撹拌 3 待機 待機
21 希釈管排水 2 待機 待機
22 希釈管撹拌 2 待機 待機
23 ブランク水計量 待機 待機

TN 測定レンジ
標準 1段希釈 2段希釈
2 5 10 20 50 100 200 500 1000

40 スパン計量 待機 待機 待機 待機 待機
41 ブランク水計量 スパン計量
42 ブランク水計量 待機 待機 待機
48 スパン計量 待機 待機 待機 待機 待機
49 ブランク水計量 スパン計量
50 ブランク水計量 待機 待機 待機
51 希釈管撹拌 待機 待機
52 希釈管撹拌 PN 待機 待機
53 2段希釈計量 待機 待機
54 希釈管排水 2 待機 待機
55 ブランク水計量 2 待機 待機
56 ブランク水計量 2 待機 待機
57 希釈管撹拌 3 待機 待機
58 希釈管排水 2 待機 待機
59 希釈管撹拌 2 待機 待機
60 ブランク水計量 待機 待機

注記）空白は工程名と同動作
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付録10-1  ＜◆  付録 10＞

◆ 付録10　小型内蔵純水ユニットNP20Aの
取付・運転・保守

10-1 NP20Aの取付と内部配管
小型内蔵純水ユニット（NP20A）は、NP600 本体とは分離して出荷されます。スタートアッ
プ時にNP20Aを以下の方法で取り付けてください。
（1）小型内蔵純水ユニット入口に付属の継手 ② を取り付けます。出口に L継手 ③ を取り 
 付けます。
（2）NP20Aを NP600 本体下部にM5ねじで 4箇所（⑧）取り付け固定します。
（3）NP600 本体に取り付けられている水道水入口の継手 ① と、継手 ② とを付属の  
 チューブ ⑤ 70 cmを用いて接続します。
（4）NP20A出口に取付けた L継手 ③ に付属のチューブ ⑥ 35 cmを接続します。
（5）純水を約 30分生成し（運転は 10-2 項参照）、排水してから純水タンクに取付けられ  
 た L 継手 ④ にチューブ ⑥ を接続してください。

A

水道水入口 Rc1/2

予備排水口 Rp1/2

A

(PVC)

(PVC)

NP600下ケース正面図

A-A断面図

NP600下ケース裏面図

F10.0.EPS

L継手

L継手

継手

継手

チューブ
チューブ

チューブ

純水器

Rc1/4

ボールバルブ
(PVC)

NP20A(2点鎖線枠内)を
スタートアップ時に取付

取合口 Rc1/4
(SUS304)

純水タンク

扉

純水採水バルブ

純水器固定用
M5タップ 4箇所

（約70 cm）

NP20A用 付属品

NP600本体に取付け済み

継手  1   はNP600
本体に取付け済み

1

2

3

4

5

6

8

7

A-A断面図を拡大

（約35 cm）

5

コネクタ（継手）
エルボ（L継手）
チューブ（約70 cm）
チューブ（約35 cm）
M5ねじ

1
1
1
1
4

付属品名称 個数
2
3
5
6

図10-1　NP20Aの取付・配管
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付録10-2  ＜◆  付録 10＞

10-2  運転方法
( 個々のバルブ位置は図 10-2 を参照してください。)
（1）純水器入口側のバルブを開にする。
（2）純水器出口側のバルブを開にする。
（3）純水タンクに純水が供給されていることを確認する。
純水タンクは、内蔵のボールタップにより純水がある一定量になると、純水の供給が停
止します。

A

純水タンクボールタップドレンバルブ
純水器出口側
バルブ

純水器入口側
バルブ

カートリッジ

＜ A視図 ＞ ＜ 装置正面図 ＞
F10.1.EPS

図10-2　純水器搭載概要図
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付録10-3  ＜◆  付録 10＞

10-3 カートリッジ交換方法
（1）純水器入口側のバルブを閉にする。
（2）純水タンクのドレンバルブを開にし、純水タンク内の純水を抜く。
（3）ドレンバルブを閉に戻す。
（4）純水器出口側のバルブを閉にする。
（5）カートリッジ上部の金属板を上部へ抜き、ロックを外しカートリッジを取り外す。
 （図 10-3 参照）
（7）純水器入口側のバルブを開にする。
（8）純水器出口側のバルブを開にする。

金属板
F10.2.EPS

 図10-3　カートリッジのロック   図10-4　カートリッジの取付け

（注） カートリッジを新しく交換した場合には、図 10-1 の L継手（ ④ ）をはずし、生成した純水を約 1時間
排水してから接続してください。
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付録10-4  ＜◆  付録 10＞

10-4 カートリッジ交換周期
カートリッジの交換は約 5カ月をめやすとしてください。（標準および 1段希釈の測定レ
ンジの場合）
（注）カートリッジの寿命は供給原水の水質により変わります。交換周期 6カ月はあくまでもめやすとしてく

ださい。

10-5 カートリッジ寿命確認方法
カートリッジチェックスイッチにより、交換時期の確認を行います。
スイッチを押し続けている間、確認用のランプが点灯します。

閉

開
カートリッジチェックスイッチ

純水器出口側バルブ

MILLIPORE

> Mg cm ＠ 25°C

Milli - DI

カートリッジ
（活性炭入り）

乾電池

確認用ランプ

F10.4.EPS

図10-5　カートリッジチェックスイッチ、確認用ランプ
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付録10-5  ＜◆  付録 10＞

（1） 緑ランプ点灯の場合　→　比抵抗　1 MΩ以上で採水可能。
（2） 赤ランプ点灯の場合　→　比抵抗　1 MΩ以下　カートリッジを交換してください。
（3） どちらも点灯しない　→　乾電池を交換してください。

> 1 MegOhm.com @25℃

> 1 MegOhm.com @25℃

> 1 MegOhm.com @25℃

緑ランプ点灯
採水可能

赤ランプ点灯
カートリッジ交換

どちらも点灯しない
乾電池の交換

F10.4.2.EPS
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付録10-6  ＜◆  付録 10＞

10-6 乾電池の交換
乾電池（9 V）の取り付け、交換の際にはカートリッジを取り外してください。

9 V

F10.5.EPS

図10-5　乾電池の交換

10-7  カートリッジ部品番号
交換用カートリッジ K9626PS の交換周期は、付録 10-4 項を参照してください。

10-8 使用済カートリッジ廃棄方法
本カートリッジは再生利用できません。
使用済カートリッジは、燃えないゴミとして処分してください。

10-9 供給水仕様
水圧 最小 0.1 MPa、 最大 0.4 MPa
流速 ＞ 50 L/H
水温 2 ～ 35℃
総溶解塩量 ＜ 100 ppm CaCO3 として
遊離塩素 ＜ 0.3 ppm
ｐH 4 ～ 10
溶存二酸化炭素 ＜ 30 ppm

仕様範囲外の供給水を使用する場合、活性炭あるいはその他の前処理が必要となること
があります。

10-10 製品仕様
生成水流速 0.5 ～ 0.7 L/min
生成水純度 ＞ 1 MΩ・cm　25℃
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付録11-1  ＜◆  付録 11＞

◆ 付録11　メンテナンスマニュアル
測定に必要な試薬A～ F液とスパン液の交換およびサンプルライン洗浄は、次ページの
手順で定期的（１回 /月）に実施してください。
なお、スパン液は測定レンジ、校正回数により２週間程度で消費する場合があります。
その場合はスパン液のみ交換してください。
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CAN
CEL

CAN
CEL

CAN
CEL

CAN
CEL

CAN
CEL

CAN
CEL

CAN
CEL
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取扱説明書　改訂情報
資料名称 : NP600 形 全窒素・全りん自動測定装置

資料番号 : IM 12Y07E01-01
2015年03月／7版
　InDesign 化に伴う全面見直し
 　7.6 章  「プリンタ用紙の交換方法」の図 4およびセット方法を一部変更；
　6.5.6 章  「リアルタイム印字（時報）について」の注意を一部訂正；
　付録 1-3   ( 注 ) の表記を一部訂正；
　付録 1-4   (* 注 2) の表記を一部App-3 に移動；
　付録 1-5   ● 1 年間の試薬リストのご注意記述を一部変更；
　付録 1-7 ～ 8 オーバホール部品の見直しを行い一部部品番号の変更と追加・修正；
  スタイル：S3用とスタイル：S2用を分離（ページが 1枚増）；
　付録 2-1 ～ 2 2-2 全体構成で “3/2 テフロンチューブ 3m” ---> “3/2 テフロンチューブ 1m” に訂正；
　付録 2-8  表記を SI 単位に統一；
　付録 2-9  外部配線図、小型内蔵純水ユニット使用の水道水入口減圧弁の記述を変更；
　付録 11  付録 11にメンテナンスマニュアル（最後に添付した 2枚）を追加；
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　スタイル S3対応 (TN用 UVランプを 2W-->4Wに変更、オーバフロー槽をサイクロン型に変更
　等 )、保守 画面機能・操作一部追加；
　濃度フルスケールの確認画面を追加、測定レンジ以外の 中間レンジの設定可； 　
　付録全体  S3 化に伴い、配管接続、外形図、フロー図を一部変更；
　付録 1   S3 化に伴い、オーバホール部品を一部変更（App-6）；
　付録 10   小型内蔵純水ユニットNP20Aの取付・運転・保守を変更；
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　4.1 章  表 7に負荷量単位の注記を追加、表 11追加；
　4.6 章  補正式の設定にCODを追加；
　4.12 章  校正周期の設定に注記を追加；
　4.25 章  濃度フルスケール設定（COD）を追加、以降章番号を変更；
　4.26 章  負荷量単位設定を追加；
　4.27 章  出力フルスケール設定を追加；
　6.5 章  外部入出力に負荷量演算が TN、 TP、 COD 3 成分の場合を追加；
　7.8 章  サンプル計量ラインの洗浄を追加、以降章番号を変更；
　9章  故障対策を更新；
　付録 1  TN、 TP、 COD 3 成分対応、小型内蔵純水ユニット（NP20A）追加）；
　付録 2、4  NP20Aを使用する場合を追加、
　付録 5  TN、 TP、 COD 3 成分負荷量演算の場合を追加；
　付録 6  TN、 TP、 COD 3 成分対応、小型内蔵純水ユニット（NP20A）追加；
　付録 9  タイムチャート更新；
　付録 10  小型内蔵純水ユニットの運転と保守を追加；
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　3.1 章  「試薬の調製」の注記の導電率 0.5μS/cm→ 0.05mS/mに変更；
  「試薬の種類」を 6種類から 7種類に変更、調製試薬に塩酸 [ 試薬 F ] を追加；
　  表 2の「試薬 B」の濃度および消費試薬量を変更、表 2に「試薬 F」を追加；
　3.1.2 章  「注記」1項の水酸化ナトリウム量を 10gに変更；
　3.1.6 章  「スパン液の調製」から「塩酸の調製」に変更；
　3.2 章   図に「試薬 F」を追加、注記の表に「試薬 F」を追加；
　3.2.2 章  表題を「試薬A～ F」に変更；
　3.2.6 章  「操作」の図を追加、「操作」4項 2行目を変更；
　6.5.1 章  （2）ホールド出力の「注記」にアナログ切換タイミング時間を追記；
　7.5.2 章  「警告」に試薬に Fを追加；
　8.1 章  表に「試薬タンク F 液（塩酸）」を追加；
　9.1 章  「警報内容」の表 10の項目を変更；
　10.2 章  「個別計量・排出動作」の P93の表を変更；
　付録 1-1  「繰り返し性」の項変更、「試薬消費量」の項に塩酸を追加；
　付録 1-4  「製品形名・MSコード」表を変更、「レンジ設定」表を変更；
　付録 2-6  外部配管図「2-6-2 純水ユニットを使用する場合」の配管図を変更；
　付録 3  「試薬に関する取扱注意事項」に塩酸を追加；
　付録 6  フロー図 6-1 ～ 6-4 に「試薬ボトル F」、「導電率センサ（OP)」追加 ;
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■ お問い合わせについて
本書の内容に関するご質問は、下記メールアドレスにてお願いいたしま
す。また、本製品の情報に関しては、下記ホームページでもご覧になれ
ます。
当社のホームページ：http://www.yokogawa.co.jp/an/
■ 著作者 横河電機株式会社
   科学機器事業部 PMK部
■ 発行者 横河電機株式会社
   〒 180-8750 東京都武蔵野市中町 2-9-32
■ 印刷所 港北出版印刷株式会社
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　2.3 章  「導電率変換器」を追加；
　7.1 章  「定期保守表」に導電率センサの洗浄を追加；
　7.8 章  「導電率センサの保守方法」を追加；
　9.3.3 章  「導電率変換器故障対策」を追加；
　付録 1  「標準仕様」の試薬消費量を変更、オーバホール部品を変更；
　付録 2  「設置条件」のメンテナンススペースの図を更新；
　付録 7-3  「測定原理 3（海水補正機能）」を追加；　
　付録 9  「タイムチャート」を追加
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マイナーチェンジに伴う以下の変更
　1.2.5 章  「排水用の配管」の配管変更；
　2章  「装置の構成」で純水消費量の変更；
　3.2.1 章  「試薬およびスパン液排出」に変更の追加、以降の章No. 変更；
　3.2.4 章  「試薬注入の確認」を追加；
　3.2.5 章  「試薬廃液」を追加；
　3.2.6 章  「試薬交換設定」を追加；
　3.3 章  「純水の補給」に連続供給の場合の注意と追加；
　3.5 章  「運転前の確認事項」にオーバーフロー槽の確認を追加；
　4.2.4 章  「サンプルライン洗浄有無設定」を追加；
　5章  「運転方法」に運転の流れを追加；
　7.1 章  「定期保守表」に参照項を追加；
　7.3 章  「長期間ご使用にならない場合」の計量値一部変更；
　7.7 章  「オーバーフロー槽の点検と清掃」を追加；
　8章  「消耗品の交換」の 8.1 項、8.2 項削除、付録 1を参照とした；
　9.3.1 章  「アラーム発生時の故障対策」の試薬計量異常の変更・追加；
　10.1 章  「機器内廃液・洗浄」の補足；
　付録 1   純水使用量を変更、純水ユニットを形名NP10Aに変更、MSコードの一部変更、
　  標準付属品、1年間の試薬リスト、補用品、オーバーホール部品の変更；
　付録 2  「設置条件」の配管取合の一部変更；
　付録 3  「試薬に関する取扱注意事項」に注記追加；
　付録 4  「外形寸法図」の変更、海水補正付の追加；
　付録 6  「フロー図」の変更、海水補正付の追加；
　付録 7  「NP600 の測定原理」追加；
　付録 8  「設定操作・メンテナンス操作項目一覧」追加置
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新規発行
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